
カリキュラムマップ 英語英⽂学科のディプロマ・ポリシー

学部名 ⽂学部

英語英⽂学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性

20002 Active English I [22] 2 Ⅰ Students can actively participate in a
college-level conversation.

〇 〇 〇 Students can actively read a college
level text, engaging its primary
purpose

〇 〇 〇 Students can actively listen to a
college level presentation and take
meaningful notes

〇 〇 〇 Students can actively present their
own thoughts about material via
writing and discussion in English

〇 〇 〇 Students can make a college level
presentation in English before an
audience, using appropriate
professional audio visual aids, such as
PowerPoint

〇 〇 〇

20004 Communicative English I 1 Ⅰ The course will improve the learner's
ability to communicate successfully in
a variety of language and cultural
contexts. Classes are conducted in
English and will primarily focus on the
development of speaking and listening
skills, communication strategies,
extensive reading and vocabulary
building.

〇 〇 〇

20006 Active English I [24] 1 Ⅰ Students can actively participate in a
college-level conversation.

〇 〇 〇 Students can actively read a college
level text, engaging its primary
purpose

〇 〇 〇 Students can actively listen to a
college level presentation and take
meaningful notes

〇 〇 〇 Students can actively present their
own thoughts about material via
writing and discussion in English

〇 〇 〇 Students can make a college level
presentation in English before an
audience, using appropriate
professional audio visual aids, such as
PowerPoint

〇 〇 〇

20012 Active English II [22] 2 Ⅰ Students can actively participate in a
college-level conversation.

〇 〇 〇 Students can actively read a college
level text, engaging its primary
purpose

〇 〇 〇 Students can actively listen to a
college level presentation and take
meaningful notes

〇 〇 〇 Students can actively present their
own thoughts about material via
writing and discussion in English

〇 〇 〇 Students can make a college level
presentation in English before an
audience, using appropriate
professional audio visual aids, such as
PowerPoint

〇 〇 〇

20014 Communicative English II 1 Ⅰ This is the second of two
Communicative English courses. This
will build on what was learnt in the
first semester. The course will
improve the learnerʼs ability to
communicate successfully in a variety
of language and cultural contexts.
Classes are conducted in English and
will primarily focus on the
development of speaking and listening
skills, communication strategies,
extensive reading and vocabulary
building.

〇 〇 〇

授業
コード

リベラル・アーツの精神に基づき， １ ・２ 年次は専⾨分野を決定する準備段階として，学科の履修科⽬を「基礎科⽬」と「専攻科⽬」の２
つに分類し，前者によって，英語の運⽤能⼒，後者によって，英語圏の⽂学，⽂化，⾔語，コミュニケーションについての専⾨知識を修得
し，これらを⾃ら活⽤する⼒を獲得できるようなカリキュラムを構成する。また，２年次には，「英⽶⽂学」「英語学・⾔語学」「国際コ
ミュニケーション」の３つのコースの基礎となる科⽬群を⾃由に選択できるように配置する。そして３年次から専攻分野に分かれ，３つの履
修コースのいずれかを専攻する学⽣に専⾨的知識をいっそう深化させることができる科⽬群を配置する。英語という⾔語，英語圏の⽂学，⽂
化及び英語によるコミュニケーションを理解し，英語による相互理解ができる運⽤能⼒をはぐくむのに⼗分な科⽬群を配置する。（基礎科⽬
群，学科専攻科⽬群など）

到達⽬標1 到達⽬標2

＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

配当年次単位数授業科⽬
到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞
英語という⾔語，英語圏の⽂学，⽂化及び英語によるコミュニケーションについて客観的に理解し，英語を通した相互理解ができる語学的な
知識と聞き，話し，読み，書くという英語の運⽤能⼒を有する。

英⽶⽂学，英語，英語圏の⽂化やコミュニケーションの仕組みを理解し，それについての情報を分析する⼒や再構築するための論理
的思考⼒，理解⼒を有する。英語で書かれた⽂献，⽂学作品の多数の実例に触れ，異なる価値観を持つ異⽂化を理解し，⾃分で考
え，判断ができる能⼒を有する。英語圏を中⼼とした異⽂化を理解し，⽂化を超えた相互理解ができるための知識と表現⼒を持って
いる。

異なった⽂化，社会，価値観に関⼼を持ち，それについての理解・知識を社会に活⽤し，
⾃らの意志と判断をもとに国際社会へ貢献する意欲を持っている。

英⽶⽂学，英語という⾔語，英語圏のコミュニケーションの仕組みを理解し，それについての情報を分析し，再構築するための思考
⼒を育成するために学科専攻科⽬を配置する。英語で書かれた⽂献，⽂学作品の多数の実例に触れ，異なる価値観を持つ異⽂化を理
解し，⾃分で考える⼒を育成するために，講読，演習，研究などの学科専攻科⽬を配置する。英語圏を中⼼とした異⽂化を理解し，
⽂化を超えた相互理解ができるための知識と表現⼒を育成するため，演習・研究等の少⼈数の学⽣による発表を伴う専攻科⽬群を配
置する。

異なった⽂化，社会，価値観に関⼼を持ち，それについての理解・知識を社会に活⽤し，
⾃らの意志と判断をもとに国際社会へ貢献する意欲をはぐくむための科⽬を配置する。

学科名 英語英⽂学科
＜知識・技能＞

1



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性授業
コード

到達⽬標1 到達⽬標2
配当年次単位数授業科⽬

到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

20016 Active English II [24] 1 Ⅰ Students can actively participate in a
college-level conversation.

〇 〇 〇 Students can actively read a college
level text, engaging its primary
purpose

〇 〇 〇 Students can actively listen to a
college level presentation and take
meaningful notes

〇 〇 〇 Students can actively present their
own thoughts about material via
writing and discussion in English

〇 〇 〇 Students can make a college level
presentation in English before an
audience, using appropriate
professional audio visual aids, such as
PowerPoint

〇 〇 〇

20100 英⽂法Ｉ 2 Ⅰ 英語を専攻する学⽣として、英⽂法に
関する専⾨的な知⾒を持ち、よりよい
発話⾏為や英⽂解釈及び英作⽂の⼿助
けとなるような実践的能⼒を養うこと
ができる。

〇 〇 〇

20120 英⽂法ＩＩ 2 Ⅰ  英語を専攻する学⽣として、英⽂法
に関する専⾨的な知⾒を持ち、よりよ
い英⽂解釈や英作⽂の⼿助けになるよ
うな能⼒を養う。

〇 〇 〇

20140 英語講読Ｉ 2 Ⅰ 英語の基礎的読解⼒を⾝につけ、理解
した内容を正確に説明することができ
る。

〇 〇 英語を通じて関連分野の基本的な概念
やトピックに関する知識を得る。

〇 精読に必要な語彙・⽂法⼒を⾼め、⾃
律的に学習することができる。

〇 ⼤学⽣としての学びの基礎を理解し、
実践できる。

〇 〇 〇

20142 Foundation Seminar I 2 Ⅰ 英語の基礎的読解⼒を⾝につけ、理解
した内容を正確に説明することができ
る。

〇 〇 英語を通じて関連分野の基本的な概念
やトピックに関する知識を得る。

〇 精読に必要な語彙・⽂法⼒を⾼め、⾃
律的に学習することができる。

〇 ⼤学⽣としての学びの基礎を理解し、
実践できる。

〇 〇 〇

20200 英語講読ＩＩ 2 Ⅰ 1. 英語の基礎的読解⼒を⾝につけ、理
解した内容を正確に説明することがで
きる。

〇 〇 2. 英語を通じて関連分野の基本的な概
念やトピックに関する知識を得る。

〇 3. 精読に必要な語彙・⽂法⼒を⾼め、
⾃律的に学習することができる。

〇 4. ⼤学⽣としての学びの基礎を理解
し、実践できる。

〇 〇 〇

20202 Foundation Seminar II 2 Ⅰ 1. 英語の基礎的読解⼒を⾝につけ、理
解した内容を正確に説明することがで
きる。

〇 〇 2. 英語を通じて関連分野の基本的な概
念やトピックに関する知識を得る。

〇 3. 精読に必要な語彙・⽂法⼒を⾼め、
⾃律的に学習することができる。

〇 4. ⼤学⽣としての学びの基礎を理解
し、実践できる。

〇 〇 〇

20271 Independent Study IA 1 Ⅰ Students can identify their own
strengths and weaknesses and create
their own independent study goals
each week.

〇 〇 〇 Students can meet the set goal of
reading 75,000 words (each semester)
in the Extensive reading program.

〇 〇 Students can create interesting video
shorts on a variety of topics, and give
feedback to other students.

〇 〇 〇 Students can increase their listening
skills in order to perform better on the
TOEIC test.

〇 〇 〇

20281 Independent Study IB 1 Ⅰ Students can identify their own
strengths and weaknesses and create
their own independent study goals
each week.

〇 〇 〇 Students can meet the set goal of
reading 75,000 words (each semester)
in the Extensive reading program.

〇 〇 Students can create interesting video
shorts on a variety of topics, and give
feedback to other students.

〇 〇 〇 Students can increase their reading
skills in order to perform better on the
TOEIC test.

〇 〇 〇

20300 英⽂学概論Ｉ 2 Ⅰ 英語圏の⽂学作品やそのジャンルを知
り、分析するための基礎的⽅法を⾝に
つける。また、それを⽤いて、レポー
トを作成する⼒をつける。

〇 〇 〇

20310 英⽂学概論ＩＩ 2 Ⅰ 英語圏の⽂学作品やそのジャンルを知
り、分析するための基礎的⽅法を⾝に
つける。また、それを⽤いて、レポー
トを作成する⼒をつける。

〇 〇 〇

20340 英国⽂学史Ｉ 2 Ⅰ イギリス⽂学における代表的な作家や
作品に関する知識を⾝につける。

〇 〇 各々の作品について、それらが⽣まれ
た時代背景を理解し、説明できる。

〇 〇 〇 時代と結びついた多様な⽂学の特質に
ついて説明できる。

〇 〇 〇

20350 英国⽂学史ＩＩ 2 Ⅰ イギリス⽂学における代表的な作家や
作品に関する知識を⾝につける。

〇 〇 各々の作品について、それらが⽣まれ
た時代背景を理解し、説明できる。

〇 〇 〇 時代と結びついた多様な⽂学の特質に
ついて説明できる。

〇 〇 〇

20360 ⽶国⽂学史Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 植⺠地時代から19世紀後半までのアメ
リカ⽂学の流れと、この時代の代表的
な作家・作品を把握する。

〇 〇 アメリカ⽂学の背景的知識を⾝につ
け、⾃分の⾔葉で説明できる。

〇 〇 〇 授業で紹介された作品のうち興味を
持ったものを⼿にとって読み、⾃分な
りの感想をもつことができる。

〇 〇 〇

20370 ⽶国⽂学史ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 19世紀末から現代までのアメリカ⽂学
の概要と、代表的な作家・作品を把握
する。

〇 〇 19世紀末から現代までのアメリカ⽂学
の背景的知識を⾝につけ、⾃分の⾔葉
で説明できる。

〇 〇 〇 授業で紹介された作品のうち興味を
持ったものを⼿にとって読み、⾃分な
りの感想をもつことができる。

〇 〇 〇

20380 ⻄洋現代⽂学概論Ｉ 2   ⅢⅣ 20世紀アメリカ⽂学の多⺠族性・多⽂
化性を理解し説明できる。

〇 〇 〇 インタセクシュアリティを⾃分なりに
説明することができる。

〇 〇 〇 史料/作品分析の視点を論理的に表現で
きる。

〇 〇 〇 英⽂を的確に読解できる。 〇 〇 〇

20390 ⻄洋現代⽂学概論ＩＩ 2   ⅢⅣ 20世紀アメリカ⽂学の多⺠族性・多⽂
化性を理解し説明できる。

〇 〇 〇 インタセクシュアリティの批評実践に
ついて説明することができる。

〇 〇 〇 史料/作品分析の視点を論理的に表現で
きる。

〇 〇 〇 英⽂を的確に読解できる。 〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性授業
コード

到達⽬標1 到達⽬標2
配当年次単位数授業科⽬

到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

20410 英⽶⽂学研究ＩＢ 2  ⅡⅢⅣ 名詩の暗唱を通じて、⾳声効果を理解
することができる。

〇 〇 韻律分析ができるようになり、英語の
強弱のリズムを判別することができ
る。

〇 〇 英詩を鑑賞する際の注⽬点や楽しみ⽅
を説明できる。

〇 〇 〇

20420 英⽶⽂学研究ＩＩＡ 2  ⅡⅢⅣ アメリカの歴史、⽂化事象を理解し説
明できる。

〇 〇 〇 史料/作品分析の視点を論理的に表現で
きる。

〇 〇 〇 英⽂を的確に読解できる。 〇 〇 〇

20430 英⽶⽂学研究ＩＩＢ 2  ⅡⅢⅣ 20世紀アメリカ⽂学の多⺠族性・多⽂
化性を理解し説明できる。

〇 〇 〇 史料/作品分析の視点を論理的に表現で
きる。

〇 〇 〇 英⽂を的確に読解できる。 〇 〇 〇

20440 英⽶⽂学研究ＩＩＩＡ 2  ⅡⅢⅣ 原⽂を正確に理解し、ふさわしい訳語
を選ぶことができる。

〇 〇 テクストの背後にある⽂化的社会的コ
ンテクストを理解できる。

〇 〇 作品において使われている⼩説技法に
ついて説明することができる。

〇 〇 個々のテーマについて論理的に考え、
作品を分析することができる。

〇 〇

20450 英⽶⽂学研究ＩＩＩＢ 2  ⅡⅢⅣ 肖像画の意義について理解することが
できる

〇 ⽂学作品の原⽂の意味を理解し、深く
捉えることができる。

〇 〇 作品と時代との関わりを理解し、それ
を踏まえて作品を読解・解釈すること
ができる。

〇 〇 個々の作品に⽰されるテーマについて
論理的に考え、それを⽂章で表現する
ことができる。

〇 〇

20460 英⽶⽂学研究ＩＶＡ 2   ⅢⅣ テクストの英⽂を正確に読むことがで
きる。

〇 〇 内容を⾃分の⾔葉でまとめることがで
きる。

〇 〇 〇 作品の時代的・⽂化的背景を⾃分の⾔
葉で説明できる。

〇 〇 〇 ⾃分なりの感想を持ち作品を論じるこ
とが出来る。

〇 〇 〇

20470 英⽶⽂学研究ＩＶＢ 2   ⅢⅣ 英⽂を正確に読むことができる。 〇 〇 内容を⾃分の⾔葉でまとめることがで
きる。

〇 〇 〇 関⼼を持ったテーマに沿って論理的な
レポートを書くことができる。

〇 〇 〇

20630 英⽶⽂学講読Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 庭が象徴するものを理解し、説明する
ことができる。

〇 〇 〇 ⼈が庭造りに励む理由を認識し、論じ
ることができる。

〇 〇 イギリスから発展したガーデニング⽂
化に関⼼を持ち、理解を深める。

〇 〇 園芸が〈⾃然と⼈⼯の融合〉という問
題に繋がっていることを説明できる。

〇 〇

20700 英⽶⽂学演習Ｉ 2   ⅢⅣ テクストの英⽂を正しく理解できる。 作品の歴史的、社会的、宗教⽂化的背
景を⾃分の⾔葉で説明できる。

作品に⾒出すテーマについて⾃分なり
の意⾒を持ち、論理的に表現すること
ができる。

20710 英⽶⽂学演習ＩＩ 2   ⅢⅣ テクストの英⽂を正しく理解できる。 〇 〇 作品の歴史的、社会的、宗教⽂化的背
景を⾃分の⾔葉で説明できる。

〇 〇 〇 作品に⾒出すテーマについて⾃分なり
の意⾒を持ち、論理的に表現すること
ができる。

〇 〇 〇

20900 英語学概論Ｉ 2 Ⅰ ことばを研究するとはどんなことかを
理解する。

〇 〇 〇 ⾃分が理解したことを分かりやすく他
⼈に伝える姿勢を⾝に付ける。

〇 〇 〇 国際共通語としての英語の単語、⽂の
構造及び⾳声、⾳韻についての理解を
深める。

〇 〇 〇

20920 英語学概論ＩＩ 2 Ⅰ ことばを研究するとは、どんなことか
を理解する。

〇 〇 〇 国際共通語としての英語を、歴史、意
味、統語構造等について多⾓的な側⾯
から理解を深める。

〇 〇 〇 ⾃分が理解したことをわかりやすく他
⼈に伝える姿勢を⾝につける。

〇 〇 〇

20940 英語史Ｉ 2   ⅢⅣ 英語という⾔語がどのように発達して
きたかを理解する。

〇 〇 〇 英語のテキストを読みこなす読解⼒の
基礎づくりを⽬指す。

〇 〇 〇 テキストで理解したことをハンドアウ
トにまとめたり、発表したりできる。

〇 〇 〇

20950 英語史ＩＩ 2   ⅢⅣ 英語という⾔語がどのように発達して
きたかを理解する。

〇 〇 〇 英語のテキストを読みこなす読解⼒の
基礎づくりを⽬指す。

〇 〇 〇 テキストで理解したことをハンドアウ
トにまとめたり、発表したりできる。

〇 〇 〇

20960 現代⾔語学概論Ｉ 2   ⅢⅣ  ⽂法分析の基礎とヒトの⾔語の基本
的な仕組みを学び、説明できる。

〇 〇 〇  ⾔語間や⽅⾔間の相違について、偏
⾒に基づく感情論を排して客観的に考
察する視点と知識を⾝につけ、具体例
の分析に応⽤できる。

〇 〇 〇

20970 現代⾔語学概論ＩＩ 2   ⅢⅣ  具体的な統語分析を⾏い、分析が提
⽰する理論的な問題について説明する
ことができる。

〇 〇 〇  科学的な考察、研究とはいかなるも
のであるかを説明できる。

〇 〇 〇

20980 英語⾳声学 2 Ⅰ 英語⾳声学の基礎的内容が理解でき
る。

〇 〇 英語⾳声とその⾳声記号を理解でき
る。

〇 〇 英語の⾳の仕組みについて理解し、⾳
素，単語，⽂のそれぞれのレベルにお
いて正しく発⾳できる。

〇 〇 〇

21000 英語学・⾔語学研究ＩＡ 2  ⅡⅢⅣ ⾔語習得に関する基礎的な事実と分析
を記述・説明することができる。

〇 〇 聞き⼿にわかりやすく説明する⼒と発
表・発⾔⼒が⾝につく。

〇 〇 論理的な考え⽅と建設的批判を⾏うこ
とができる。

〇 〇

21010 英語学・⾔語学研究ＩＢ 2  ⅡⅢⅣ 語⽤論の理論に基づき、実際に使われ
ている⾔語データを記述・説明するこ
とができる。

〇 〇 聞き⼿にわかりやすく説明する⼒と発
表・発⾔⼒が⾝につく。

〇 〇 論理的な考え⽅と建設的批判を⾏うこ
とができる。

〇 〇

21020 英語学・⾔語学研究ＩＩＡ 2  ⅡⅢⅣ ⽣成⽂法理論が仮定する⺟語獲得のモ
デルを説明できるようになる。

〇 〇 ヒトに遺伝により⽣得的に与えられた
⾔語知識が存在するという仮説に対す
る⺟語獲得からの証拠を説明できるよ
うになる。

〇 〇 ⽇本語と英語の⽂構造に⾒られる主な
共通性と、その獲得過程について説明
できるようになる。

〇 〇 提⽰された課題に関して、グループで
議論し、解答を簡潔な⽂章でまとめる
ことができるようになる。

〇 〇

21040 英語学・⾔語学研究ＩＩＩＡ 2  ⅡⅢⅣ ⽣成⽂法理論の歴史的な流れをその⽅
法論を通して追うことができる。

〇 〇 物事を論理的に説明することができ
る。

〇 専⾨書を英語で読み、論⽂を英語で書
くことができる。

〇 〇 ⾃らも理論の発展に寄与できる能⼒を
⾝につけている。

〇

3



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性授業
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21050 英語学・⾔語学研究ＩＩＩＢ 2  ⅡⅢⅣ 理論に対する⾒識を深めることができ
る。

〇 理論を使ってデータを分析する能⼒を
⾝につけている。

〇 〇 英語の専⾨書を読み、英語で論⽂を書
くことができる。

〇 論理的な思考⼒を⾝につけている。 〇 〇 〇

21060 英語学・⾔語学研究ＩＶＡ 2   ⅢⅣ  ⽇常的に観察される⽂法現象に気付
き、分析ができるようになる。

〇 〇

21080 英語学・⾔語学研究ＶＡ 2   ⅢⅣ 英語で書かれた初歩的なテキストを読
み理解することができる。

〇 〇 意味論と語⽤論における基本的な概念
を理解し、分析ができる。

〇 〇 〇 英語で読んだ内容を⼈にわかるように
発表することができる。

〇 〇 〇

21090 英語学・⾔語学研究ＶＢ 2   ⅢⅣ ⾔語変化についての⼊⾨的な英語のテ
キストを読んで理解することができ
る。

〇 〇 発表を通して、相⼿にわかりやすく⾃
分の考えや知識を伝えることができ
る。

〇 〇 〇

21100 英語学・⾔語学研究ＶＩＡ 2   ⅢⅣ 理論⾔語学の基礎となる内容を理解
し、使うことができる

〇 〇 論理的な考え⽅を学び⾃分の意⾒を表
現できる

〇 〇 〇 分かりやすく⼈に説明できる 〇 〇

21110 英語学・⾔語学研究ＶＩＢ 2   ⅢⅣ 理論⾔語学の基盤となる内容を理解
し、使うことができる

〇 〇 論理的な考え⽅を学び⾃分の意⾒を表
現できる

〇 〇 〇 分かりやすく⼈に説明できる 〇 〇

21120 英語学講読Ｉ 2  ⅡⅢⅣ ⾔語学の考え⽅について、基本的な知
識を⾝につける。

〇 〇 英語で書かれた英語学の研究⽂献を読
めるようになる。

〇 〇 学んだ内容を課題を通して定着させ
る。

〇 〇

21130 英語学講読ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ ⾔語学の考え⽅について、基本的な知
識を⾝につける。

〇 〇 英語で書かれた英語学の研究⽂献を読
めるようになる。

〇 〇 学んだ内容を課題を通して定着させ
る。

〇 〇

21200 英語学・⾔語学演習Ｉ 2   ⅢⅣ 第⼆⾔語習得研究に関する概念やこれ
までの知⾒を理解し、批判的に⽂献を
読みこなすことができる。

〇 〇 〇 発表やディスカッションにおいて⾃⾝
の考えを明確に述べ、論理的・建設的
に論じることができる。

〇 〇 〇

21210 英語学・⾔語学演習ＩＩ 2   ⅢⅣ 第⼆⾔語習得研究に関する概念やこれ
までの知⾒を理解し、批判的に読みこ
なすことができる。

〇 〇 〇 発表やディスカッションにおいて⾃⾝
の考えを明確に述べ、論理的・建設的
に論じることができる。

〇 〇 〇 これまで⾝につけた知識と⽅法論をも
とに、適切な研究課題を設定すること
ができる。

〇 〇 〇

21380 Independent Study IIA 1  Ⅱ リスニング・セクションの4つの出題形
式それぞれに対応した技能を修得し、
実践することができる。

〇 〇 リーディング・セクションの3つの出題
形式それぞれに対応した技能を修得
し、実践することができる。

〇 〇 各⾃が主体的に学習をコントロールし
ながら⽬標を達成することができる。

〇

21390 Independent Study IIB 1  Ⅱ リスニング・セクションの4つの出題形
式それぞれに対応した技能を修得し、
実践することができる。

〇 〇 リーディング・セクションの3つの出題
形式それぞれに対応した技能を修得
し、実践することができる。

〇 〇 各⾃が主体的に学習をコントロールし
ながら⽬標を達成することができる。

〇

21405 Interactive English I 2  Ⅱ The goal of this course is to have
students reach the level of proficiency
so as to express personal opinions
and discuss plans, exchange
information, ask for clarification, and
offer suggestions, etc. in English.
Students will master the skills through
active participation in classroom
activities including discussions and
presentations.

〇 〇 〇

21415 Interactive English II 2  Ⅱ The goal of this course is to have
students reach the level of proficiency
so as to express personal opinions
and discuss plans, exchange
information, ask for clarification,and
offer suggestions, etc. in English.
Students will master the skills through
active participation in classroom
activities including discussions and
presentations.

〇 〇 〇
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21620 Advanced English I 1   Ⅲ 学⽣は、4つのスキルを使って、アカデ
ミックなトピックについてコミュニ
ケーションを図り、本格的なタスクに
取り組む能⼒を向上させることができ
ます。Students will improve their
ability to use all four skills to
communicate about academic topics
and engage in authentic tasks

〇 〇 〇 ⾃分の意⾒を正当化するための議論に
積極的に参加し、明確で詳細な描写を
提⽰することができます。Students
can take an active part in discussion
to justify their views, and present
clear, detailed descriptions.

〇 〇 〇 グループ内で協⼒して、上級レベルの
英語でのグループプロジェクトやプレ
ゼンテーションを⾏うことができま
す。Students can collaborate within a
group to create a group project or
presentation at an advanced level of
English.

〇 〇 〇 明確で詳細な分析論⽂が書けるように
なる。Students can write a clear,
detailed analytical paper.

〇 〇 〇

21630 Advanced English II 1   Ⅲ 学⽣は、4つのスキルを使って、アカデ
ミックなトピックについてコミュニ
ケーションを図り、本格的なタスクに
取り組む能⼒を向上させることができ
ます。Students will improve their
ability to use all four skills to
communicate about academic topics
and engage in authentic tasks

〇 〇 〇 ⾃分の意⾒を正当化するための議論に
積極的に参加し、明確で詳細な描写を
提⽰することができます。Students
can take an active part in discussion
to justify their views, and present
clear, detailed descriptions.

〇 〇 〇 グループ内で協⼒して、上級レベルの
英語でのグループプロジェクトやプレ
ゼンテーションを⾏うことができま
す。Students can collaborate within a
group to create a group project or
presentation at an advanced level of
English.

〇 〇 〇 明確で詳細な分析論⽂が書けるように
なる。Students can write a clear,
detailed analytical paper.

〇 〇 〇

21650 英語Ｉ 1 ⅠⅡⅢⅣ 英検準1級に必要な語彙・⽂法を学習
し、読解へ応⽤することができる。

〇 リーディングスキルを学習し、制限時
間内に読解問題を解く⼒に応⽤するこ
とができる。

〇 さまざまなリスニング練習を通し、英
検準1級に対応できる聞く⼒を養うこと
ができる。

〇 〇 ライティングの全体的な構成を分析
し、順序⽴てて論旨を展開する⼒に応
⽤することができる。

〇 〇 与えられた条件に従って正しく英⽂を
作り、発話することができる。

〇 〇

21660 英語ＩＩ 1 ⅠⅡⅢⅣ 英検準1級合格に必要な語彙・⽂法を学
習し、読解へ応⽤することができる。

〇 リーディングスキルを学習し、制限時
間内に読解問題を解く⼒に応⽤するこ
とができる。

〇 聞く⼒を鍛えることにより、英検準１
級合格に必要なレベルまで理解⼒を⾼
めることができる。

〇 〇 ライティングの全体的な構成を分析
し、順序⽴てて論旨を展開する⼒に応
⽤することができる。

〇 〇 与えられた条件に従って正しく英⽂を
作り、発話することができる。

〇 〇

21670 英語ＩＩＩ 1 ⅠⅡⅢⅣ Students can learn and understand
vocabulary used in long sentences.

〇 〇 Students can use and understand
practical conversation.

〇 〇 Students can improve their TOEIC
abilities through building vocabulary,
focusing on grammar and gaining
confidence for taking tests.

〇 〇 〇

21680 英語ＩＶ 1 ⅠⅡⅢⅣ Students can learn and understand
vocabulary used in long sentences.

〇 〇 Students can use and understand
practical conversation.

〇 〇 Students can improve their TOEIC
abilities through building vocabulary,
focusing on grammar and gaining
confidence for taking tests.

〇 〇 〇

21705 English Writing I 2  Ⅱ Learning to write clear, well-organized
paragraphs with supporting details
and ideas.

〇 〇 〇

21715 English Writing II 2  Ⅱ Learning to expand a variety of genres
of writing including the five paragraph
essay and specific writing skills for

  

〇 〇 〇

21805 English Writing III 2   ⅢⅣ  Students can identify and produce
the standard features and structure of
an academic essay.

〇 〇 〇 Students can identify and produce
strong thesis statements and topic
sentences.

〇 〇 〇 Students can create and employ
standard planning strategies for
academic writing (e.g. outlines and
mind-mapping).

〇 〇 〇 Students can identify and use
appropriate language (vocabulary and
grammar) for academic writing and
avoid plagiarism.

〇 〇 〇 Students can improve writing through
the process of both giving and
incorporating feedback on writing.

〇 〇 〇

21815 English Writing IV 2   ⅢⅣ Students can structure and draft the
introduction part of their research.

〇 〇 〇 Students can review previous
research and theoretical concepts
critically.

〇 〇 〇 Students can identify and explain the
methodology used in their study.

〇 〇 Students can write up the necessary
information for the study appropriately
(in quotations, tables, figures,
footnotes, appendixes, reference list,
etc.) .

〇 〇

21885 Media Literacy II 2   ⅢⅣ In this course, learners will develop
reading, listening and writing skills in
order to understand, evaluate and
respond to various media messages.

〇 〇 Learners will learn principles and
practice strategies to identify the
purpose, stakeholders and audience
of media messages as well as how to
respond appropriately to these
messages.

〇 〇 By the end of the course, learners will
be able to identify and explain the
basic requirements of media literacy,
as well as demonstrate their ability to
communicate reponsiby using various
forms of media.

〇 〇 〇
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21890 Business English I 2   ⅢⅣ Students will be able to build
vocabulary related to an international
workplace.

〇 〇 〇 Students will be able to develop
English communication skills
(including oral, aural, and written)
useful for the workplace.

〇 〇 〇 Students will gain knowledge and
awareness of international work
culture.

〇 〇 〇

21892 Business English II 2   ⅢⅣ Students can understand a range of
English vocabulary in job-hunting
situations.

〇 Students can communicate
appropriately in various job-hunting
situations in English.

〇 〇

21895 English for Study Abroad I 2  ⅡⅢⅣ Students will obtain the necessary
communication skills and information
when they travel or take  language
training courses in English-speaking
countries.

〇 〇 〇 Students will be able to clarify their
motivation for studying abroad and to
learn what to prepare before their
departure.

〇 〇 〇 The Students can appreciate their
own culture and they will be ready to
share their culture with others when
they go abroad.

〇 〇 〇

21897 English for Study Abroad II 2  ⅡⅢⅣ Students are aware of the importance
of their English qualification and
academic skills when they study at an
English-speaking university.

〇 〇 〇 Students can express and exchange
their ideas and opinions through
groupwork.

〇 〇 〇 Students can express/present their
ideas logically through writing
assignments.

〇 〇 〇

21900 異⽂化理解Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 世界の⽂化の多様性や異⽂化コミュニ
ケーションの現状と課題を理解し、論
じることができる。

〇 〇 〇 アメリカという多様な⽂化的背景を
持った⼈々との交流を通して、⽂化の
多様性及び異⽂化交流の意義について
体験的に理解し、応⽤することができ
る。

〇 〇 〇 英語が使われている国や地域の歴史、
社会、⽂化について基本的な内容を理
解し、応⽤することができる。

〇 〇

21910 異⽂化理解ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 世界の⽂化の多様性や異⽂化コミュニ
ケーションの現状と課題を理解し、多
様な⽂化的背景を持った⼈との交流す
る。

〇 〇 〇 ⽂化の多様性及び異⽂化交流の意義に
ついて体験的に理解する。

〇 〇 英語が使われている国や地域の歴史、
社会、⽂化について基本的な内容を理
解する。

〇 〇

22200 英語科教育法Ｉ 2  Ⅱ 中・⾼の⽣徒が英語による基礎的なコ
ミュニケーション能⼒を⾝につけるこ
とが出来るようにするための指導法の
基礎が理解できている。

〇 〇 〇

22210 英語科教育法ＩＩ 2   Ⅲ 第⼆⾔語習得論，外国語教授法の歴史
的流れと現在の主たる教授法について
英語を通して理解し，指導の実践に⽣
かすことができる。

〇 〇 〇

23110 General Introduction to
International Communication I

2 Ⅰ Students will be able to understand
the key terms and basic concepts of
intercultural communication.

〇 〇 Students will be able to discuss the
relevant topics and exchange their
thoughts in class .

〇 〇 Students will develop basic
knowledge, skills, and vocabulary
necessary for effective intercultural
communication in English.

〇 〇 〇 Students will be able to communicate
with people from different cultural
backgrounds and gain an experiential
understanding of cultural diversity and
the importance of intercultural
exchange.

〇 〇 〇 Students will develop a basic
understanding of the history, society,
and culture of English-speaking
countries and regions.

〇 〇

23210 General Introduction to
International Communication
II

2 Ⅰ Students will learn the key concepts
of intercultural communication and
acquire the basic knowledge and
skills to be competent intercultural
communicators.

〇 〇 〇 Students will be able to think
independently and express their
thoughts clearly.

〇 〇 Students will be able to build
vocabulary related to intercultural
communication.

〇 Students will be able to communicate
with people from different cultural
backgrounds to gain an experiential
understanding of cultural diversity and
the importance of intercultural
exchange.

〇 〇 〇 Students will be able to develop a
basic understanding of the history,
society, and culture of English-
speaking countries and regions.

〇 〇

23310 International Communication
IA

2  ⅡⅢⅣ ⼀つの学問分野の基礎を理解すること
ができる。

〇 ⼀つの学問分野を体系的に学ぶことが
できる。

〇 特定のテーマについて⾃分で調べて書
くことができる。

〇

23320 International Communication
IB

2  ⅡⅢⅣ ⼀つの学問分野の基礎を理解すること
ができる。

〇 ⼀つの学問分野を体系的に学ぶことが
できる。

〇 特定のテーマについて⾃分で調べて書
くことができる。

〇

23410 International Communication
IIA

2  ⅡⅢⅣ ことばの使⽤に対する観察⼒と問題意
識をもち、主体的に考えられるように
なる。

〇 〇 〇 ことばの使⽤における興味深い現象を
取り上げ、研究のための問いを⽴てる
ことができる。

〇 〇 〇 社会⾔語学および関連分野の基礎的な
概念を理解している。

〇 〇

6



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・判
断・表現

⼒

主体性授業
コード

到達⽬標1 到達⽬標2
配当年次単位数授業科⽬

到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

23420 International Communication
IIB

2  ⅡⅢⅣ ことばの使⽤に対する観察⼒と問題意
識をもち、主体的に考えられるように
なる。

〇 〇 〇 ことばの使⽤における興味深い現象を
取り上げ、研究のための問いを⽴てる
ことができる。

〇 〇 〇 社会⾔語学の基礎的な概念を理解し、
⽇本語と英語で説明することができ
る。

〇 〇

23510 International Communication
IIIA

2  ⅡⅢⅣ Students can recognise improvement
in the 4 skills of language learning.

〇 〇 〇 Students can do fieldwork to find
connections between nature and
culture.

〇 〇 Students can engage with multiple
perspectives and reflect on cross-
cultural connections.

〇 〇 〇 Students can communicate critically
and creatively on local, global and
planetary topics.

〇 〇 〇

23520 International Communication
IIIB

2  ⅡⅢⅣ Students can think about big, human
questions from various viewpoints in a
culturally sensitive and empathetic
manner with better knowledge of
religious traditions.

〇 〇 〇 Students develop an informed
understanding of the diversity of (and
within) world religions.

〇 〇 〇 Students foster a respectful
awareness of the meaning of the
beliefs and practices for the person of
the faith.

〇 〇 〇 Students develop an awareness of
how religion affects peoples' lives.

〇 〇 〇 Students develop visual literacy of
various religious traditions.

〇 〇

23600 International Communication
Research IA

2   ⅢⅣ Knowing and
UnderstandingUnderstand the ways
that an individual affects and is
affected by the world around them.

〇 〇 〇 Investigate and be able to describe
the perspectives of people from
different social groups.

〇 〇 〇 Communicate and take an active part
in discussion to justify their views,
and present clear, detailed
descriptions.

〇 〇 〇 Think critically about and describe the
effects of intersectionality of social
factors on individuals.

〇 〇 〇

23650 International Communication
Research IB

2   ⅢⅣ Students will continue to develop their
ability to responsibly and
knowledgeable explore and talk about
differences between various cultures
and how that manifests itself in
cultural practice and behavior.

〇 〇 〇 Students will practice and develop the
ability to write a concise research
paper about a social issue or topic.

〇 〇 〇 Students will have the opportunity to
express and respond to the opinions
of others about various social issues.

23660 International Communication
Research IIA

2   ⅢⅣ Students will understand the
application of anthropological
qualitative research methods to
industrial practices.

〇 〇 students will deepen their
understanding of cultural issues in
industrial societies.

〇 〇 Students will learn how to apply
ethnographic research analysis to
service design.

〇 〇 〇

23900 Practical Communication IA 2   ⅢⅣ 旅⾏・観光業のサービス場⾯で求めら
れる英語コミュニケーションが適切に
⾏える。

〇 〇 〇 旅⾏・観光業に関する基礎的知識を習
得している。

〇 〇 旅⾏・観光業に関する事柄について、
分かりやすい英語で説明することがで
きる。

〇 〇

23950 Practical Communication IB 2   ⅢⅣ ⽇本の世界遺産や⽂化、歴史、伝統に
関する知識を習得し、説明することが
できる。

〇 〇 〇 ⽇本の世界遺産や⽂化、歴史、伝統に
関することがらを英語で表現すること
ができる。

〇 〇 〇

24100 Practical Communication IIIA 2   ⅢⅣ Students can understand the key
elements of delivering a speech at an
advanced level of English.

〇 Students will significantly increase
their public speaking skills in English.

〇 〇 〇 Students can objectively evaluate
their peers based on knowledge
gained and skills practiced throughout
the course.

〇 〇 〇 Students will be able to present
themselves confidently speaking in
front of an audience.

〇 〇 〇

24150 Practical Communication IIIB 2   ⅢⅣ Students can understand the key
elements of delivering a speech in
English at an advanced level.

〇 Students will significantly increase
their public speaking skills in English.

〇 〇 〇 Students can objectively evaluate
their peers based on knowledge
gained and skills practiced throughout
the course.

〇 〇 〇 Students will be able to present
themselves confidently at online job
interviews.

〇 〇 〇

24300 International Communication
Seminar I

2   ⅢⅣ Students will be able to understand
key terms and basic concepts in
sociolinguistics, pragmatics, and
related fields.

〇 〇 Students will acquire methodologies
for the study of language and
communication.

〇 〇 〇 Students will develop the research,
analytical, organizational, and English
language skills necessary to write
papers in English.

〇 〇 〇

24400 International Communication
Seminar II

2   ⅢⅣ Students will be able to understand
key terms and basic concepts in
sociolinguistics, pragmatics, and
related fields.

〇 〇 Students will acquire methodologies
for the study of language and
communication.

〇 〇 〇 Students will develop the research,
analytical, organizational, and English
language skills necessary to write
papers in English.

〇 〇 〇

25000 卒業論⽂ 6    Ⅳ 的確な研究課題を設定することができ
る。

〇 〇 〇 深い知的興味と洞察⼒を持って研究を
⾃ら計画し、計画通りに遂⾏すること
ができる。

〇 〇 〇 研究課題に⾒合った資料の内容を正確
に解釈し、論理的に説明、議論するこ
とができる。

〇 〇 〇 各研究分野において定められた論⽂の
形式や⽤語を正しく⽤いて、英語また
は⽇本語で論点を明確に書くことがで
きる。

〇 〇 各研究分野で必要とされる分析⽅法で
研究内容を論じ、それを応⽤して⾃⾝
の研究成果の当該分野における⽰唆を
考えることができる。

〇 〇

7



カリキュラムマップ ⽇本語⽇本⽂学科のディプロマ・ポリシー

学部名 ⽂学部

⽇本語⽇本⽂学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

30000 古典⽂学基礎演習 2 Ⅰ 変体仮名の知識を⾝に着け、写本・版
本を読解できる。

〇 古典籍の知識を⾝に着け、扱うことが
できる。

〇 図書館を⾃在に利⽤し、古典研究に必
要な辞典・データベースを判断し活⽤
することができる。

〇 〇 ⼝頭発表の⽅法を⾝に付け、有意義な
議論を促す発⾔をすることができる。

〇 〇 〇 読書ノートを作成することで読書習慣
を⾝に付け、⾃⾝の関⼼事について学
ぶ意欲を持つことができる。

〇 〇 〇

30100 近代⽂学基礎演習 2 Ⅰ 近代⽂学に親しみ，図書館を⾃在に利
⽤でき，調査したことを研究に取り⼊
れることができる。

〇 〇 読書領域を広げ，多⾓的な⽂学研究を
実践することができる。

〇 〇 〇 ⼝頭発表の仕⽅やレポートの書き⽅の
基礎を⾝に付けることができる。

〇 〇 〇

30210 ⽇本語学基礎演習 2 Ⅰ 研究課題が理解できる。 〇 ⽂献や先⾏研究の探し⽅が理解でき
る。

〇 先⾏研究を読みレジュメとしてまとめ
て発表できる。得られたデータを蓄積
し分析できる。分析結果をレポートと
してまとめることができる。論理的か
つレポートらしい⽂体による⽂章を書
くことができる。

〇 〇 グループ活動を通して調査が企画でき
る。調査（フィールドワーク）が実施
できる。

〇 〇 分析結果の発表ができる。 〇

30260 古典⽂学⼊⾨ 2 Ⅰ 古典⽂法の基礎をふまえ、古典を読解
することができる。

〇 古典の表現⽅法や技法について説明で
きる。

〇 〇 変体仮名の成り⽴ちや読み⽅を説明で
きる。

〇 〇

30300 ⽇本語学概論Ｉ 2 Ⅰ ⽇本語の⾳声の基本的特徴について説
明できる。

⽇本語の類似した⾳声についての判別
（聞き分け）ができる。

指⽰された⾳声が発⾳できる。

30310 ⽇本語学概論ＩＩ 2 Ⅰ 授業を通して，⽇本語学という学問の
輪郭を各⾃掴むようになる。

〇 〇 〇

30400 ⽇本⽂学概論Ｉ 2 ⅠⅡ 古代⽂学の発⽣と発展に関する基礎的
内容について理解することができる。

〇 〇 古代⽂学と政治との関わり、及び、古
代⽂学と他の⽂化現象との関わりにつ
いて理解することができる。

〇 〇 到達⽬標１・２について、それらに対
する⾃らの⾒解を適切に表現できる。

〇 〇 〇

30410 ⽇本⽂学概論ＩＩ 2 ⅠⅡ ⽂学研究の⽅法に関して，⽂学理論の
基礎を説明できる。

〇 作家・作品について⽅法論に基づいた
客観的な視点を持つことができる。

〇 〇 ⽅法論に基づいた作品分析によって，
⾃分の意⾒を論じることができる。

〇 〇

30500 ⽇本語史Ｉ 2 ⅠⅡ 「⾔語が変化する」とはどういうこと
か、具体的にイメージできるようにな
る。

〇 〇 〇 またそれを各時代の資料からどのよう
に再構成するのか、その⽅法について
理解を及ぼす。

〇 〇 〇

30510 ⽇本語史ＩＩ 2 ⅠⅡ ⽇本語の⾳声の歴史・変遷について説
明できる。

〇 〇 〇 ⾳声変化の理由について説明できる。 〇 〇 現在進⾏中の⾳声変化について説明で
きる。

〇 〇

30600 ⽇本⽂学史Ｉ 2 Ⅰ 上代・中古・中世の⽇本⽂学史の動態
を理解し、説明することができる。

〇 〇 〇 上代・中古・中世の⽇本⽂学の特質と
⽅法を理解し、説明することができ
る。

〇 〇 〇 時代背景や価値観と⽂学作品との関係
を理解し、説明することができる。

〇 〇 〇

30610 ⽇本⽂学史ＩＩ 2 Ⅰ ⽇本⽂学史の流れの把握を通して，⽇
本⽂学の底流にある本質を説明でき
る。

〇 〇 前近代の⽇本⽂学の特質と⽅法につい
て説明できる。

〇 〇 時代背景について説明できる。 〇 〇

30700 ⽇本語⾳声学Ｉ 2 ⅠⅡ ⽇本語の⾳声・⾳韻の特徴や、その多
様性を説明できる。

〇 ⽇本語⾳声学・⾳韻論の基礎的知識を
⾝につけることにより、⽇本語教育や
外国語教育に応⽤できる。

〇 ⽇本語の⾳声・⾳韻の特徴と多様性に
ついて、⽇本語学習者の⽇本語習得の
視点から観察・分析できる。

〇

到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5
配当年次

学科名 ⽇本語⽇本⽂学科
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

古典籍を活⽤し歴史的⽂化への理解を深め，古典⽂学・近現代⽂学を素材として⼈間の思想や感情とその表現の理解を試みる（⽇本⽂学分
野）。現代のコミュニケーションのあり⽅を探究し，⽇本語のしくみについて考える（⽇本語学分野）。⾔語による表現⼒を養うことを⽬指
し，⽇本⽂学・⽇本語学の学びを応⽤して国語科・書道科教員としての実⼒を養成する（⾔語⽂化分野）。
⽇本⽂学分野・⽇本語学分野・⾔語⽂化分野に関する基本的な知識を総合的・体系的に修得し，幅広い専⾨的・教養的視野に⽴って，⽇本の
⾔語・⽂学・⽂化を把握することができる。

学科科⽬において，専⾨的なテーマに関する情報収集・読解・分析・発表・討論を⾏い，⽂学・語学の感性を磨くとともに，情報リテ
ラシー，論理的思考⼒，問題発⾒⼒，問題解決⼒，表現⼒を⾼める。

現代的な問題意識を持って⽇本の⾔語，⽂学，⽂化を総合的に⾒渡すことのできる広い視野を
養う。専⾨テーマに関する情報収集・読解・分析・発表・討論を通して，主体的に⾃らあるい
は他者と協働して問題を発⾒し解決する⼒を⾼める。

単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞
学科専⾨科⽬の履修を通して，⽇本⽂学，⽇本語学，⾔語⽂化の知識と⽅法を修得するとともに，全学共通科⽬の履修を通して，幅広い教養
と世界の⾔語・⽂学・⽂化についての多様な視点を⾝につける。

⽇本⽂学分野・⽇本語学分野・⾔語⽂化分野に関する研究を通して，問題意識を⾼めることで問題発⾒⼒を養い，資料を⽤いた論理的
な⽅法と思考によって課題探究をし，柔軟な思考⼒と判断⼒を⾝につけている。それを通して，⼈間を⾒つめる豊かな知性と感性の涵
養のもとで，⾃らの内⾯と「ことば」を磨き，リテラシーと教養を基盤とした表現⼒を⾼め，発信することができる。

⽇本⽂学分野・⽇本語学分野・⾔語⽂化分野を総合的に⾒渡すことのできる広い視野と，主体
的に⾃らあるいは他者と協働して問題を発⾒し解決する⼒をもって，多様な社会や他者のため
に貢献する意欲がある。

1



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

30710 ⽇本語⾳声学ＩＩ 2 ⅠⅡ ⽇本語⾳声の超分節的要素の特徴を説
明できる。

〇 ⽇本語⾳声学・⾳韻論の基礎的知識を
⾝につけることにより、⽇本語教育や
外国語教育に応⽤できる。

〇 ⽇本語の⾳声・⾳韻の特徴と多様性に
ついて、⽇本語学習者の⽇本語習得の
視点から観察・分析できる。

〇

30800 ⽇本語⽂法論Ｉ 2 Ⅰ ⽂法とは⾔語のどういう範疇であるか
を理解する。

〇 〇 〇 今まで学習してきた⽂法体系（いわゆ
る学校⽂法）を相対化する⽬を養う。
⽇本語の⽂法をどう把握すべきか，⼤
まかなりとも各⾃のイメージを持って
もらいたい。

〇 〇 〇

30810 ⽇本語⽂法論ＩＩ 2 Ⅰ 1 ⽂法とは⾔語のどういう範疇であ
るかを理解する。

〇 〇 〇 2 今まで学習してきた⽂法体系（い
わゆる学校⽂法）を相対化する⽬を養
う。⽇本語の⽂法をどう把握すべき
か，⼤まかなりとも各⾃のイメージを
持ってもらいたい。

〇 〇 〇

31000 古代⽂学特講Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 七・⼋世紀の時代背景、ならびに『万
葉集』についての基礎的な知識を説明
できる。

〇 〇 『万葉集』の歌表現の特⾊を説明する
ことができる。

〇 〇 『万葉集』から、新たな「問い」を⾒
つけ出し、⾃分の意⾒をまとめること
ができる。

〇 〇

31010 古代⽂学特講ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 『古事記』神話の基礎的な読解⼒を⾝
につけることができる。

〇 多くの注釈書類や研究史を概観し、作
品を多⾓的に捉える視点を応⽤でき
る。

〇 〇 『古事記』から新たな「問い」を⾒つ
け出し、⾃分の意⾒をまとめることが
できる。

〇 〇

31020 古代⽂学特講ＩＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 平安期物語等の享受がいかになされた
か、その基礎的内容について読解する
ことができる。

〇 〇 『源⽒物語』等の各種具体的享受⽅法
とその特徴について、体験的に分析す
ることができる。

〇 〇 『源⽒物語』享受の特徴と問題点につ
いて理解した上で、それらに対する⾃
らの⾒解を適切に表現できる。

〇 〇 〇

31030 古代⽂学特講ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 平安期物語等の享受がいかになされた
か、その基礎的内容について読解する
ことができる。

〇 〇 『源⽒物語』等の各種具体的享受⽅法
とその特徴について、体験的に分析す
ることができる。

〇 〇 『源⽒物語』享受の特徴と問題点につ
いて理解した上で、それらに対する⾃
らの⾒解を適切に表現できる。

〇 〇 〇

31070 中世⽂学特講Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 勅撰和歌集について説明することがで
きる

〇 『新古今和歌集』の成⽴について、⽂
献を引いて説明することができる

〇 〇 『新古今和歌集』の和歌を辞書を適切
に⽤いて鑑賞できる

〇 〇 先⾏歌・参考歌の⽤例を集め、それを
基に和歌を解釈することができる

〇 〇 〇

31080 中世⽂学特講ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 『平家公達草紙』について説明するこ
とができる

〇 『平家公達草紙』を他作品と関連づけ
て解釈することができる

〇 〇 〇 平家⽂化圏とその後世の享受について
考察することができる

〇 〇 〇

31100 中世⽂学特講ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 主として中世において、和歌が詠まれ
る実態を理解し、説明できる。

〇 〇 〇 歌会や歌合といった詠歌の「場」の具
体的なありよう、さらには歌集編纂の
過程を理解し、説明できる。

〇 〇 〇 写本を中⼼とする伝本の調査や、⽂献
学的研究の⽅法を習得し、各⾃の関⼼
や研究テーマに関係する古典籍を正し
く取り扱い、調査研究できるようにな
る。

〇 〇 〇

31120 近世⽂学特講Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 古典の短編を通読する⼒を得る。 〇 伝説との関連性を解釈に反映させ、作
品を深く理解できるようになる。

〇 〇 理解した内容を適切な表現で纏めるこ
とができる。

〇 〇 〇

31130 近世⽂学特講ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 古典の短編を通読する⼒を得る。 〇 原拠との違いを解釈に反映させ、作品
を深く理解できる。

〇 作品の主題を適切な表現で、必要⼗分
にして簡潔に纏めることができる。

〇 〇

31140 近世⽂学特講ＩＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 『⾬⽉物語』がどのような作品か、理
解し説明できる。

〇 〇 〇 時代による⽂化のちがいを理解し説明
できる。

〇 〇 古⽂の表現が意図していることを理解
し説明できる。

〇 〇 テクストを読んで⽣まれる疑問を⼤切
にし、表明できる。

〇 〇 ⽂学研究というものについての理解を
表明できる。

〇

31150 近世⽂学特講ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 『⾬⽉物語』がどのような作品か、理
解し説明できる。

〇 〇 〇 時代による⽂化のちがいを理解し説明
できる。

〇 〇 古⽂の表現が意図していることを理解
し説明できる。

〇 〇 テクストを読んで⽣まれる疑問を⼤切
にし、表明できる。

〇 〇 ⽂学研究というものについての理解を
表明できる。

〇

31200 近代⽂学特講Ｉ 2  ⅡⅢⅣ ⾔語表現の特質を敏感に捉え，読解⼒
を深めることができる。

〇 〇 〇 感性と⾔語感覚を磨き，その体験を作
家の作品と思想の研究を深めてゆく思
考へとつなげることができる。

〇 〇 〇 同時代資料を使って，作品の背後の時
代状況を押さえることで，作者の作品
に込めた思想を解明し，受講者⾃⾝が
新⾒を論じられるようになることがで
きる。

〇 〇 〇 ⽂学の⼒が作家⾃⾝や読者に及ぼした
影響について考察することで、⽂学と
⼈⽣との関係を深く考えることができ
る。

〇 〇 〇

31210 近代⽂学特講ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ ⾔語表現の特質を敏感に捉え，読解⼒
を深めることができる。

〇 〇 〇 感性と⾔語感覚を磨き，その体験を作
家の作品研究を深めてゆく思考へとつ
なげることができる。

〇 〇 〇 同時代資料を使って，作品の背後の時
代状況を押さえることで，作者の作品
に込めた思いを解明し，受講者が⾃⾝
の新⾒を論じることができる。

〇 〇 〇 ⽂学を通して⾃分の⼈⽣に⽰唆を与え
る内容を引き出すことができ、⽂学が
⾃⼰に与える救いの要素を深く考える
ことができる。

〇 〇 〇

31230 近代⽂学特講ＩＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 作家と作品について時代背景を理解し
た上で的確に説明できる。

〇 〇 先⾏研究などの資料を使って作家と作
品についてより深く考察することがで
きる。

〇 〇 作家と作品について，受講者⾃⾝が新
たな視点をもって論じることができ
る。

〇 〇 作家と作品の持つ普遍的な⼒を理解し
た上で，その⽂学史的位置づけができ
る。

〇 〇
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31240 近代⽂学特講ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 作家と作品について時代背景を理解し
た上で的確に説明できる。

〇 〇 現代の社会状況を理解した上で作家と
作品の特質を考察できる。

〇 〇 他メディアとの関わりの中で⽂学に対
する新たな視点を持って論じることが
できる。

〇 〇 作家と作品の持つ普遍的な⼒を理解し
た上で，現代社会の中での位置づけを
考察できる。

〇 〇

31250 近代⽂学特講Ｖ 2  ⅡⅢⅣ 作品読解の⽅法論を理解し、それを⽤
いて作品の構造を指摘できる。

〇 〇 作品内の情報を取り出し、それらを連
携・総合して作品の読解を提⽰でき
る。

〇 〇 〇 読解の⽅法・作品内情報を活かして作
品を分析し、新たな読みとして説明で
きる。

〇 〇 〇

32000 古代⽂学講読Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 『⾵⼟記』『古事記』神話の基礎的な
読解⼒を⾝につけることができる。

〇 〇 多くの注釈書類や研究史を概観し、作
品を多⾓的に捉える視点を応⽤でき
る。

〇 〇 上代⽂学の研究⼿法、ならびに発表⽅
法を⾝につけることができる。

〇 〇 〇

32010 古代⽂学講読ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 『万葉集』の基礎的な読解⼒を⾝につ
けることができる。

〇 〇 多くの注釈書や研究史を概観し、作品
を多⾓的に捉える視点を応⽤できる.

〇 〇 『万葉集』研究の⼿法、ならびに発表
⽅法を⾝につけることができる。

〇 〇 〇

32100 古代⽂学講読ＩＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 『落窪物語』の基礎的内容について読
解することができる。

〇 〇 写本の読解⽅法、諸注釈や先⾏研究の
扱い⽅等について理解し、⾃らの⼒で
それらを活⽤・運⽤することができ
る。

〇 〇 平安期物語の特徴と問題点について理
解した上で、それらに対する⾃らの⾒
解を適切に表現できる。

〇 〇 〇

32110 古代⽂学講読ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 『落窪物語』の基礎的内容について読
解することができる。

〇 〇 写本の読解⽅法、諸注釈や先⾏研究の
扱い⽅等について理解し、⾃らの⼒で
それらを活⽤・運⽤することができ
る。

〇 〇 平安期物語の特徴と問題点について理
解した上で、それらに対する⾃らの⾒
解を適切に表現できる。

〇 〇 〇

32230 中世⽂学講読ＩＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 書誌学・⽂献学ついての知識を⾝に着
け、説明することができる。

〇 〇 古典籍の適切な扱い⽅を理解し、実践
することができる。

〇 古典籍から得た情報を元に調査カード
を作成することができる。

〇 〇 古典作品を読解するために必要なツー
ルを理解し、ツールを適切に選択利⽤
した上で作品を解釈することができ
る。

〇 〇 〇 調査に基づきレジュメを作成し⼝頭発
表することができる。

〇 〇 〇

32240 中世⽂学講読ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 『三代集間事』について説明すること
ができる。

〇 〇 適切な辞書・データベースを⽤いて古
典作品を鑑賞することができる。

〇 〇 〇 中世歌学と和歌に関する問題につい
て、他⽂献を適切に⽤いて考察するこ
とができる。

〇 〇 〇

32300 近世⽂学講読Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 翻字と校訂作業を通して、古典を解読
する⼒を得る。

〇 江⼾版・上⽅版各々を⽐較して特徴を
明らかにする。

〇 各「桃太郎」に込められたメッセージ
を解明する。

〇 理解した内容を適切な表現で纏めるこ
とができる。

〇 〇

32310 近世⽂学講読ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 翻字と校訂作業を通して、古典を解読
する⼒を得る。

〇 各｢猿蟹合戦」を⽐較して特徴を明ら
かにする。

〇 各「猿蟹合戦」に込められたメッセー
ジを解明する。

〇 理解した内容を適切な表現で纏めるこ
とができる。

〇 〇

32410 近代⽂学講読ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 作品から問題点を⾒出して研究テーマ
を設定し，的確な分析⽅法を⽤いて新
たな作品論を展開することができる。
他者の⾒解に対する問題点を指摘しな
がら独⾃の作品論を確認することがで
きる。

〇 〇 〇 根拠のしっかりした客観的実証を⾏
い，先⾏論⽂を踏まえた説得⼒のある
論にすることができる。

〇 〇 〇 先⾏研究を的確に⽤いて⾃らの論の強
調点や新しさを主張できる。

〇 〇 〇 説得⼒のある論⽂の書き⽅を修得し，
⾃らの論を完成できる。

〇 〇 〇

32430 近代⽂学講読ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 新しい視点を軸した作品読解と作品分
析ができる。

〇 〇 先⾏論や根拠を⽰す資料を利⽤した発
表と発表資料の作成ができる。

〇 〇 〇 ⼝頭発表の中で適切な質疑応答ができ
る。

〇 〇 客観的で説得⼒のある発表内容を資料
にまとめることができる。

〇

32440 近代⽂学講読Ｖ 2  ⅡⅢⅣ 作品を読み、分析したうえで⾒解を説
明することができる。

〇 〇 作品の背景やこれまでの研究内容を知
るための資料調査ができる。

〇 〇 〇 作品読解と分析・資料調査の結果をま
とめて発表できる。

〇 〇 〇 発表に対しての質疑と応答ができる。 〇 〇

32450 近代⽂学講読ＶＩ 2  ⅡⅢⅣ 新しい視点を軸にした作品読解と作品
分析ができる。

〇 〇 先⾏論や根拠を⽰す資料を利⽤した発
表と資料作成ができる。

〇 〇 ⼝頭発表の中で適切な質疑応答ができ
る。

〇 〇 客観的で説得⼒のある資料作成の⽅法
を⾝につける。

〇

33000 古代⽂学演習Ｉ 2   ⅢⅣ 『万葉集』の基礎的な読解⼒を⾝につ
けることができる。

〇 〇 〇 多くの注釈書や研究史を概観し、作品
を多⾓的に捉える視点を応⽤できる。

〇 〇 古代⽂学を研究する際の、作品の決め
⽅、およびその⼿法について考察し、
実際に調査を⾏ない発表する学術的な
⽅法を⾝につけることができる。

〇 〇 〇

33010 古代⽂学演習ＩＩ 2   ⅢⅣ ⾃ら研究テーマを探究し、⾃ら⽂献を
調査することができる。

〇 〇 〇 論⽂の書き⽅を⾝につけ、また推敲す
る⼒を⾝につけることができる。

〇 〇 ⾃ら論⽂をまとめる⽅法を⾝につける
ことができる。

〇 〇

33020 古代⽂学演習ＩＩＩ 2   ⅢⅣ 『源⽒物語』の基礎的内容について読
解することができる。

〇 〇 写本の読解⽅法、諸注釈や先⾏研究の
扱い⽅等について理解し、⾃らの⼒で
それらを活⽤・運⽤することができ
る。

〇 〇 平安期物語の特徴と問題点について理
解した上で、それらに対する⾃らの⾒
解を適切な⽅法によって発表・討論す
ることができる。

〇 〇 〇 ⾃らの設定したテーマに則って⽴論
し、説得的に⽂章化することができ
る。

〇 〇 〇
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33030 古代⽂学演習ＩＶ 2   ⅢⅣ 『源⽒物語』の基礎的内容について読
解することができる。

〇 〇 写本の読解⽅法、諸注釈や先⾏研究の
扱い⽅等について理解し、⾃らの⼒で
それらを活⽤・運⽤することができ
る。

〇 〇 平安期物語の特徴と問題点について理
解した上で、それらに対する⾃らの⾒
解を適切な⽅法によって発表・討論す
ることができる。

〇 〇 〇 ⾃らの設定したテーマに則って⽴論
し、説得的に⽂章化することができ
る。

〇 〇 〇

33110 中世⽂学演習Ｉ 2   ⅢⅣ 題詠歌について説明することができ
る。

〇 〇 和歌を学ぶための資料が何かを理解
し、調べることができる。

〇 〇 〇 DBを適切に利⽤し、必要な⽤例を正
しく集めることができる。

〇 〇 〇 和歌・歌学の研究⽅法を理解し、実践
することができる。

〇 〇 〇

33120 中世⽂学演習ＩＩ 2   ⅢⅣ これまでに学んできたことから問題提
起ができる。

〇 〇 考察に必要な資料・情報を判断し、調
べることができる。

〇 〇 〇 考察したことを論⽂・レポートの形式
で⽂書作成できる。

〇 〇 発表から発表者の考えを汲み取り、有
益な議論をすることができる。

〇 〇

33130 中世⽂学演習ＩＩＩ 2   ⅢⅣ 注釈書を参看しての古典和歌の読解の
⽅法を習得し、実⾏することができ
る。

〇 〇 〇 新古今時代の和歌の表現の在り⽅につ
いて理解を深め、それを⾔語化するこ
とができる。

〇 〇 〇

33140 中世⽂学演習ＩＶ 2   ⅢⅣ 注釈書を参看しての古典和歌の読解の
⽅法を習得し、実⾏することができ
る。

〇 〇 〇 新古今時代の和歌の表現の在り⽅につ
いて理解を深め、それを⾔語化するこ
とができる。

〇 〇 〇

33320 近代⽂学演習Ｉ 2   ⅢⅣ 作品から問題点を⾒出して研究テーマ
を設定し，的確な分析⽅法を⽤いて新
たな作品論を展開することができる。
他者の⾒解に対する問題点を指摘しな
がら独⾃の作品論を確認することがで
きる。

〇 〇 〇 作品から問題点を⾒出して研究テーマ
を設定し，的確な分析⽅法を⽤いて新
たな作品論を展開することができる。

〇 〇 〇 先⾏研究を的確に⽤いて⾃らの論の強
調点や新しさを主張できる。

〇 〇 〇 説得⼒のある論⽂の書き⽅を修得し，
⾃らの論を完成できる。

〇 〇 〇

33330 近代⽂学演習ＩＩ 2   ⅢⅣ 作品から問題点を⾒出して研究テーマ
を設定し、的確な分析⽅法を⽤いて新
たな作品論を展開することができる。
他者の⾒解に対する問題点についても
指摘することができる。

〇 〇 〇 根拠のしっかりした客観的実証を⾏
い，先⾏論⽂を踏まえた説得⼒のある
論にすることができる。

〇 〇 〇 先⾏研究を的確に⽤いて⾃らの論の強
調点や新しさを主張できる。

〇 〇 〇 説得⼒のある論⽂の書き⽅を修得し，
⾃らの論を完成できる。

〇 〇 〇

33360 近代⽂学演習Ｖ 2   ⅢⅣ 他者の⾒解に対する問題点について論
理的に指摘することができる。

〇 〇 作品から問題点を⾒出して研究テーマ
を設定し，的確な分析⽅法を⽤いて新
たな解釈を⽰すことができる。

〇 〇 先⾏論を適切に⽤いて⾃分の論の強調
点と新しさを主張できる。

〇 〇 ⾃分の考えを構成した説得⼒のある資
料を作成できる。

〇 〇 〇

33370 近代⽂学演習ＶＩ 2   ⅢⅣ 作品から問題点を⾒出して研究テーマ
を設定し，的確な分析⽅法を⽤いて新
たな考察を展開することができる。他
者の⾒解に対する問題点を指摘するこ
とができる。

〇 〇 根拠のしっかりした客観的実証を⾏
い，先⾏研究を踏まえた説得⼒のある
論を組み⽴てることができる。

〇 〇 〇 先⾏研究を的確に⽤いて⾃分の論の強
調点と新しさを主張できる。

〇 〇 〇 説得⼒のある論⽂の書き⽅を習得し，
⾃分の論を完成することができる。

〇 〇 〇

34020 ⽇本語学特講ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ ⽇本語の敬語の基本的なしくみについ
て説明できる。

〇 〇 〇 さまざまな動詞をさまざまな敬語の形
に正しく変えることができる。

〇 〇 ⽅⾔の敬語や外国語の敬語について説
明できる。

〇 〇

34040 ⽇本語学特講ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ ⽂法論的問題にどのようなものがある
のか理解する。

〇 〇 〇 ⽂法論的なものの考え⽅を理解する。 〇 〇 〇 みずから⽂法論的問題を発⾒し，考察
できるようになる。

〇 〇 〇

34070 ⽇本語学講読ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ ⽇本語のさまざまな多様性について説
明できる。

〇 〇 〇 ⽇本語の多様性に関する⾝近な事例を
考えることができる。

〇 〇

34110 ⽇本語学講読ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 『詞の⽟緒』の検証を通して、古代語
の意義・⽂法の記述を実践し、その⽅
法について理解を深める。

〇 〇 〇 『詞の⽟緒』の読解をもとに、近代以
前の「注釈」のあり⽅について理解を
深める。

〇 〇 〇

34160 ⽇本語学演習ＩＩ 2   ⅢⅣ 研究課題を⾃ら定めることができる。 〇 先⾏研究の探し⽅が理解できる。 〇 〇 先⾏研究を読みレジュメとしてまとめ
て発表できる。分析結果の発表ができ
る。

〇 〇 アンケート調査として設問化できる。
得られたアンケートを整理できる。得
られたデータを蓄積し分析できる。

〇 〇 〇 分析結果をレポートとしてまとめるこ
とができる。

〇 〇

34200 ⽇本語学演習ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ 意味論的問題にどのようなものがある
のか理解する。

〇 〇 〇 語の意味について、⾔語事実に基づい
て記述できるようになる。

〇 〇 〇 みずから意味論的問題を発⾒し，考察
できるようになる。

〇 〇 〇

35000 対照⾔語学Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 対照⾔語学の⽬的や歴史、研究⽅法に
関する知識を持つ。

〇 〇 ⾳声⾯、語彙⾯、⽂法⾯等、どのポイ
ントからどのような視点を持って⾔語
間の違いを意識化すればよいのかを理
解し、実践できる。

〇 〇 〇 ⾔語の多様性について知り、各⾃の複
⾔語能⼒を伸ばす。

〇 〇 〇

35050 対照⾔語学ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 対照⾔語学の⽬的や歴史、研究⽅法に
関する知識を持つ。

〇 〇 コミュニケーション場⾯における⾔語
間の類似点や相違点を理解し、他⾔語
からの視野で⽇本語を捉え直すことが
できる。

〇 〇 〇 本当に「⽇本語にしかない特徴」があ
るのか、「その⺟語話者にしかない誤
⽤」があるのか等、検証的に考えるこ
とができる。

〇 〇 〇 ⽇本語⾮⺟語話者と円滑なコミュニ
ケーションを図る⼯夫をすることがで
きる。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

35100 漢⽂学Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 中国の古典⽂学と古典詩の基本的な特
徴について説明できます。

〇 ⾝につけた知識を他の作品の読解に応
⽤できます。

〇 〇

35110 漢⽂学ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 中国の散⽂と⽂⾔⼩説の基本的な特徴
について説明できます。

〇 ⾝につけた知識を他の作品の読解に応
⽤できます。

〇 〇

35200 ⽇本漢⽂学史 2  ⅡⅢⅣ 漢詩⽂を読む上で必要な⽂法・語法な
どの基礎知識を持っている。

〇 〇 〇 漢詩⽂の表現を通じて作者や登場⼈物
の⼼情を把握できる。

〇 〇 〇 ⽇本における漢⽂学について、その概
要を理解している。

〇 〇 ⽇本漢⽂学の教育的意義を理解してい
る。

〇 〇 〇

35310 ⽇本語表現法Ｉ 2   Ⅲ ⽂章を書くための知識と⽅法を実践的
に学び，⽂章表現課題を書いて発表す
ることができる。

〇 〇 ⽂字⾔語及び⾳声⾔語による表現活動
として，紹介⽂集を作成することがで
きる。

〇 〇 〇

35320 ⽇本語表現法ＩＩ 2   Ⅲ 1.より良く話し聞くための知識と⽅法
を実践的に学び，⾳声表現課題に取り
組み，発表することができる。

〇 〇 2.⾳声⾔語及び⽂字⾔語による表現活
動として，シナリオを書き，⾳声表現
番組を制作し，発表することができ
る。

〇 〇 〇

35330 書論・鑑賞法Ｉ 2  ⅡⅢ 書の特質や書の構成要素、鑑賞のしか
たを理解し、説明できる。

〇 〇 〇 書論を通して書を理論的側⾯から把握
し、説明できる。

〇 〇 〇

35340 書論・鑑賞法ＩＩ 2  ⅡⅢ 書の特質や書の構成要素、鑑賞のしか
たを理解し、説明できる。

〇 〇 〇 書論を通して書を理論的側⾯から把握
し、説明できる。

〇 〇 〇

35380 ⽂学創作論Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 朗読の基本を⾝につけ発表できる。 〇 〇 〇 創作の基本を⾝につけ発表できる。 〇 〇 〇 ⾔語感覚をとぎすまし、⽂学表現に
よって、⾃分が最も表現したいことは
何かという⾃らの内⾯について気づき
を得ながら、⾃分らしい表現⼒を獲得
できる。

〇 〇 他者の作品について、⾃らの価値観を
深めたうえで客観的な評価軸から評価
することができる。

〇 〇 他者からの評価に対応して⾃らの判断
⼒をもって推敲ができ、完成度を増し
て仕上げることができる。

〇 〇

35390 ⽂学創作論ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 創作の基本を⾃分なりに⾝につけ発表
できる。

〇 〇 〇 ⾔語感覚をとぎすまし、⽂学表現に
よって、⾃分が最も表現したいことは
何なのかという⾃らの内⾯についての
気づきを得ながら、⾃分らしい表現⼿
段を獲得できる。

〇 〇 〇 他者の作品について、⾃らの価値観を
深めつつ客観的な評価軸によって評価
することができる。

〇 〇 〇 他者からの評価に対応して⾃らの判断
⼒をもって推敲ができ、完成度を増し
て仕上げることができる。

〇 〇 〇 ⽂集の編集過程での作業の意味を理解
し、担った仕事について他者とコミュ
ニケーションをとって協働し、責任を
もって⼊念にやり遂げることができ
る。

〇 〇 〇

35600 書道卒業制作 4    Ⅳ 書の意義について総合的に理解し、⾃
らの⼒で表現・鑑賞ができる。

〇 〇 〇 履修者全員の協働によって書道卒業制
作展を⾃らの⼒で開催できる。

〇 履修者全員の協働によって所感⽂集を
⾃らの⼒で発⾏できる。

〇

36000 国語科教育法Ｉ 2  Ⅱ 中学校及び⾼等学校学習指導要領にお
ける国語科の全体構造，⽬標，学習内
容，学習評価，指導上の留意点等を理
解し，基礎となる学習指導理論を踏ま
え，学習者の実態に基づいて豊かな⾔
語活動を組織し，教材及びＩＣＴを効
果的に活⽤して授業設計を⾏うための
基本的な考え⽅を⾝につける。

〇 〇 〇

36020 国語科教育法ＩＩ 2   Ⅲ 中学校及び⾼等学校学習指導要領に⽰
された国語科の⽬標，育成を⽬指す資
質・能⼒，学習内容について理解を深
め，学習指導理論を踏まえて，具体的
な実践事例に基づいて，具体的な授業
場⾯を想定した授業設計を⾏う基本的
な能⼒を⾝に付ける。

〇 〇 〇

36100 書道科教育法Ｉ 2   Ⅲ 芸術科書道における教育⽬標、育成を
⽬指す資質・能⼒を理解し、学習指導
要領に⽰された当該教科の学習内容に
ついて背景となる学問領域と関連させ
て理解を深めるとともに、様々な学習
指導理論を踏まえて具体的な授業場⾯
を想定した授業設計を⾏う⽅法を⾝に
付ける。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

36110 書道科教育法ＩＩ 2   Ⅲ 芸術科書道における教育⽬標、育成を
⽬指す資質・能⼒を理解し、学習指導
要領に⽰された当該教科の学習内容に
ついて背景となる学問領域と関連させ
て理解を深めるとともに、様々な学習
指導理論を踏まえて具体的な授業場⾯
を想定した授業設計を⾏う⽅法を⾝に
付けることができる。

〇 〇 〇

36120 書法基礎 1 Ⅰ 書の基礎的な表現技法を理解し、表現
できる。

〇 〇 〇 古典の美しさを理解し、字形・全体の
構成を分析・表現できる。

〇 〇 〇 書の基礎的な表現技法を理解し、説明
できる。

〇 〇 〇

36130 漢字仮名交じり書法Ｉ 1 Ⅰ 漢字と仮名の基本的な調和について、
その要点を説明できる。

〇 〇 〇 ⾝辺の書に関⼼を持ち、表現する⼒を
体得する。

〇 〇 〇

36140 楷・⾏書法Ｉ 1 Ⅰ 『蘭亭序』の基本点画・線質・構成を
理解し、結構法を修得・表現できる。

〇 〇 〇 『蘇孝慈墓誌銘』の基本点画・線質・
構成を理解し、結構法を修得・表現で
きる。

〇 〇 〇 『蘭亭序』・『蘇孝慈墓誌銘』の各書
体について分析し、説明できる。

〇 〇

36150 仮名書法Ｉ 1 Ⅰ 仮名の技法を理解し、仮名の美しさを
構成する要素を説明できる。

〇 〇 〇 ⽇本独⾃の仮名の⽤筆・運筆を表現で
きる。

〇 〇 〇

36180 書写法Ｉ 1   Ⅲ 指導者としての⾃覚を持って、姿勢・
執筆法を説明できる。

〇 〇 〇 硬筆・⽑筆の基本点画、構成を理解
し、表現できる。

〇 〇 〇 書写の学習指導案を⽴案することがで
きる。

〇 〇 〇 書写⽤語を正確に把握し、使⽤でき
る。

〇 〇 〇

36190 書写法ＩＩ 1   Ⅲ 授業計画を⽴案し、教材分析や指導⽅
法を考えて、模擬授業ができる。

〇 〇 〇 模擬授業を通じて、指導⽅法・指導態
度などについての問題点を明らかに
し、説明できる。

〇 〇 〇

36200 硬筆書法 1 ⅠⅡⅢ 基礎となる硬筆書写の⼒を養い、表現
⽅法を習得することができる。

〇 〇 〇 正しく美しく書くという書写の能⼒を
伸ばし、⽇常の書写の中へ応⽤するこ
とができる。

〇 〇 〇

36210 書式研究 1 ⅠⅡⅢ それぞれの書式の基本を理解し、その
形式を表現及び説明できる。

〇 〇 〇 応⽤として陶器の⽫に、⾃由な表現で
⽂字を刻むことができる。

〇 〇 〇

36240 楷・⾏書法ＩＩ 1  Ⅱ 同じ書体であっても、書⾵の違いはど
こから⽣まれるのか。⽤筆・運筆と
いった技術的な表現及び筆者の個性・
時代背景をも説明できる。

〇 〇 〇

36250 草書法 1  Ⅱ 古典学習を通して、草書の崩し⽅・⽤
筆・運筆を体得し、躍動的な作品制作
へと発展させることができる。

〇 〇 〇 書体の成り⽴ち、更には草書が省略さ
れて我が国の「かな」が⽣まれたこと
へも応⽤できる。

〇 〇 〇

36270 漢字仮名交じり書法ＩＩ 1   Ⅲ 「漢字仮名交じり書法Ⅰ」の発展とし
て、⾃らの思いや⾔葉を探り、作品を
通して表現できる。

〇 〇 〇 独⾃の書⾵として表現を応⽤できる。 〇 〇 〇

36280 篆・隷書法 1   Ⅲ 篆書、隷書それぞれの筆法や特徴を理
解し、表現できる。

⽂字⼀字⼀字の構成や作品全体の構成
を理解し、表現できる。

36290 篆刻法 1   Ⅲ 字書から検字して、検字・印稿を制作
できる。

〇 〇 〇 ⽤具・⽤材の特徴を理解し、適切に使
⽤できる。

〇 〇 ⽂字の配置・構成を理解し、表現でき
る。

〇 〇 〇 篆刻の美しさを理解し、⾃らの意図に
基づいた表現ができる。

〇 〇 〇

36300 仮名書法ＩＩ 1   Ⅲ 基本となる古筆「⾼野切」の表現を習
得した上で巻⼦本の形式に仕上げるこ
とができる。

〇 〇 〇 他の歴史上の古筆にも取り組み、多彩
な古筆の特徴を説明できる。

〇 〇 〇

36610 総合探究I 2  ⅡⅢⅣ 坪⽥譲治の⼈⽣と⽂学について深く理
解を及ぼすことで、その⽂学の⼒を、
現代の岡⼭をはじめとする地域社会の
どのような問題点の改善につなげるこ
とができるか、熟考することができ
る。

〇 〇 〇 ⽂学的思想内容から、⾃らが現代に⽣
きる他者に伝えるべきことへの使命感
を抱き、その現代的アプローチとなる
発信⽅法を学びながら、⼯夫して発信
することができる。

〇 〇 〇 学外者との交流へと⾃らの意識を広
げ、⽬的に適った、より効果的な⾏事
の企画・運営について熟考した内容を
計画的に実践することができる。

〇 〇 〇 ⽂学を通して、岡⼭という地域に根ざ
しつつ国内外の他の地域とつながりあ
う要素や障がいや弱さを越えて⼈々が
⼤切にしあうべき要素を深く認識し、
⼈間の⼼の問題において共通する問題
意識を捉えながら、他者理解に基づい
た企画と交流を⾏なうことができる。

〇 〇 〇 社会性への認識を持ち、規定にした
がって書類作成・実践活動を実践する
ことができる。

〇 〇 〇

6



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

36620 総合探究II 2  ⅡⅢⅣ 『源⽒物語』の基礎的内容について理
解することができる。

〇 〇 写本の読解⽅法、諸注釈や先⾏研究の
扱い⽅等について理解し、⾃らの⼒で
それらを活⽤・運⽤することができ
る。

〇 〇 平安期物語の特徴と問題点について理
解した上で、それらに対する⾃らの⾒
解を適切な⽅法によって発表・討論す
ることができる。

〇 〇 〇 ⾃らの設定したテーマに則って⽴論
し、説得的に⽂章化することができ
る。

〇 〇 〇 研修の⽬的に沿って体験的理解を進め
ることができる。

〇

37020 ⽇本⽂化史ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 近世中期の⽂化についての学識を⾝に
付けることができる。

〇 近世中期⽂学の多様性を理解し、多⾓
的な観点から⽂学作品を読解・分析で
きる。

〇 〇 既存の学問的枠組みにとらわれずに、
⾃らの考えで⽂学について考えること
ができる。

〇 〇

37100 ⽇本美術史Ｉ 2  ⅡⅢⅣ ⽇本近代美術の歴史的背景を理解し、
代表的な作家やその作品に関する基礎
知識を⾝につける。

〇 ⽇本近代美術と⻄洋美術との関係、他
のアジア諸国の美術との関係について
歴史的背景を説明できる。

〇 著名な作品を⾒てその作家や作品名が
分かるだけではなく、初⾒の作品でも
その作⾵などを分析して時代や流派を
推測することができる。

〇 積極的に美術展などに⾏き、鑑賞した
作品について思索したり、疑問点を⾃
ら調べたりする⼒を⾝につける。

〇

38010 卒業論⽂ 6    Ⅳ ⾃らの関⼼に従ってテーマを発⾒し、
先⾏の研究論⽂や様々な⽂献を読み込
んだ上で、問題を設定することができ
る。

〇 〇 〇 4年間の学びの中で修得した知識と研
究⽅法に基づき、具体的な資料の調査
や分析を⾏うことができる。

〇 〇 ⾃らが設定した問題に対して、論理的
かつ実証的に結論を導き、新たな知⾒
を提⽰することができる。

〇 〇 上記の思考と論証のプロセスを論⽂と
して執筆し、他者に対して精確に伝え
ることができる。

〇 〇
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カリキュラムマップ 現代社会学科のディプロマ・ポリシー

学部名 ⽂学部

現代社会学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

40010 現代社会学基礎 2 Ⅰ 社会学の基礎的な事項について説
明できる

〇 〇 現代的なテーマについて社会学的
観点から考察することができる

〇 〇

40020 社会学基礎 2 Ⅰ 社会学の基礎的な事項について説
明できる

〇 〇 現代的なテーマについて社会学的
観点から考察することができる

〇 〇

40060 社会史基礎 2 Ⅰ  現代⽇本社会での常識や⼀般的
な歴史像を相対化し，説明でき
る。

〇 〇  史料へのアプローチ⽅法と多様
な分析・解析の⽅法を修得し，説
明できる。

〇 〇

40120 基礎演習 2 Ⅰ  現代社会学科で扱う各領域につ
いて，⾃らの学問的な関⼼を説明
できる。

〇 〇  学問的に公正な態度とは何かを
説明し，実⾏できる。

〇  ⼤学での研究に必要な基礎技術
を体得し，応⽤できる。

〇 〇  ゼミナール形式の授業に積極的
に参加できる。

〇 〇

40130 社会学概論 2 Ⅰ  社会学の基礎的な概念について
説明できる。

〇  社会学的な⾒⽅・考え⽅につい
て理解し、実践できる。

〇  社会学を構成する各専⾨領域の
概要を説明できる。

〇  社会学と隣接学問の違いについ
て説明できる。

〇 〇  ⾃学習と意⾒交換を通して⾃ら
の社会的な問題関⼼を深めること
ができる。

〇 〇

40140 社会史概論 2 Ⅰ 社会史研究とはいかなるものかに
ついて、テーマの多様性と⽅法論
の基礎を⾝につける。

〇 〇 〇 ⾼等学校までに学んできた歴史と
のつながりあるい相違点を理解す
ることができる。

〇 〇 〇 社会史研究のこれまでの流れ（研
究史）についての基礎的な知⾒を
獲得する。

〇 〇 〇

40160 現代社会学基礎演習 2 Ⅰ  現代社会学領域に対する⾃らの
学問的な関⼼を説明できる。

〇 〇  実践的な研究能⼒を体得し，応
⽤できる。

〇 〇  ゼミナール形式の授業に積極的
に参加できる。

〇 〇

40180 社会学基礎演習 2 Ⅰ  現代社会学領域に対する⾃らの
学問的な関⼼を説明できる。

〇 〇  実践的な研究能⼒を体得し，応
⽤できる。

〇 〇  ゼミナール形式の授業に積極的
に参加できる。

〇 〇

40210 社会史基礎演習 2 Ⅰ  社会史領域に対する⾃らの学問
的な関⼼を説明できる。

〇 〇  実践的な研究能⼒を体得し，応
⽤できる。

〇 〇  ゼミナール形式の授業に積極的
に参加できる。

〇 〇

41010 社会学原論 2 Ⅰ  社会学の基礎的な概念について
説明できる。

〇  社会学的な⾒⽅・考え⽅につい
て理解し、実践できる。

〇  社会学を構成する各専⾨領域の
概要を説明できる。

〇  社会学と隣接学問の違いについ
て説明できる。

〇 〇  ⾃学習と意⾒交換を通して⾃ら
の社会的な問題関⼼を深めること
ができる。

〇 〇

41060 理論社会学 2  ⅡⅢ 社会学に関する主要な学説や理論
を説明することができる

〇 〇 社会学の理論や概念を⽤いて，現
実社会を分析することができる

〇 〇 〇 社会学を学ぶことの意義を⾒出す
ことができる

〇 〇

41070 社会⼼理学 2  ⅡⅢ 社会⼼理学という学問の特徴と位
置づけを述べることができる。

〇 〇 社会⼼理学で扱われる諸概念を，
具体的な事例と関連づけて説明す
ることができる。

〇 〇 〇 社会⼼理学の研究⽅法の⼀つであ
る実験について，その設計やデー
タの収集⽅法を説明することがで
き，また結果の図表を正しく読み
取ることができる。

〇 〇 社会⼼理学の知⾒を，現代社会に
⽣起する具体的な事象の説明に応
⽤することができる。

〇 〇 〇 個⼈の⾏為と社会現象との関係を
説明することができる。

〇 〇 〇

41090 社会集団・組織論 2  ⅡⅢ  代表的な社会組織の歴史と現状
について理解し，その概要を説明
することができる。

〇 〇  社会現象を，社会組織の活動・
連関として捉える姿勢を⾝につけ
ることができる。

〇 〇  関⼼のある社会組織を，授業で
学ぶ⼿法のいずれかで分析するこ
とができる。

〇 〇

41100 地域社会学 2  ⅡⅢⅣ 地域コミュニティの変容を促した
メカニズムや、今⽇の社会が直⾯
している諸問題を説明できる。

〇 現代の地域社会をとりまく諸問題
の解決のために必要な条件を論じ
ることができる。

〇 〇 ⾃らと地域社会の関係を批判的に
再考し、その成果を記述すること
ができる。

〇 〇 より望ましい地域社会のありよう
について考え、その実現に向けて
⾃分が⾏動すべきことを広い視野
から具体的に論じることができ
る。

〇 〇

到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5
配当年次

学科名 現代社会学科
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

基礎科⽬・専攻科⽬やフィールドワークを通じて，社会学，歴史学の２つの分野の研究に必要な理論と⽅法，史資料・データを収集・
分析する技能を修得する。「社会学コース」，「歴史学コース」，共通領域としての「地域学コース」の３コースを設け，各専⾨領域
に応じた知識・技能を獲得する。

演習科⽬の履修を通じて，研究テーマに関する情報収集，分析，発表，討論，論⽂作成の能⼒を培う。これらにより，社会につ
いて多⾓的に考察し，その成果を論理的に表現する⼒を⾼める。

演習科⽬，フィールドワーク，卒業論⽂を通じて，現在と過去の社会の諸問題に関⼼をもっ
て意欲的に向き合い，⽴場の異なる⼈々と協働しつつ主体的に学ぶ態度を⾝につける。

単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞
社会学と歴史学を中⼼に，関連学問領域も含め，専⾨的な知識を体系的に修得するとともに，フィールドワークや⽂献調査などを通し
て，史資料・データを収集・分析する技能を有する。

過去と現在の社会に関するさまざまな課題を発⾒し，収集した史資料・データを多⾯的に考察するとともに，その成果を平易か
つ客観的・論理的に表現することができる。

社会の諸課題に関⼼をもって向き合い，多様な⼈々と調査や議論を通して協働しつつ主体的
に学ぶ態度を⾝につけ，また⽣涯にわたって社会に貢献する意欲を有している。

1



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

41120 宗教社会学 2  ⅡⅢⅣ 宗教社会学の考え⽅を理解すると
ともに、現代社会と宗教の関係を
考えるための社会学的な素養を⾝
につける。

〇 現代社会と宗教をめぐる諸課題に
ついて多⾓的に観察し、他者との
共⽣やコミュニケーションに応⽤
できる。

〇 多様化する現代社会や⽂化に関⼼
を向け、他者に寄り添う態度と意
欲をもつことができる。

〇

41130 家族社会学 2  ⅡⅢⅣ 家族研究の基礎的理論・学説およ
び基本的⽤語を説明することがで
きる。

〇 家族変動を社会学的な分析視点か
ら説明することができる。

〇 家族にかかわる現代的諸問題を，
⾃分の⽣き⽅と関連付けながら考
察・分析・表現することができ
る。

〇 〇 〇

41150 ジェンダー論 2  ⅡⅢⅣ ジェンダー問題を⾃分にひきつけ
て考えることができる。

〇 ⽇常⽣活にあふれているさまざま
なジェンダー構造に気づき，そこ
に含まれている問題点を整理する
ことができる。

〇 〇 ジェンダーにかかわる課題の解決
の⽅策を講ずることができる。

〇 ジェンダー研究に必要な知識を有
している。

〇

41190 社会調査論Ｉ 2 ⅠⅡ 社会調査の意義や⽬的，とりわけ
研究における社会調査の位置づけ
について，正しく理解し，説明で
きる。

〇 さまざまな社会調査の⼿法とデー
タの種類を理解し，⽬的に応じて
適切な調査を設計することができ
る。量的・質的データのそれぞれ
の利点と限界を説明することがで
きる。

〇 問いの設定から仮説を構成するま
でのプロセスを説明することがで
きる。社会調査における「変数」
の位置づけについて理解してい
る。

〇 〇 〇 既存の社会調査にはどのようなも
のがあるのかを知り，それらの結
果を，正しく，批判的に読み取る
ことができる。

〇 〇 データの扱いやプライバシーへの
配慮など，社会調査を実施する者
が⾝につけていなければならない
調査倫理について指摘することが
できる。

〇 〇 〇

41230 社会調査論ＩＩ 2  ⅡⅢ 調査票の作成やサンプリングな
ど，調査票調査の調査設計（主と
して社会調査の後半の作業）につ
いて正しく理解し，それらの実施
⽅法について具体的に説明するこ
とができる。

〇 〇 調査票の配布と回収について，作
業⼿順や注意事項等を具体的に説
明することができる。

〇 〇 収集したデータの整理やデータ・
ファイルを作成する際の，量的・
質的データに応じた作業⼿順や注
意事項等を具体的に説明すること
ができる。

〇 〇 量的データを適切な統計学の⼿法
を⽤いて分析・解釈し，適切に図
⽰することができる。

〇 〇 研究におけるデータの位置づけ
や，データの解釈時に犯しやすい
誤りなどを理解し，データの扱い
に際して慎重な態度をもつことが
できる。

〇 〇 〇

41260 社会調査論ＩＩＩ 2  ⅡⅢ 質的調査の考え⽅やその意義につ
いて説明できる。

〇 さまざまな質的調査の技法と分析
の⽅法、および質的調査のプロセ
スについて説明できる。

〇 〇 質的なデータの収集とそれらの分
析を実⾏できる。

〇

41300 社会統計学Ｉ 2  ⅡⅢ 単純集計，クロス集計，ヒストグ
ラム，散布図などの1変数に関する
情報を読み取ることができ，その
図表を⾃⾝で作成できる。

〇 〇 平均値や分散などの基礎統計量の
意味を理解し，それらを算出でき
る。

〇 〇 相関係数や平均値の差など2変数間
の関係を記述する⽅法を理解し，
適切な分析と図表の作成ができ
る。また，因果関係と相関関係の
違い，疑似相関などについて説明
することができる。

〇 〇 表計算ソフト（Excel）での分析と
図表の作成ができる。

〇 〇 量的なデータに基づく適切なレ
ポートが作成できる。

〇 〇 〇

41310 社会統計学ＩＩ 2  ⅡⅢ 確率変数・確率分布について説明
できる。

〇 〇 確率分布を⽤いた推定をおこなう
ことができる。

〇 統計的仮説検定の原理について説
明できる。

〇 〇 統計的仮説検定が適切に使い分け
られる。

〇 〇

41330 現代社会学特講Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 国際的な労働⼒移動を促す要因
を、多⾯的・包括的に説明するこ
とができる。

〇 〇 国際的な労働⼒移動をめぐる問題
について、論理的に洞察すること
ができる。

〇 〇 グローバルな社会現象を、⾃分⾃
⾝の⽣活と関連させながら主体
的・批判的に考察することができ
る。

〇 〇 〇

41340 現代社会学特講ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 「災害」というキーワードについ
て、社会学的観点から考えるため
の素養を⾝につける。

〇 災害をめぐり⽣じる困難や災害⽀
援のあり⽅、災害と社会の関係に
ついて、⾃⼰の⽴場に引き付けな
がら想像し、応⽤することができ
る。

〇 〇 災害と社会、そしてその歴史的背
景について理解し、それを踏まえ
て現代社会の⽂脈を理解し⾔語化
することができる。

〇

41350 現代社会学特講ＩＩＩ 2  ⅡⅢⅣ ソーシャルビジネスの基本につい
て説明できる

〇 現代の社会課題について説明でき
る。

〇 〇 ソーシャルビジネスを⾃由に企画
し、表現することができる。

〇 〇

41355 現代社会学特講IV 2  ⅡⅢⅣ 現代社会の事象に関⼼をもち，⾝
近な事象をよく観察して，それを
より⼤きな社会の問題と関連づけ
ることができる。

〇 〇 〇 「個⼈化」という社会学的概念を
理解し，説明することができる。

〇 〇 資料やデータを⽤いて，社会の現
状を的確に指摘できる。

〇 〇 情報化や消費社会など，現代社会
の諸事象を論じる社会学・社会⼼
理学の理論や概念について理解
し，それと現実の社会事象とを関
連づけて考察することができる。

〇 〇 〇 社会参加の意義を理解し，その阻
害要因を説明できると同時に，⼈
びとの社会参加を促すための課題
について，⾃分なりの意⾒をもつ
ことができる。

〇 〇 〇

41360 社会調査実習 4   Ⅲ 社会的・学術的意義のある研究
テーマを設定することができる。

〇 社会調査の企画・設計から，調査
の実施，データ分析に⾄るまでを
実⾏できる。

〇 分析の結果を論理的な⽂章で表現
できる。

〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

41510 社会史原論 2 Ⅰ 社会史研究とはいかなるものかに
ついて、テーマの多様性と⽅法論
の基礎を⾝につける。

〇 〇 〇 ⾼等学校までに学んできた歴史と
のつながりあるい相違点を理解す
ることができる。

〇 〇 〇 社会史研究のこれまでの流れ（研
究史）についての基礎的な知⾒を
獲得する。

〇 〇 〇

41530 ⽇本社会史Ｉ 2  ⅡⅢⅣ ⽇本社会の原始・古代、中世の基
本的歴史知識を説明できる。

〇 〇 ⽇本社会の原始・古代の歴史につ
いて、⼥性を含めた全体像を説明
できる。

〇 〇 ⽇本社会の中世の歴史について、
武⼠にとどまらない全体像を説明
できる。

〇 〇 歴史と現代を⽐較し、⾃分の考え
を述べることができる。

〇 〇

41540 ⽇本社会史ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ  国家と社会の相互関係に留意し
ながら、⽇本社会がどのように変
化して現在に⾄るかをたどり、⼤
きな歴史の流れのなかに個別の歴
史事象を位置付けることができ
る。

〇 〇  史料を通して、地域に⽣きた
⼈々が抱えた⽭盾や葛藤を具体的
に読み取り、そこから近世・近代
の⽇本社会の特徴を考察・説明す
ることができる。

〇 〇  現代社会が直⾯する諸問題につ
いて、歴史的経緯を踏まえて考
え、⾃分の意⾒を整理することが
できる。

〇 〇

41550 アジア社会史Ｉ 2  ⅡⅢⅣ  古代〜近代における中国の漢⼈
社会を⽣きた⼈々が，どのような
社会のしくみの中で，どのような
⽂化を営んでいたのか，専⾨⽤語
を⽤いて説明できる。

〇 〇  上記の内容を，科挙や宗族など
を事例として具体的に説明でき
る。

〇 〇

41560 アジア社会史ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ  中国史上における⺠衆の蜂起に
ついて，その特徴や歴史的役割
を，専⾨的な⽤語を⽤いて説明で
きる。

〇 〇  中国社会における⺠衆のネット
ワークについて，その特徴やそれ
らが果たした歴史的役割について
説明できる。

〇 〇

41570 ヨーロッパ社会史Ｉ 2  ⅡⅢⅣ ヨーロッパ社会史のテーマの広が
りと⽅法について多⾓的な知⾒を
獲得する。

〇 〇 〇 ⽂書や図像の資料を歴史的な脈絡
に即して読解することができる。

〇 〇 〇

41580 ヨーロッパ社会史ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ ヨーロッパ社会史のテーマの広が
りと⽅法について多⾓的な知⾒を
獲得する。

〇 〇 〇 ⽂書や図像の資料を歴史的な脈絡
に即して読解することができる。

〇 〇 〇

41600 宗教社会史 2  ⅡⅢⅣ 社会と宗教の関係について、その
歴史的事象と通説について説明す
ることができる。

〇 〇 歴史とは過去の事実を記憶する学
問ではなく、通説を再検討、批判
し、新しい歴史像を描こうとする
ものであるという歴史学の本質に
ついて述べることができる。

〇 〇 〇 古代ローマ史の概略を説明でき
る。

〇 〇 ローマ皇帝がどのようにキリスト
教徒を迫害したかを説明できる。

〇 ローマ皇帝の対キリスト教政策の
変遷について、根拠を明⽰して⾃
分の意⾒を開陳できる。

〇 〇

41615 ジェンダー史 2  ⅡⅢⅣ 現代⽇本社会に存在するジェン
ダー⾮対称な現実を知覚し、指摘
することができる。

〇 〇 近代社会における固定的な性別役
割分業観、異性愛の絶対的優位の
確⽴を説明することができる。

〇 〇 〇 前近代史上、固定的な男⼥像に収
まり切らずに⽣きた⼈びとの存在
や、⾃⼰表現と学問に⽣きた⼥性
たちの葛藤、⾮対等な性愛と権⼒
の不平等な配分との密接な関係に
気づき、考察を述べることができ
る。

〇 〇 〇

41620 考古学Ｉ 2  ⅡⅢⅣ 考古学についての基本的な⽅法論
を理解し、説明することができる

〇 〇 〇 考古学データを活⽤し、その意味
について論じることができる

〇 〇 〇

41630 考古学ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ オリエント考古学についての基本
的な⽅法論を理解し、説明するこ
とができる

〇 〇 〇 オリエント考古学のデータを活⽤
し、その意味について論じること
ができる

〇 〇 〇

41640 ⺠俗学Ｉ 2  ⅡⅢⅣ  ⺠俗学の基礎的な知識と研究⽅
法を⾝につける。

〇 〇  様々な⺠俗事象・⽣活事象の⺠
俗学的な意義を理解し、⾃分の⾔
葉で説明できる。

〇 〇 〇  調査や議論を通じてコミュニ
ケーション能⼒を⾝につけ、社会
に貢献することができる⼒を⾝に
つける。

〇 〇 〇

41650 ⺠俗学ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ  今⽇にみられる庶⺠と仏教の関
係がどのように形成されたのか、
仏教が⺠俗化する過程を理解でき
る。

〇 〇  ⽇本の歴史的な諸事象や，岡⼭
県をはじめとする各地の⾝近な⺠
俗⽂化を理解し、⾃らのことばで
説明することができる。

〇 〇 〇  調査や議論を通じてコミュニ
ケーション能⼒を⾝につけ、社会
に貢献することができる⼒を⾝に
つける。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

41660 社会史特講Ｉ 2  ⅡⅢⅣ ⽇本社会の歴史を、婚姻や家族、
⼥性やジェンダーの問題を視野に
⼊れて、説明できる。

〇 〇 〇 婚姻や家族、男⼥の⽣き⽅や役
割、⼦どもの養育などが、いつの
時代も現代と同じなのではなく、
歴史的に変化していることを説明
できる。

〇 〇 現代⽇本と異なる時代の社会や⽂
化の中にいる⼈びとに対して、⼈
間的想像⼒を及ぼすことができ
る。

〇 〇

41670 社会史特講ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ  伊藤博⽂・福⽥英⼦・⽝養毅の
政治家としての特徴について、そ
れぞれ説明できる。

〇 〇  近代⽇本における政治と社会の
関係について、⾃分の意⾒を整理
できる。

〇 〇  歴史学における⼈物研究の意義
について説明できる。

〇 〇 〇

41680 社会史特講ＩＩＩ 2  ⅡⅢⅣ キリスト教世界とイスラム教世界
の基本的な価値観を理解し、説明
することができる

〇 〇 〇 今⽇のヨーロッパ世界の繁栄が、
⻄アジア世界の盛衰と深くかか
わっていることを、諸データを活
⽤し、その意味について論じるこ
とができる

〇 〇 〇

41690 社会史特講ＩＶ 2  ⅡⅢⅣ  漢⼈の社会・⽂化とは異なる世
界をもちながら，現代中国にも影
響を強く与えた満洲⼈の社会，お
よびかれらの建てた⼤清帝国の特
⾊について説明できる。 \n

〇 〇  広⼤な領域を有し，多⺠族に
よって構成される現代中国が，ど
のような歴史的経緯によって形成
されたのかを説明できる。

〇 〇

41700 史料講読I 4  ⅡⅢⅣ 取り上げる史料の時代的背景を理
解するとともに、できるだけ正確
に史料を読解できる。

〇 〇 〇 史料の読解をどのように新たな歴
史像に結びつけていくか、その発
想と⼿法に習熟する。

〇 〇 〇

41730 史料講読ＩＩ 4  ⅡⅢⅣ  基本的なくずし字で書かれた近
世〜近代の古⽂書をほぼ解読する
ことができる。

〇 〇  近世〜近代の史料について、各
種の事・辞典や関連する⽂献・史
料を参照しながら、書かれている
内容の特徴・背景・性格を正確に
把握できる。

〇 〇 〇  古⽂書解読を通じ、基礎的な技
量を⾝につけることで物事を探究
する深度は格段に増すことを理解
し、説明できる。

〇 〇

41750 史料講読ＩＩＩ 4  ⅡⅢⅣ  「返り点」や「送りがな」のな
い漢⽂史料を解釈し，⽇本語に訳
すことができる。

〇 〇  前近代の中国社会に関する専⾨
⽤語や概念について具体的に説明
できる。

〇 〇

41760 史料講読ＩＶ 4  ⅡⅢⅣ 取り上げる史料の時代的背景を理
解するとともに、できるだけ正確
に史料を読解できる。

〇 〇 〇 史料の読解をどのように新たな歴
史像に結びつけていくか、その発
想と⼿法に習熟する。

〇 〇 〇

41830 観光学 2  ⅡⅢⅣ ⽇本の観光事情を説明できる。 〇 関連分野の研究事例や地域情報を
書籍、統計、メディア情報から収
集できる能⼒を習得できる。

〇 〇 事例から課題を導く能⼒を⾝につ
けることができる。

〇 〇 課題解決能⼒を⾝につけることが
でき、改善策を提⾔できる。

〇 〇 〇

41840 フィールドワーク論 2  ⅡⅢⅣ  調査⽅法としてのフィールド
ワークの意義について、⾃分の意
⾒を整理できる。

〇 〇  社会学・歴史学・地理学におけ
るフィールドワークの⽅法につい
て、それぞれの特徴を説明でき
る。

〇 〇  調査の倫理とルールを遵守し
て、フィールドワークを実践でき
る。

〇 〇 〇

41930 地理学概論 2 ⅠⅡⅢⅣ 地域を分析するための地理学な⾒
⽅や考え⽅の基本を習得し、授業
課題やレポートに表現できる。

〇 〇 地形図等の読図をはじめ，各種地
図が効果的に活⽤できる。

〇 〇 ⼤学での地理学研究に必要な基本
的な知識や中学校・⾼校での地理
の学習指導に必要な基礎⼒が獲得
できる。

〇 〇 〇

41940 ⼈⽂地理学 2 ⅠⅡⅢⅣ ⼈⽂地理学の主要分野の研究内容
についての基礎的知識と研究⽅法
が習得し、授業課題やレポートを
作成できる。

〇 〇 地理的⾒⽅・考え⽅を授業課題や
レポートで表現できる。

〇 〇 〇 地域研究と社会⼈として必要な資
料収集及び分析⽅法の基礎的素養
が獲得できる。

〇 〇

41950 ⾃然地理学 2 ⅠⅡⅢⅣ ⾃然地理学の基礎となる全地球規
模の気候・地形に関する知識およ
び⽇本の気候・地形の特徴を説明
でき、それをもとに考える事がで
きる。

〇 地理的技能を習得し、読図ができ
る。

〇 〇 〇 地理的な⾒⽅・考え⽅を習得する
ことで、何気ない⾒慣れた景⾊が
意味のある景観として説明でき、
⽂化・歴史・⽣活・社会と⾃然景
観・環境とを結びつけて捉えられ
ることである。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係
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授業

コード

到達⽬標1

41965 地誌学II 2 ⅠⅡⅢⅣ 世界の諸地域について、地理的特
⾊を把握し、地誌的⾒⽅から地域
を理解し、説明できる。

〇 〇 地理的な⾒⽅・考え⽅を通して中
学校社会科、⾼等学校地理歴史科
の指導はもとより、社会⼈として
不可⽋な地域理解のための⼿法を
⾝につけ、地域の課題について主
体的に考えて説明できる。

〇 〇 〇

41970 ⽂化⼈類学 2  ⅡⅢⅣ ⽂化とはどのようなものであるか
を説明できる。

〇 〇 ⽇本社会を世界との⽐較など通じ
て⽇本や世界の多様な⽂化につい
て知⾒を広め、多様さを説明でき
る。

〇 多様な⽂化の在り⽅の意義を知る
と同時に、⽇本の「常識」に対し
て問題点を述べることができる。

〇 〇 〇 ⾃⽂化を基準に他の⽂化を判断す
る問題点を理解し、「常識」を批
判的に捉えることができる。

〇 〇 ⽇本社会の在り⽅の問題点を⾒出
し、あるべき姿について提案がで
きる。

〇 〇

42000 哲学基礎 2 ⅠⅡⅢⅣ ⻄洋近代の哲学史についての専⾨
的な知識を修得しその概要を説明
できるとともに、哲学的⽂献を読
み解く基礎的なスキルを⾝につけ
て応⽤できる。

〇 ⻄洋近代哲学史における主要概念
が現在の私たちの考え⽅に与えた
影響について多⾯的に考察し、そ
の成果を論理的に表現することが
できる。

〇 哲学的な概念やものの考え⽅が、
現代社会の諸問題を解決する上で
どのような有効性を持っているか
について議論することができる。

〇

42010 ⾏政法 2  ⅡⅢⅣ  ⾝近で具体的な事例を素材にし
て⾏政法の基本的な仕組みを理解
することができる。

〇 〇 ⾏政に対する授権と統制の法とし
ての⾏政法を実社会の中で活⽤で
きる。

〇 〇

42030 社会法 2  ⅡⅢⅣ  国家公務員（Ⅱ種）、地⽅公務
員上級試験の受験を希望する場合
の基礎的な知識や基本的な思考⽅
法を理解し公務員試験の⼟台にで
きる。

〇 〇 ⼀⽣のうちで関わる社会政策への
理解と就業に関する基本的なルー
ルを理解する。

〇 〇 習得した就業に関するルールなど
の知識を就職活動に役⽴てること
ができる。

〇 〇 〇 社会保障制度の専⾨的知識を将来
の仕事や⾃分⾃⾝の⽣活に役⽴て
ることができる。

〇 〇 〇

42050 経済学基礎 2 ⅠⅡⅢⅣ  基礎的なゲーム理論の考え⽅に
基づいて現実世界の問題を深く理
解できるようになること．

〇 〇 〇

42055 社会倫理学 2 ⅠⅡⅢⅣ 現代における⽣命倫理問題につい
ての基本知識を備え、その問題点
を説明することができる。

〇 〇 倫理学的な問題意識から、⽣と死
の問題を考察することができるよ
うになる。

〇 〇 「いのち」のあり⽅について、⾃
分⾃⾝の⽣の問題と結びつけて問
うことができるようになる。

〇

42060 社会倫理学Ｉ 2 ⅠⅡⅢⅣ 現代における⽣命倫理問題につい
ての基本知識を備え、その問題点
を説明することができる。

〇 〇 倫理学的な問題意識から、⽣と死
の問題を考察することができるよ
うになる。

〇 〇 「いのち」のあり⽅について、⾃
分⾃⾝の⽣の問題と結びつけて問
うことができるようになる。

〇

42100 社会教育学 2  ⅡⅢⅣ 社会教育についての基本的な考え
⽅，基本となっている法規や規定
などについて理解するとともに，
今⽇の社会教育の課題を把握す
る。

〇 〇

42130 社会・地歴科教育法Ｉ 2  Ⅱ 明確な教育理論と実践⼒を併せ
持った教育者を⽬指し，先⾏実践
事例に学びながら，社会・地理歴
史科教員としての基礎的指導⼒と
⽅法を習得する。

〇 〇 〇 学習指導案を作成し，模擬授業の
実践ができるようになる。

〇 〇 〇 しっかりとした教育理念と指導技
術を持ち，現代的な教育課題に対
応でき，ICT を活⽤した教材作成
ができるようになる。

〇 〇 〇

42140 社会・地歴科教育法ＩＩ 2  Ⅱ  明確な教育理論と実践⼒を併せ
持った教育者を⽬指し，先⾏実践
事例に学びながら，社会・地理歴
史科教員としての基礎的指導⼒と
⽅法を習得し、表現できる。

〇 〇 〇 学習指導案を作成し，模擬授業の
実践ができるようになる。

〇 〇 〇 しっかりとした教育理念と指導技
術を持ち，様々な教育課題に対応
でき，ICTを活⽤した発展的な教材
作成ができるようになる。

〇 〇 〇

42150 社会・公⺠科教育法Ｉ 2  Ⅱ  社会・公⺠科教員として必要な
専⾨的知識や教育⽅法の基礎を学
び、教材研究、学習指導案の作
成、模擬授業等を通して、実践的
指導⼒と資質を⾝につける。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

42160 社会・公⺠科教育法ＩＩ 2   Ⅲ 平成29年3⽉告⽰の中学校新学習指
導要領社会科、平成30年3⽉告⽰の
⾼等学校新学習指導要領公⺠科の
⽬標と内容を理解することができ
る。

〇 平成29年3⽉告⽰の中学校新学習指
導要領社会科、平成30年3⽉告⽰の
⾼等学校新学習指導要領公⺠科の
内容を踏まえて、年間指導計画や
単元指導計画を作成することがで
きる。

〇 〇 年間指導計画や単元指導計画を踏
まえて、実際の授業を構想し、実
践・評価することができる。

〇 〇 〇 学習指導要領に⽰された教科の中
核的な学習内容として探究につい
て、単元を構想・計画することが
できる。

〇 〇 〇 カリキュラム作成や模擬授業等の
経験を通じて、学校で教壇に⽴つ
上でのあり⽅や課題等を理解して
整理し、まとめることができる。

〇

44020 現代社会学演習 4   Ⅲ 社会学の⽅法論や分析視点を援⽤
した研究⽅法を説明することがで
きる。

〇 〇 先⾏研究，必読⽂献を読みこな
し，説明することができる。

〇 必要なデータ，資料を収集するこ
とができる。

〇 〇 ⾸尾⼀貫した論理的な⽂章を書く
ことができる。

〇 ⾃分の研究について、的確なプレ
ゼンテーションをすることができ
る。

〇 〇

44100 社会史演習 4   Ⅲ 関連する⽂献検索や地形図読図・
空中写真読解・統計処理・主題図
作成などの基本的技術が習得し、
表現できる。

〇 〇 フィールドワークを通して，地域
に関する実践的分析⼒を獲得する
ことができる。

〇 〇 ⽂献調査やフィールドワークに基
づく地域調査の結果を，効果的な
⼿法で発表できる。

〇 〇 最終的に卒業論⽂を作成する⼒量
が獲得できる。

〇 〇 〇

45000 卒業論⽂ 6    Ⅳ 意義のある研究テーマを設定する
ことができる。

〇 〇 〇 信頼のおける⽂献・資料・史料の
調査と収集を⾏うことができる。

〇 〇 〇 客観的かつ公平なデータの整理・
分析・考察を⾏うことができる。

〇 〇 〇 ⾃らの研究の独⾃性がどこにある
のかを明⽰することができる。

〇 〇 〇 収集した空間データを図表で表現
したり、GISなどを活⽤したりする
ことで、根拠を明⽰できる。

〇 〇 〇
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カリキュラムマップ ⼈間⽣活学科のディプロマ・ポリシー

学部名 ⼈間⽣活学部

⼈間⽣活学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

50015 ⼈間福祉学概論 2 Ⅰ ⼈が⼈を⼤切にする。それが⼈間福祉
の原点である。この原点に⽴ち返る眼
を養い，⽇常⽣活において⾃他を尊重
することができる。

〇 〇 物質的豊かさにとどまらない⼈間性に
満ちた⼈間⽣活について，多⾓的に捉
えて述べることができる。

〇 〇 ⼈間の尊厳を実現・維持していくため
の⼈間福祉の営みについて考察し記述
することができる。

〇 〇 〇

50020 経営経済学概論 2 Ⅰ 経営経済に関する研究領域の基礎知識
を説明できる。

〇 〇 現代の企業活動や消費⾏動について⽣
活者の視点から分析できる。

〇 〇 経営経済に関する研究領域に関⼼を持
ち、その関⼼に基づき主体的に考え、
記述することができる。

〇 〇

50025 ⽣活環境学概論 2 Ⅰ ⼈間⽣活を取り巻く諸問題を多⾓的に
捉えて述べることができる。

〇 ⽣活上の諸問題の背景を考察し説明す
ることができる。

〇 ⼈間⽣活の変化に関⼼を持ち，⽣活の
質の向上について記述することができ
る。

〇

50032 ⼈間⽣活学基礎研究I 2 Ⅰ ⼤学での学修・研究に必要なアカデ
ミック・スキルを実⾏できる。

〇 〇 研究に必要な⽂献・資料を検索・収集
し、それらの情報を適切に取り扱うこ
とができる。

〇 〇 レポートの作成によりアカデミック・
スキルを定着できる。

〇 〇 〇 プレゼンテーションにより⾃分の考え
をわかりやすく他者に表現する。

〇 〇 〇

50034 ⼈間⽣活学基礎研究II 2 Ⅰ ⼤学での学修・研究に必要なアカデ
ミック・スキルを実⾏できる。

〇 〇 研究に必要な⽂献・資料を検索・収集
し、それらの情報を適切に取り扱うこ
とができる。

〇 〇 〇 テーマを設定し，テーマに沿った⽂
献・資料を収集し、整理できる。

〇 〇 発表・レポート作成を繰り返すこと
で，アカデミック・スキルを定着させ
る。

〇 〇 他者の発表に対し質問や意⾒を積極的
に述べることができる。

〇 〇 〇

50040 ⼈間⽣活学演習ＩＡ 2  Ⅱ ⼈間⽣活学科における幅広い多様な学
びを理解するとともに，それらの関連
性について分野横断的に考察して記述
することができる。

〇 〇 〇 テーマに基づく情報収集・整理，ディ
スカッション，レポート作成の⼀連の
アカデミック・スキルを実⾏できる。

〇 〇 〇 論理的・説得的な意⾒を述べるととも
に，他者の意⾒を共感的に理解し建設
的なディスカッション・グループ研究
ができる。

〇 〇 〇

50050 ⼈間⽣活学演習ＩＢ 2  Ⅱ ⼈間⽣活に関わる様々な課題につい
て，情報を収集・分析・統合させ，多
⾓的な視点から考察して，説明・記述
することができる。

〇 〇 〇 ⼈間⽣活学科の研究領域の中から，⾃
分の問題意識や関⼼に基づき，研究
テーマを設定することができる。

〇 〇 〇 意欲的に他者に働きかけ，メンバーと
協働しながらコース・ゼミ運営ができ
る。

〇

50100 ⼈間⽣活学演習IIA 2   Ⅲ ⼈間⽣活学科において習得した豊富な
知識を⾃分の研究に応⽤できる。

〇 ⼈間⽣活を取り巻く諸問題に対する問
題意識に基づき、⾃分の研究テーマの
設定や調査・考察を遂⾏できる。

〇 これまでに体得した研究スキルをもと
に、卒業論⽂作成に関する⼀連の作業
に取り組み、順調に進めることができ
る。

〇

50200 ⼈間⽣活学演習IIＢ 2   Ⅲ ⼈間⽣活学科において習得した豊富な
知識を⾃分の研究に応⽤できる。

〇 ⼈間⽣活を取り巻く諸問題に対する問
題意識に基づき、⾃分の研究テーマの
設定や調査・考察を遂⾏できる。

〇 これまでに体得した研究スキルをもと
に、卒業論⽂作成に関する⼀連の作業
に取り組み、順調に進めることができ
る。

〇

51010 ⼈間関係学ＩＩ 2 ⅠⅡⅢⅣ 他者への想像⼒やケア的な⽣き⽅にも
とづいた健全な⼈間関係の形成と、そ
のうえで妨げとなる諸問題についての
基本的知識について説明できる。

〇 〇 ⾃⼰と他者、⾝体、魂などの哲学的諸
概念について理解に基づき、コミュニ
ケーションの具体的問題について考察
できる。

〇 〇 悲嘆や苦悩に寄り添うグリーフケアの
視点から⼈間関係を捉え、他者とのコ
ミュニケーションを構築することがで
きる。

〇 〇 〇

51030 ⼥性学ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ ジェンダー問題を⾃分にひきつけて考
えることができる。

〇 ⽇常⽣活にあふれているさまざまな
ジェンダー構造に気づき，そこに含ま
れている問題点を整理することができ
る。

〇 〇 ジェンダーにかかわる課題の解決の⽅
策を講ずることができる。

〇 ジェンダー研究に必要な知識を有して
いる。

〇

到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次

学科名 ⼈間⽣活学科
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

⼈間性に満ちた，幅広い教養と⾼い専⾨性を両⽴させるための知識と実践⼒をはぐくむため，学問の基礎を学ぶ「基礎科⽬」，学科の基盤と
なる科⽬及び演習・論⽂作成で構成する「共通科⽬」，専⾨分野を学ぶ「専攻科⽬」を設ける。
「専攻科⽬」は⼈間関係学や福祉学など，⼈間に関する研究を⾏う「⼈間福祉学履修コース」と，経営学や経済学など，社会の構造に関わる
研究を⾏う｢経営経済学履修コース｣，家政学，環境学など⽣活のあり⽅を研究する「⽣活環境学履修コース」という３つのコースにより構成
する。
これにより，⼈間⽣活学科が重視する「⼈間・福祉，経営・経済，⽣活・環境」分野の科⽬群を幅広く配置することを可能としている。

⼈間の⽣活を多⽅⾯から学ぶため， １年次の演習で論理的な思考⼒を培い， ２年次後半からは教員が運営するいずれかのゼミに所属し課題
研究・実践研究に取り組む準備を始める。これを通じて専⾨性を深めるとともに，幅広い知識を有機的に連携させる⼒を養う。３年次から
は，⾃らが選定したテーマに関する研究指導を受ける。このように研究関⼼を段階的に絞っていくことが可能なようにカリキュラムを構成
している。テーマ研究を通じて卒業論⽂の作成，審査会での報告等を⾏い，学⽣の思考⼒，判断⼒，表現⼒を総合的に⾼める。

⼈と⼈との関わり，⼈とモノとの関わりを学び，⼈間としての⽣き⽅を深く考える機会を⼗分
に得られるよう，基礎・共通・専攻各科⽬を配置する。学んだ知識の背後にある⼈間性を尊重
し，他者の⼈格価値に共感できる感受性を⾝につけるため，⼈と暮らしを⾒つめるという基本
⽅針のもとで構成されたカリキュラムを設ける。その上で福祉団体での実習，教育実習，地域
連携・共同研究活動など，様々な⼈々との協働の機会を提供する。

単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞
⼈間・福祉，経営・経済，⽣活・環境の各分野の学びを通じ，⼈間性に満ちた，幅広い教養を持ちつつ，課題に対する専⾨的な分析を⾏うた
めに必要な知識と技能を有している。

⼈間の⽣活を多⽅⾯から学ぶことにより，多⾓的に物事を捉えることのできる視野の広さを備え，社会の変化に柔軟に対応できる思考⼒を
持っている。幅広い知識と専⾨性を有機的に連携させ，⼈間⽣活に関わるさまざまな課題に関する情報を的確に分析・統合し，総合的に判
断できる⼒を持っている。課題研究を通じて専⾨的な視点から考察し，それを⼝頭及び⽂章の形で他者に論理的に伝える⼒を持っている。

社会⼈としての礼節とともに，他者への共感や奉仕の精神など，キリスト教的情操を⾝に付け
ている。それを基盤に，⼈と⼈との関わり，⼈とモノとの関わりを学ぶことに主体的・積極的
に取り組み，⼈間としての⽣き⽅を深く考えようという意欲を有している。知識の背後にある
⼈間性を尊重し，他者の⼈格価値に共感できる感受性を⾝につけ，それを実践の場で活⽤でき
る。

1



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

51035 ⼥性学 2  ⅡⅢⅣ ジェンダー問題を⾃分にひきつけて考
えることができる。

〇 ⽇常⽣活にあふれているさまざまな
ジェンダー構造に気づき，そこに含ま
れている問題点を整理することができ
る。

〇 〇 ジェンダーにかかわる課題の解決の⽅
策を講ずることができる。

〇 ジェンダー研究に必要な知識を有して
いる。

〇

51040 社会倫理学Ｉ 2 ⅠⅡⅢⅣ 現代における⽣命倫理問題についての
基本知識を備え、その問題点を説明す
ることができる。

〇 〇 倫理学的な問題意識から、⽣と死の問
題を考察することができるようにな
る。

〇 〇 「いのち」のあり⽅について、⾃分⾃
⾝の⽣の問題と結びつけて問うことが
できるようになる。

〇

51042 社会倫理学 2 ⅠⅡⅢⅣ 現代における⽣命倫理問題についての
基本知識を備え、その問題点を説明す
ることができる。

〇 〇 倫理学的な問題意識から、⽣と死の問
題を考察することができるようにな
る。

〇 〇 「いのち」のあり⽅について、⾃分⾃
⾝の⽣の問題と結びつけて問うことが
できるようになる。

〇

51120 家族社会学 2  ⅡⅢⅣ 家族研究の基礎的理論・学説および基
本的⽤語を説明することができる。

〇 家族変動を社会学的な分析視点から説
明することができる。

〇 家族にかかわる現代的諸問題を，⾃分
の⽣き⽅と関連付けながら考察・分
析・表現することができる。

〇 〇 〇

51130 地域社会学 2  ⅡⅢⅣ 地域コミュニティの変容を促したメカ
ニズムや、今⽇の社会が直⾯している
諸問題を説明できる。

〇 現代の地域社会をとりまく諸問題の解
決のために必要な条件を論じることが
できる。

〇 〇 ⾃らと地域社会の関係を批判的に再考
し、その成果を記述することができ
る。

〇 〇 より望ましい地域社会のありようにつ
いて考え、その実現に向けて⾃分が⾏
動すべきことを広い視野から具体的に
論じることができる。

〇 〇

51135 社会学と社会システム 2  Ⅱ 現代社会で起きている事象について、
その構造を説明することができる。

〇 〇 現代における⼈間と社会の関係につい
て分析し、解説することができる。

〇 〇 社会問題について、その原因や背景、
対策について分析することができる。

〇 〇 社会的格差や差別・偏⾒などについて
考え、議論することができる。

〇 〇

51137 ⼼理学と⼼理的⽀援 2  Ⅱ ⼈の⼼の基本的な仕組みと機能を理解
し、環境と社会との相互作⽤の中で⽣
じる⼼理的反応を説明できる。

〇 〇 ⼈の成⻑・発達段階の各期に特有な⼼
理的課題を理解し、説明できる。

〇 〇 ⽇常⽣活と⼼の健康との関係について
理解し、説明できる。

〇 〇 〇 ⼼理学の理論を基礎としたアセスメン
トの⽅法と⼼理的⽀援の基本について
理解し、それをどのように計画し実⾏
するのかを説明できる。

〇 〇 〇

51140 社会福祉学Ｉ 2 Ⅰ 社会福祉についての理念、歴史、制度
について理解し、説明することができ
る。

〇 〇 利⽤者の権利を実現するために何が必
要か考え、提⾔することができる。

〇 〇 利⽤者に必要な制度を検討し、具体的
に提⽰することができる。

〇 〇 少⼦⾼齢化、⼈⼝減少などのなかでの
社会福祉のあり⽅を提⾔することがで
きる。

〇 〇

51150 社会福祉学ＩＩ 2 ⅠⅡ 社会福祉学が対象とする問題領域につ
いての説明することができる。

〇 〇 〇 利⽤者の⽴場から福祉供給について議
論していくことができる。

〇 〇 福祉計画のあり⽅を考え、発⾔してい
くことができる。

〇 〇 職業倫理を踏まえた専⾨職者として、
教育や福祉の実践に携わることができ
る。

〇 〇

51162 ⾼齢者福祉論 2 Ⅰ ⾼齢者の⽣活実態，取り巻く社会環
境，福祉・介護需要について説明する
ことができる。

〇 〇 ⾼齢者福祉に関する法律や制度，専⾨
職について説明することができる。

〇 〇 充実した⾼齢期の⽣活のために必要な
ことについて関⼼をもって考察し，意
⾒を述べることができる。

〇 〇 地域社会の⼀員として，⾼齢社会にお
ける誰もが豊かに暮らせる地域社会づ
くりについて考察し，具体例を⽰しな
がら記述することができる。

〇 〇 〇

51180 児童福祉論 2 ⅠⅡ ⼦どもや家庭を取り巻く社会状況や福
祉ニーズについて説明できる。

〇 〇 現代社会における⼦ども家庭福祉の意
義と歴史的変遷について説明できる。

〇 〇 ⼦どもの権利保障・⼦ども家庭福祉の
制度について説明することができる。

〇 〇 ⼦ども家庭福祉の現状や動向を理解
し、記述することができる.。

〇 〇 ⼦ども家庭福祉の課題と、今後の展望
について⾃分の意⾒をまとめ、レポー
トに記述または発表することができ
る。

〇 〇

51182 児童家庭福祉論 2 ⅠⅡ ⼦どもや家庭を取り巻く社会状況や福
祉ニーズについて説明できる。

〇 〇 現代社会における⼦ども家庭福祉の意
義と歴史的変遷について説明できる。

〇 〇 ⼦どもの権利保障・⼦ども家庭福祉の
制度について説明することができる。

〇 〇 ⼦ども家庭福祉の現状や動向を理解
し、記述することができる.。

〇 〇 ⼦ども家庭福祉の課題と、今後の展望
について⾃分の意⾒をまとめ、レポー
トに記述または発表することができ
る。

〇 〇

51190 児童の⽣活と福祉 2  ⅡⅢⅣ ⼦育て家庭に対する⽀援の意義・⽬的
を説明することができる。

〇 〇 保育の専⾨性を活かした⼦ども家庭⽀
援の意義と基本について説明すること
ができる。

〇 〇 育て家庭に対する⽀援の体制について
説明することができる。

〇 ⼦育て家庭のニーズに応じた多様な⽀
援の展開と⼦ども家庭⽀援の現状、課
題について記述することができる。

〇 〇 〇 ⼦育て⽀援の場で、実際の⽀援を⾏う
ことができる。

〇 〇 〇

51200 障害者福祉論 2  Ⅱ 障害のある⼈の⽣活実態とこれらを取
り巻く社会情勢や福祉・介護需要(地
域移⾏や就労の実態を含む。)につい
て理解し、他者に説明できるようにな
る。

〇 〇 障害者総合⽀援法や障害者の福祉・介
護に係る他の法制度について理解し、
他者に説明できるようになる。

〇 〇 〇

51220 社会保障論Ｉ 2   ⅢⅣ 社会保障とは何か、社会保障がなぜ必
要かについて説明することができる。

〇 〇 社会保障をとりまく課題に対して、政
策を提⾔することができる。。

〇 〇 医療保障制度を活⽤して、傷病者を⽀
援することができる。

〇 〇 介護保険制度を活⽤して、要介護⾼齢
者を⽀援することができる。

〇 〇

51230 社会保障論ＩＩ 2   ⅢⅣ 年⾦制度の概要を理解し、わかりやす
く説明することができる。

〇 〇 年⾦制度の本質を踏まえ、制度改正に
ついて提案することができる。

〇 〇 雇⽤保険制度の概要を理解し、説明す
ることができる。

〇 〇 労災保険制度の概要を理解し、説明す
ることができる。

〇 〇 企業年⾦の特質を理解し、⽣活保障の
⼿段として活⽤することができる。

〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・技
能

思考・判
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⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒
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思考・
判断・
表現⼒
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思考・
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主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

51240 公的扶助論 2  ⅡⅢⅣ 貧困・低所得者問題について、その原
因や解決策について分析・提案でき
る。

〇 〇 〇 社会の発展のなかでの貧困の意味につ
いて説明できる。

〇 〇 貧困の⾃⼰責任論に対して、貧困の社
会的性格について説得的に反論でき
る。

〇 〇 ⽣活保護制度について説明できる。 〇 〇 低所得者に対して相談に応じ、利⽤で
きる制度について提案できる。また、
⽣活困窮者への⽀援計画を⽴案でき
る。

〇 〇

51250 地域福祉論Ｉ 2   ⅢⅣ 地域福祉の基本的な考え⽅、展開、動
向について理解し、他者に説明でき
る。

〇 〇 〇 地域⽣活課題の変化と現状を踏まえ、
包括的⽀援体制における社会福祉⼠及
び精神保健福祉⼠の役割について理解
し、他者に説明できる。

〇 〇 〇 包括的⽀援体制の考え⽅と、多職種及
び多機関協働の意義と実際について理
解し、他者に説明できる。

〇 〇 〇

51260 地域福祉論ＩＩ 2   ⅢⅣ 地域福祉における主体と対象、住⺠の
主体形成の概念について理解し、他者
に説明できる。

〇 〇 〇 地域福祉計画をはじめとした福祉計画
の意義・⽬的及び展開について理解
し、他者に説明できる。

〇 〇 〇 地域福祉を推進するための、福祉⾏財
政の実施体制と果たす役割について理
解し、他者に説明できる。

〇 〇 〇

51410 福祉科教育法Ｉ 2  Ⅱ 福祉科の⽬標や内容を理解し、学習内
容に対応した指導上の留意点や学習評
価の考え⽅を理解して教材研究に活⽤
することができるとともに、発展的な
学習内容を探求して学習指導への位置
づけを考察することができる。

〇 〇 〇

51420 福祉科教育法ＩＩ 2   Ⅲ ⽣徒の実態を考慮してICTや教材を効
果的に活⽤した福祉科の授業設計がで
きるとともに、作成した学習指導案に
沿った模擬授業の実施と振り返りを通
して実践的な授業改善の視点を⾝に付
けている。

〇 〇 〇

51451 ソーシャルワークの基盤と専⾨職I 2 Ⅰ ソーシャルワークとは何か、社会福祉
⼠とは何かを説明することができる。

〇 〇 ソーシャルワークの歴史について理解
し、考えることができる。

〇 〇 ソーシャルワークの価値と倫理を理解
し、実践につなげることができる。

〇 〇 〇

51461 ソーシャルワークの基盤と専⾨職II 2  Ⅱ 専⾨職としてのソーシャルワーカーの
意義を理解する。

〇 〇 ソーシャルワーカーとして、現在の⽣
活の諸問題に対してどう対応していく
べきか、個々の事例に則して考えるこ
とができる。

〇 〇 〇

51471 ソーシャルワークの理論と⽅法I 2  Ⅱ ⼈と環境との交互作⽤に着⽬して介⼊
するソーシャルワークの特性について
説明できる。

〇 〇 ソーシャルワークの構造と過程に係る
価値・知識・技術を習得する。

〇 〇 〇 ソーシャルワークのさまざまな実践モ
デルとアプローチについて概要を説明
できる。

〇 〇

51481 ソーシャルワークの理論と⽅法II 2   Ⅲ ミクロ・メゾ・マクロの各レベルにお
けるソーシャルワークについて概要を
説明することができる。

〇 コミュニティワークの具体的展開につ
いて説明することができる。

〇 スーパービジョンの重要性を理解し、
スーパーバイジーとしての役割を果た
すことができる。

〇 〇 〇

51491 ソーシャルワークの理論と⽅法III 2   Ⅲ ケースマネジメントとグループワーク
について具体的に説明することができ
る。

〇 〇 相談援助における，多職種・多機関連
携，ネットワーキング，社会資源の開
発の重要性について理解し，具体的に
説明することができる。

〇 〇 相談援助の対象と様々な実践モデル・
アプローチについて対⽐させながら説
明することができる。

〇 〇 インタビューや事例検討において，積
極的に他者と協働しながら，社会福祉
⼠として必要な態度や技術を習得す
る。

〇 〇 〇

51495 社会福祉援助技術論ＶＩ 2    Ⅳ ソーシャルワークにおける事例分析の
意義と⽅法を理解し実施できる。

〇 〇 〇 ソーシャルワークの対象と様々な実践
モデル・アプローチについて理解し，
クライエントシステムの状況に応じた
アプローチ⽅法が選択できる。

〇 〇 〇 演習において，積極的に他者と協働す
ることで視野を広げ，多⾓的に考察す
る⼒を獲得する。

〇 〇 〇

51501 ソーシャルワークの理論と⽅法IV 2    Ⅳ ソーシャルワークにおける事例分析の
意義と⽅法を理解し実施できる。

〇 〇 〇 ソーシャルワークの対象と様々な実践
モデル・アプローチについて理解し，
クライエントシステムの状況に応じた
アプローチ⽅法が選択できる。

〇 〇 〇 演習において，積極的に他者と協働す
ることで視野を広げ，多⾓的に考察す
る⼒を獲得する。

〇 〇 〇

51502 社会福祉調査の基礎 2   ⅢⅣ 社会福祉調査の意義と⽬的，⽅法につ
いて概要を説明・記述することができ
る。

〇 〇 社会福祉調査における倫理と個⼈情報
保護について説明・記述することがで
きる。

〇 〇 ソーシャルワークにおける評価の意義
と⽅法について説明・記述することが
できる。

〇 〇 量的調査及び質的調査の知識と技術を
習得する。

〇 〇 〇
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授業

コード

到達⽬標1

51520 社会福祉経営 2    Ⅳ 「福祉サービスの組織と経営」につい
て、社会的に重要な役割をもった組織
の⽬的や事業のあるべき姿、組織の⽬
指すべき理念や使命、それを実現する
ための⼿段等について明らかにするこ
とができる。

〇 〇 〇 重要項⽬について⾃分の⾔葉で表現す
ることができる。

〇 〇 〇

51532 保健医療と福祉 2   ⅢⅣ 保健医療サービスの制度や仕組みを説
明することができる。

〇 〇 クライエントに対して，適切な保健医
療サービスを提案することができる。

〇 〇 〇 保健医療サービスにおける社会福祉⼠
の役割を理解し，他職種と連携・協働
することができる。

〇 〇 〇

51552 権利擁護を⽀える法制度 2   ⅢⅣ 権利擁護とはなにか説明できる 〇 権利擁護⽀援が必要な対象者について
説明できる

〇 権利擁護のための法制度・特に成年後
⾒制度について説明できる

〇 意思決定⽀援の概要と⽀援の⽅法につ
いて説明できる

〇 〇 事例を通じてソーシャルワーカーが果
たすべき役割を説明できる

〇

51560 刑事司法と福祉 2   ⅢⅣ 刑事司法⼿続の概要について説明でき
る

〇 刑事司法福祉の担い⼿や関係機関につ
いて説明できる

〇 累犯障害者・⾼齢者の存在背景と⽀援
の必要性について説明できる

〇 刑事司法と社会福祉の連携について事
例をもとに対応を検討・考察できる

〇

51601 ソーシャルワーク演習 2  Ⅱ 援助者としての⾃⼰の特徴について把
握することができる。

〇 〇 個⼈の価値観と専⾨職としての価値観
を説明することができる。

〇 〇 福祉サービスを必要とする⼈と適切な
コミュニケーションをとることができ
る。

〇 〇 ⾮⾔語的コミュニケーションを活⽤す
ることができる。

〇 〇 福祉サービスの利⽤者との⾯接を適切
に⾏うことが出来る。

〇 〇

51611 ソーシャルワーク演習（専⾨）I 2  Ⅱ 事例を読み解いて、問題の所在を指摘
したり、解決⽅法を提案することがで
きる。

〇 〇 〇 先⾏事例における援助プロセスについ
て、問題点や課題を指摘することがで
きる。

〇 〇 個々の事例について、活⽤できる社会
資源を提案することができる。

〇 〇 ⾃らがかかわった事例について、適切
に記録化し説明することができる。

〇 〇 〇 困難事例であっても解決の⽅策を提案
することができる。

〇 〇

51621 ソーシャルワーク演習（専⾨）II 2   Ⅲ コミュニティワークの展開過程や援助
原則について具体的に説明することが
できる。

〇 演習事例を読み込み、問題点や課題を
指摘することが出来る。

〇 〇 〇 演習を通して学ぶことによって，地域
援助技術を⽤いた課題解決⽅法につい
て提案することができる。

〇 〇 〇

51631 ソーシャルワーク演習（専⾨）III 2   Ⅲ 相談援助にかかわる価値・知識・技術
について，具体的に説明することがで
きる。

〇 〇 援助を概念化・理論化し，体系⽴てて
説明することができる。

〇 〇 エンゲージメント・アセスメント・プ
ランニングなどの相談援助技術およ
び，その過程で必要な⾯接技術を習得
し，適切に実⾏することができる。

〇 〇 〇

51641 ソーシャルワーク演習（専⾨）IV 2   Ⅲ 実習体験をもとにした事例を完成させ
説明できる。

〇 〇 〇 社会福祉⼠に求められる価値・知識・
技術を統合化し応⽤することができ
る。

〇 〇 〇 演習に積極的に参加することで，視野
を広げ，多⾓的な視野で事例検討がで
きる。

〇 〇 〇

51661 ソーシャルワーク実習 6  ⅡⅢ ソーシャルワークの基盤と⽅法・ソー
シャルワークの理論と⽅法で学んだ知
識・技術を現場で活⽤することができ
る。

〇 〇 福祉現場の課題について、解決策を提
案することができる。

〇 利⽤者への⽀援計画を⽴案することが
できる。

〇 〇 「社会福祉⼠の倫理綱領」にそった援
助をすることができる。

〇 〇 実践を記録にまとめることができる。 〇 〇

51685 ソーシャルワーク実習指導 3  ⅡⅢ ⼤学で学んだ知識、技術をソーシャル
ワーク実習の具体的な体験で理解する
ことができる。

〇 〇 ソーシャルワーカーを⽬指すにあたっ
ての課題を明らかにすることができ
る。

〇 〇 社会福祉の制度や理論を、現場の実態
のなかで具体的に取り上げることがで
きる。

〇 〇 「社会福祉⼠の倫理綱領」を理解し説
明することができる。

〇 〇 実習に関連する計画書・報告書等を作
成することができる。

〇 〇

51710 介護理論及び介護技術 2  ⅡⅢ 介護の知識と⽅法について説明するこ
とができる。

〇 〇 介護のあり⽅について、双⽅向性を理
解したうえで考察し、記述することが
できる。

〇 〇 〇 介護の基礎的な技術を習得し実践でき
る。

〇 〇 〇 実技や⾒学実習において、メンバーと
積極的に協働することができる。

〇

51750 社会福祉総合実習 2   Ⅲ 利⽤者⽀援を通して，コミュニケー
ション能⼒の向上や教育者としての責
任感を⾼める。

〇 〇 〇 介護も含めた福祉実践について理解を
深め，それを適切に整理し伝えていく
⼒を⾝につける。

〇 〇 〇

51800 こころとからだの理解Ｉ 2 Ⅰ 根拠に基づいた介護の実践を⾏うため
に必要な⾝体構造や⼼⾝機能の基礎に
ついて概要を説明できる。

〇 ⽇常⽣活動作の基本的な知識をもっ
て，⾃⽴に向け安全に介護するための
⽅法を説明できる。

〇 〇

51810 こころとからだの理解ＩＩ 2  Ⅱ ICFについて説明できる。 〇 〇 ⽼化による⼼⾝機能や⼼理的影響が説
明できる。

〇 〇 認知症の概要を理解し⽀援⽅法の留意
点がわかる。

〇 〇 障がい児・者の特性を説明できる。 〇 〇

52005 ⽣活経営学 2 Ⅰ 1.⾝近な⽣活課題を経営・経済的知識
を活⽤して理解し、それらを論理的、
構造的に説明することができる。

〇 2.⾃らが⽣きる社会を⿃瞰したうえ
で、⽣活⽬標を設定し、合理的かつ戦
略的にそれを実現する⽅法を⾒つけ出
すことができる。

〇 3.単に⾃⼰の利益のみを追及するので
はなく、地域社会との共⽣を包摂した
独⾃のウェルビーイング（よい⽣き
⽅）像を創りあげることができる。

〇 4.授業内でディスカッションの機会が
設けられた場合、積極的に発⾔しつ
つ、時間内に意⾒を取りまとめるな
ど、リーダーシップ、メンバーシップ
を発揮することができる。

〇 〇

4



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

52015 現代経営学 2 ⅠⅡⅢⅣ 1.企業経営で⽤いられている、⽬的を
達成するための様々な戦略ツールや理
論を理解し、具体的な経営課題に対し
て活⽤することができる。

〇 〇 2.様々な組織における経営課題を、経
営学的な視点から論点を導き出し、適
切な対処⽅法を明らかにすることがで
きる。

〇 3.⾃らが、企業が提供する財・サービ
スの需要者（消費者）であり、かつ将
来企業などの組織でキャリアを積み上
げる者であることを⾃覚し、様々な場
⾯の対処に関して合理的な判断を⾏う
ことができる。

〇 〇 4.授業内でディスカッションの機会が
設けられた場合、積極的に発⾔しつ
つ、時間内に意⾒を取りまとめるな
ど、リーダーシップ、メンバーシップ
を発揮することができる。

〇 〇

52020 ⽣活経営学特講 2   ⅢⅣ 1.マクロ経済学の基本である国⺠経済
計算の内容を理解し、その実態に関し
データと⽐較しながら的確な評価を加
えることができる。

〇 〇 2.マクロ経済モデルを理解し、財政政
策、⾦融政策の効果について分析でき
るとともに、現状（実際）の景気状況
に関する改善策を具体的、説得的に提
案することができる。

〇 〇 3.数学的なモデルの解析を理解し、か
つ道具として、実際のデータを⽤いて
シミュレーションするなど使いこなす
ことができる。

〇 〇 4.授業内でディスカッションの機会が
設けられた場合、積極的に発⾔しつ
つ、時間内に意⾒を取りまとめるな
ど、リーダーシップ、メンバーシップ
を発揮することができる。

〇 〇 〇

52040 家族関係学 2  ⅡⅢ  現代社会における家族関係の諸問題
について倫理的・⼈間論的視点から理
解し、説明することができる。

〇 〇 ⾃⼰⾃⾝の家族観を⾒つめ直すことを
通じて、家庭⽣活という場や、そこに
おける関わりに固有の意義や豊かさに
ついて考察し、論じることができる。

〇 〇

52043 ミクロ経済学 2 ⅠⅡ 1.経済学の基本的考え⽅と分析ツール
を理解し、説明できる。

〇 2.現実の社会問題を経済学の視点から
分析でき、解決策を提⽰できる。

〇 〇

52046 マクロ経済学 2  Ⅱ 1.マクロ経済学の基本である国⺠経済
計算の内容を理解し、その実態に関し
データと⽐較しながら的確な評価を加
えることができる。

〇 〇 2.マクロ経済モデルを理解し、財政政
策、⾦融政策の効果について分析でき
るとともに、現状（実際）の景気状況
に関する改善策を具体的、説得的に提
案することができる。

〇 〇 3.数学的なモデルの解析を理解し、か
つ道具として、実際のデータを⽤いて
シミュレーションするなど使いこなす
ことができる。

〇 〇 4.授業内でディスカッションの機会が
設けられた場合、積極的に発⾔しつ
つ、時間内に意⾒を取りまとめるな
ど、リーダーシップ、メンバーシップ
を発揮することができる。

〇 〇 〇

52050 環境資源経済学 2   ⅢⅣ 環境・資源問題が発⽣するメカニズム
を理解し、説明できる。

〇 〇 現実の環境・資源問題を解決する対策
を提⾔できる。

〇 〇 〇

52053 国際経済学 2   ⅢⅣ なぜ貿易が起きるのかを説明できる。 〇 貿易政策がどのような影響をもたらす
のかを具体的事例に基づいて分析でき
る。

〇 〇 〇

52055 ⽣活経済学 2  ⅡⅢⅣ 1.⽣活に⾝近な現象の背景にある経済
構造や機能を、経済理論のフレーム
ワークを⽤いて説明することができ
る。

〇 〇 2.現実の経済の動きを把握し、⾃らの
⽣活を充実させるための基礎的知識と
して活⽤できる。

〇 3.個⼈の⽣活と経済事象を結び付け、
社会的課題に積極的にかかわるための
⽅法論を、⾃分の⾔葉で表現すること
ができる。

〇 〇 4.授業内でディスカッションの機会が
設けられた場合、積極的に発⾔しつ
つ、時間内に意⾒を取りまとめるな
ど、リーダーシップ、メンバーシップ
を発揮することができる。

〇 〇

52060 現代経済学 2    Ⅳ 1.現代的な経済課題に対する幅広い知
識を持ちつつ、⾃分の考えにこだわら
ず多様な解釈をすることができる。

〇 〇 2.関⼼のあるテーマについて調査し、
それを⾃分有に論点を⾒つけたうえ
で、参加者に分かりやすくプレゼン
テーションすることができる。

〇 〇 〇 3.グループディスカッションの⽬的を
認識し、適切な役割を理解したうえで
積極的に参加することができる。

〇 〇

52074 広告デザイン演習 2    Ⅳ 現代広告について、多様な学術的視座
による知⾒を説明できる。

〇 広告のデザインや表現に関する研究
テーマに基づき適切な⽅法論により分
析できる。

〇 〇 広告のデザインや表現について⾃⾝の
関⼼や研究テーマに基づき実証調査を
遂⾏できる。

〇 〇 〇

52076 マーケティングコミュニケーショ
ン論

2   ⅢⅣ マーケティング・コミュニケーション
に関する基本的知識や理論を説明でき
る。

〇 マーケティング・コミュニケーション
に関する実践的な戦略を⽴案できる。

〇 〇 講義で説明した事例や⾃⾝が⽴案した
マーケティング・コミュニケーション
戦略などについて、他の受講者とディ
スカッションできる。

〇 〇 〇

52078 マーケティング論I 2 ⅠⅡⅢⅣ マーケティングに関する基礎的な知識
を⾝につける。

〇 マーケティングの基本的な理論や概念
について説明することができる。

〇 〇 ⽇常⽣活において，またインターネッ
トや新聞記事を通じて，企業のマーケ
ティング活動に興味・関⼼を持つ。

〇 企業のマーケティング活動の事例につ
いて，マーケティングの概念と結び付
けて考え，論じることができる。

〇 〇 〇

52079 マーケティング論II 2  ⅡⅢⅣ マーケティングに関する基礎的な知識
を⾝につける。

〇 マーケティングの基本的な理論や概念
について説明することができる。

〇 〇 ⽇常⽣活において，またインターネッ
トや新聞記事を通じて，企業のマーケ
ティング活動に興味・関⼼を持つ。

〇 企業のマーケティング活動の事例につ
いて，マーケティングの概念と結び付
けて考え，論じることができる。

〇 〇 〇

52080 被服学Ｉ 2 Ⅰ 被服の時代性や地域性について理解
し，説明できる。

〇 〇 被服の素材や製造，管理と環境との関
わりなどの基本的な知識を理解し，被
服について総合的に説明することがで
きる。

〇 〇 被服の社会的な役割を理解し，TPOや
ライフステージに応じた被服の選択に
ついて説明できる。

〇 〇 〇 ⾐⽣活の変化に関⼼を持ち，これから
の⾐⽣活のありかたを提案できる。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

52081 応⽤マーケティング論 2    Ⅳ マーケティングとブランドとの関係を
説明できる

〇 〇 ⾃⾝の研究テーマあるいは興味とブラ
ンドとの関連が説明できる

〇 〇 〇 ⾃⾝が興味を持った商品についてブラ
ンド経営の視点で説明できる

〇 〇 〇 ブランドについてプレゼンテーション
およびディスカッションすることがで
きる

〇 〇 〇 他者のブランドについてのプレゼン
テーションに対して質問することがで
きる

〇 〇 〇

52082 ブランド論 2  ⅡⅢⅣ ブランドの基本的な知識や理論を説明
できる。

〇 市場や顧客・商品/サービスに関する
分析を⾏うことができる。

〇 ブランドの基本的な事例研究から、基
本的な課題発⾒や戦略⽴案ができる。

〇

52083 情報技術論 2    Ⅳ 経営シミュレーションの有⽤性と限界
について説明できる

〇 〇 「待ち⾏列」などのモデルをExcelで
作成し、シミュレーション実⾏できる

〇 〇 〇 エージェントベースモデルを使ったシ
ミュレーションの意義を説明できる

〇 〇 「囚⼈のジレンマ」のモデルを
Pythonで作成、シミュレーション実
⾏できる

〇 〇 〇

52084 マーケティングリサーチ論 2   ⅢⅣ 適切なグラフを作成することができる 〇 〇 〇 分析⼿法について簡潔に説明すること
ができる

〇 〇 多様な分析をすることができる 〇 〇 〇 ⽬的に合った質問票を作成することが
できる

〇 〇 〇

52085 ビジネス情報処理I 2  ⅡⅢⅣ 統計学について基本的なことが概説で
きる。

〇 〇 〇 表計算ソフトを⽤いてデータを整理で
きる。

〇 〇 〇 表計算ソフトで算出された結果を説明
できる。

〇 〇 〇

52086 ビジネス情報処理II 2   ⅢⅣ 記述統計について基本的なことが概説
できる。

〇 〇 表計算ソフトを⽤いて多変量解析をす
ることができる。

〇 〇 多変量解析結果の解説ができる。 〇 〇 〇

52090 被服学ＩＩ 2   ⅢⅣ 繊維製品の⼿⼊れ，保存，管理の基本
となることを理解して正確に説明でき
る。

〇 〇 洗剤及び洗濯⽅法について正しく説明
できる。

〇 〇 繊維製品の染⾊⽅法を理解し，その取
り扱いについて説明することができ
る。

〇 〇 ⾃らの被服管理について課題や改善点
を的確に判断し，⽇常⽣活に反映させ
ることができる。

〇 〇 〇

52096 ビジネスマナー 2 ⅠⅡ ビジネスマナーの必要性を理解し、説
明することができる。

〇 〇 最低限必要なビジネスマナーが実践で
きる。

〇 〇 〇 好感のもてるコミュニケーション能⼒
を⾝につけることができる。

〇 〇 〇

52100 ⾐料学 2  ⅡⅢ 繊維（天然，再⽣，半合成，合成繊
維）の性質について理解し，説明する
ことができる。

〇 〇 ⽷や織物，編み物などの被服材料の構
造や性質について理解し，説明するこ
とができる。

〇 〇 被服に付けられている表⽰を理解し，
説明できる。

〇 〇 被服材料の特徴や性質等を総合的に判
断して，着⽤⽬的に適応した被服を提
案できる。

〇 〇 〇

52113 インターンシップ実践I 2  Ⅱ 予想される社会構造の変化と⾃らの
キャリア形成の関係について他者に表
明することができる。

〇 〇 正解を１つに定めることができない課
題に対して⾃らの仮説によって結論を
定めることができる。

〇 〇 他者の考えに対して謙虚に⽿を傾け、
尊重しながら受け⽌めたうえで、⾃ら
の意⾒を表明することができる。

〇 〇 ⾃分⾃⾝のキャリアの⽅向性と実現に
向けた課題について表現することがで
きる。

〇 〇

52115 インターンシップ実践II 2   Ⅲ 1.課題解決プロジェクトへの参加にお
いて、キャリア選択やインターンシッ
プで必要とされる、思考や判断がで
き、伝えるべき内容を適切に表現する
ことができる。

〇 2.課題解決プロジェクトへの参加経験
を活かし、他の様々な課題に対しても
主体的、積極的に取り組むことができ
る。

〇 3.これから必要とされる、キャリア選
択やインターンシップ実践を適切にこ
なすための知識や技能が⾝につき、そ
れを活⽤することができる。

〇

52122 被服実習基礎I 1  Ⅱ 被服設計の基本事項を理解し，被服設
計に必要な⼈体計測ができる。

〇 〇 被服の構成を理解し，被服の仕組みと
制作⼯程が説明できる。

〇 〇 〇 基本的な縫製知識・技術を理解し，正
しい縫製⼯程で正確な縫製ができる。

〇 〇 〇

52126 被服実習基礎II 1  Ⅱ 被服設計の基本事項を理解し，被服設
計に必要な⼈体計測ができる。

〇 〇 被服の構成を理解し，被服の仕組みと
制作⼯程が説明できる。

〇 〇 〇 基本的な縫製知識・技術を理解し，正
しい縫製⼯程で正確な縫製ができる。

〇 〇 〇

52132 被服実習発展I 1   Ⅲ 被服の様々な製図⽅法を理解し，原型
を⽤いた製図ができる。

〇 〇 被服デザインに適応した被服材料の選
択ができる。

〇 〇 被服の構成を理解し，被服の仕組みと
制作⼯程を説明することができる。

〇 〇 被服制作に必要な縫製技術を理解し，
適した縫製⽅法を選択して制作するこ
とができる。

〇 〇 〇

52134 被服実習発展II 1   Ⅲ 被服の様々な製図⽅法を理解し，原型
を⽤いた製図ができる。

〇 〇 被服デザインに適応した被服材料の選
択ができる。

〇 〇 被服の構成を理解し，被服の仕組みと
制作⼯程を説明することができる。

〇 〇 被服制作に必要な縫製技術を理解し，
適した縫製⽅法を選択して制作するこ
とができる。

〇 〇 〇

52142 被服実習発展III 1   ⅢⅣ 和服（ひとえ⻑着）を扱うための布の
特徴、⽤布量を理解し、⾃分に合った
反物を準備できる

〇 〇 各⾃の体型を理解し、適切な採⼨に基
づいた裁断、しるし付けができる

〇 〇 和服の構成を理解した上で、縫製する
ことができる

〇 〇 縫い⽅の種類と違いを正しく理解し、
縫い進めることができる

〇 〇 縫い上げた和服（ひとえ⻑着）に適し
た和装⼩物を組み合わせ、⾃分で着装
することができる

〇 〇

52145 調理学 2 Ⅰ ⾷品の特性及び調理による⾷品の科学
的変化を説明することができる。

〇 〇 調理による⾷品の科学的変化を踏ま
え、調理の⼯夫や改善⽅法を⽰すこと
ができる。

〇 〇

52157 調理実習基礎I 1  Ⅱ 調理操作による⾷品の変化を理解し、
科学的な視点から説明できる。

〇 調理技術の基礎を活かして調理でき
る。

〇 〇 計画に沿って協働しながら、安全や衛
⽣に配慮して実験実習に取り組める。

〇 〇 実験実習を振り返り、課題を明確にし
て改善策を⽰すことができる。

〇 〇

52159 調理実習基礎II 1  Ⅱ 調理操作による⾷品の変化を理解し、
科学的な視点から説明できる。

〇 調理技術の基礎と応⽤を活かして調理
できる。

〇 〇 計画に沿って協働しながら、安全や衛
⽣に配慮して実験実習に取り組める。

〇 〇 実験実習を振返り、課題を明確にして
改善策を⽰すことができる。

〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

52172 調理実習発展I 1   Ⅲ 様式別の献⽴に沿った調理計画を⽴て
ることができる。

〇 調理技術を活かして様式別の調理や⾷
卓づくりができる。

〇 調理計画に沿って協働しながら安全や
衛⽣に配慮して主体的に実習に取り組
むことができる。

〇 実習を振り返り、課題の改善策や応⽤
例を検討することができる。

〇

52173 調理実習発展II 1   Ⅲ 様式別の献⽴に沿った調理計画を⽴て
ることができる。

〇 調理技術を活かして様式別の調理や⾷
卓づくりができる。

〇 調理計画に沿って協働しながら安全や
衛⽣に配慮して主体的に実習に取り組
むことができる。

〇 実習を振り返り、課題の改善策や応⽤
例を検討することができる。

〇

52175 栄養学 2  ⅡⅢ 栄養素と⾷品の関わりについて説明で
きる

〇 ⾷物の消化・吸収のしくみについて説
明できる

〇 栄養素の種類と働きについて説明でき
る

〇 バランスのとれた⾷事について説明で
きる

〇 〇 〇 ⾷品成分表を⽤いて栄養価を算出でき
る

〇 〇 〇

52195 ⾷品学 2   ⅢⅣ ⽇常的に摂取される代表的な⾷品の特
徴を説明できる

〇 ⾷品表⽰の内容を理解し、⾷品を選択
できる

〇 〇 ⾷品成分表を活⽤できる 〇 〇 〇 ⾷品衛⽣法、⾷品安全基本法等の法令
を理解し、⾷品の変質や⾷中毒の発⽣
機序などについて説明できるようにな
る

〇

52210 ⽣活環境学Ｉ 2 ⅠⅡⅢⅣ 1．瀬⼾内地域の環境の現状と課題を
理解し、説明することができる。

〇 〇 ２．環境問題の原因とメカニズムを説
明することができる。

〇 〇 ３．持続的で豊かな⽣活環境を維持す
るために何が必要かを判断し、⾏動に
移すことができる。

〇 〇

52220 ⽣活環境学ＩＩ 2  ⅡⅢⅣ 1.⽔島の公害について多⾯的な視点で
学び、被害者・加害者双⽅の⽴場から
説明することができる。

〇 〇 2.企業・⾏政が公害を経験しどのよう
に環境対策をしているかを学び、⾃分
が直⾯した時に判断できる。

〇 〇 3.現在の⽔島の問題を知り、過去の歴
史とどう結びついているのかを理解
し、説明できる。

〇 〇 4.和解を通し、どのような協⼒関係を
結ぶことが重要であるかを知り、説明
することができる。

〇 〇 5.将来の企業⼈・地域⼈として、この
ような問題を未然に防ぐため必要な倫
理や取組を考え、応⽤することができ
る。

〇 〇

52260 環境デザイン論 2   ⅢⅣ 1.⻄洋建築の様式・造形原理の歴史的
な変遷を説明できる。

〇 〇 2.⽇本の歴史的な住まいや環境の特徴
についてグローバルな視点から説明で
きる。

〇 〇 3.⽇本の歴史的環境を評価できる。 〇 〇 4.快適な都市⽣活を送る上での都市環
境の重要性を理解し、まちづくりに係
る様々な考え⽅を評価できる。

〇 〇 5.現代の住まいと環境を批判的に考察
し、これからの環境デザインについて
考え提⾔できる。

〇 〇

52270 住居学 2  ⅡⅢ 1.⽇本の住まいの歴史的な変遷を説明
できる。

〇 〇 2.住まいの計画について評価できる。 〇 〇 〇 3.将来の⾃分が住まう住居の在り⽅に
ついて、考えを説明できる。

〇 〇 4.これからの新しい住まい⽅について
提案できる。

〇 〇 〇

52282 住居計画学I 1   ⅢⅣ 基本的な住宅図⾯を作成することがで
きる。

〇 〇 住居計画に関わる様々な問題を整理分
析して⽬標を設定することができる。

〇 〇 ⾃らが考えるこれからの住まいのあり
⽅について、図⾯を⽤いて表現でき
る。

〇 〇 ⾃らが考えるこれからの住まいのあり
⽅についてプレゼンテーションし、的
確に質疑応答ができる。

〇 〇

52284 住居計画学II 1   ⅢⅣ 基本的な住宅図⾯を作成することがで
きる。

〇 〇 住居計画に関わる様々な問題を整理分
析して⽬標を設定することができる。

〇 〇 ⾃らが考えるこれからの住まいのあり
⽅について、図⾯を⽤いて表現でき
る。

〇 〇 ⾃らが考えるこれからの住まいのあり
⽅についてプレゼンテーションし、的
確に質疑応答ができる。

〇 〇

52290 住環境学 2  ⅡⅢⅣ 1.住環境を守る法律について説明でき
る。

〇 2.⾼齢社会における住環境づくりにつ
いて提⾔できる。

〇 〇 〇 3.住まいづくりの変遷から、将来の住
まいの在り⽅について提⾔できる。

〇 〇 4.多岐にわたる住環境問題・都市問題
を理解し、次の時代にふさわしい住ま
いづくり・まちづくりについて提唱で
きる。

〇 〇

52301 ⾷⽣活論 2 ⅠⅡⅢⅣ ⾷⽣活の歴史をふまえて、⾷の多様性
を説明することができる。

〇 〇 〇 ⽇本⼈の伝統的な⾷⽂化を説明するこ
とができる。

〇 ⾷⽣活に興味をもち、⾷事の楽しさを
記述することができる。

〇 〇 〇 関連分野の研究事例を引⽤できる。 〇 〇

52311 ⾷経営論 2  ⅡⅢⅣ ⾷料の⽣産から消費までの流れを⽰す
「フードシステム」の概念を説明でき
る。

〇 〇 ⾃分の⾷⽣活がフードシステムの中で
どのように位置づけられ、影響を受け
ているのかを説明できる。

〇 〇

52321 ⾷政策論 2   ⅢⅣ ⾷料に関する政府関係の公表資料を⾃
分で⼊⼿し、読みこなすことができ
る。

〇 〇 FTAやTPPなどの国際的な貿易交渉に
関するマスメディアの報道を理解し、
交渉の結果が⾃分の⽣活に及ぼす影響
のメリット、デメリットを判断でき
る。

〇 〇 ⽇本の⾷料・農業がおかれている状況
を理解し、⾃分なりの問題解決案を提
⽰できる。

〇 〇

52331 ⽐較⾷⽂化論 2  ⅡⅢⅣ ⾷⽂化の多様性を説明することができ
る。

〇 〇 〇 ⽇本⼈の⾷⽂化の成り⽴ちを説明する
ことができる。

〇 固有な⾷⽂化を多⾯的に考察し、特徴
を記述することができる。

〇 〇 〇 関連分野の研究事例を引⽤できる。 〇 〇

52400 保育学 2  ⅡⅢ ①保育の理論及び乳幼児の特性につい
て理解を深め，保育において⼤切にす
べきことを記述できる。

〇 〇 ②現代社会における保育の諸問題につ
いて考え,説明できる。

〇 〇 ③演習を通して乳幼児に対する関わり
⽅がわかり，実⾏できる。

〇 〇

52410 家庭機械及び家庭電気 2  ⅡⅢⅣ ⾝の回りの機械や製品の仕組みや構造
について理解し，説明することができ
る。

〇 〇 主体的に課題意識を持ち，解決するた
めの⽅法を探求しまとめることができ
る。

〇 〇 課題を解決するために，情報⼿段を適
切に活⽤し，⽬的に応じた情報の収
集・加⼯・表現を⾏うことができる。

〇 〇 〇

52416 ⽣活情報処理 2 ⅠⅡⅢⅣ 情報機器やネットワークの基礎的なこ
とを理解し、説明できる。

〇 プレゼンテーションの素材（表,グラ
フ,画像,図など）を作ることができ
る。

〇 〇 〇 ウェブページを作成できる。 〇 〇 〇 PowerPointを利⽤してわかり易い発
表ができる。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・技
能

思考・判
断・表現

⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

52430 家庭科教育法Ｉ 2  Ⅱ 家庭科の⽬標や内容を理解するととも
に、学習内容に対応した指導上の留意
点や学習評価の考え⽅を理解して教材
研究に活⽤することができる。

〇 〇 〇

52440 家庭科教育法ＩＩ 2   Ⅲ 個別の学習内容について指導上の留意
点を考察することができるとともに、
発展的な学習内容を探究し学習指導へ
の位置付けを考察することができる。

〇 〇 〇

52500 家庭看護学 2  ⅡⅢⅣ ⾝体的・精神的症状に関する家庭での
看護を理解できる。

〇 〇 〇 家庭看護の基本的な看護技術について
説明でき、実⾏できる。1．体温・呼
吸・脈拍・⾎圧測定2．⾝体の清潔・
更⾐3．包帯法4．救急処置

〇 〇 〇 家庭で起こりやすい事故について発達
段階をふまえ理解し、それに対しての
安全教育を⾏うことができる。

〇 〇 〇 家庭看護学の視点から現代社会の様々
な健康課題について考察ができる。

〇 〇 〇

53000 卒業論⽂ 6   ⅢⅣ 1. ⼈間⽣活学科の卒業論⽂としてふさ
わしい研究課題（リサーチ・クエス
チョン）を設定することができる。

〇 〇 〇 2.研究に必要な⽂献・資料の的確な収
集と分析（テーマによっては実践活動
による研究データの収集）を⾏うこと
ができる。

〇 〇 〇 3.論理的・批判的思考を⽤いて課題に
ついて適切に考察し、結論を導き出す
ことができる。

〇 〇 〇 4.研究内容を学術論⽂の形式で構成し
表現することができる。

〇 〇 〇 5.研究成果について、定められたスケ
ジュールに従って提出、発表すること
ができる。

〇 〇
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カリキュラムマップ 児童学科のディプロマ・ポリシー

学部名 ⼈間⽣活学部

児童学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

80110 総合演習Ｉ 2 Ⅰ 演習形式の授業に慣れる。 〇 〇 研究課題を通して，視野を広げ，問
題点を⾒つけることができる。

〇 〇 〇 他者の意⾒を聞き，⾃分の考えを表
明することができる。

〇 〇 〇 ⾃らが調べた内容について，論理的
で分かり易く，説得⼒のあるレポー
ト作成をすることができる。

〇 〇 〇

80200 総合演習ＩＩ 2 Ⅰ 演習形式の授業に慣れる。 〇 〇 研究課題を通して，視野を広げ，問
題点を⾒つけることができる。

〇 〇 〇 他者の意⾒を聞き、⾃分の考えを表
明することができる。

〇 〇 〇 ⾃らが調べた内容について，論理的
で分かり易く、説得⼒のある発表や
レポート作成等をすることができ
る。

〇 〇 〇

80300 ⼼理学概論 2 Ⅰ  ⼼理学とはどのような学問かを説
明することができる。

〇 〇 〇  ⼈間の⼼への興味と理解を深め、
⽇々の⽣活をよりよいものにするた
めの実践ができる。

〇 〇 〇  ⼼理学の学習を通して、教育者・
保育者・養育者になるための意欲を
持つことができる。

〇 〇

80500 教育原理 2 Ⅰ 教育の理念や概念について、⼀般的
に体系化された教育理論を理解する
とともに、歴史や思想について把握
し、これまでの教育や学校の営みを
理解する。また、具体的な社会や
⼈々の姿を反映させて教育課題を考
えていき、これらの社会を切り拓く
教育像を考える⼒を養うことを⽬標
とする。

80600 児童⽂化論Ｉ 2 Ⅰ 1,現代のメディア⽂化のなかで育っ
てきたことの意味とそこに潜む問題
について認識し、世間の⾵潮に流さ
れることのない判断⼒を持つ

〇 〇 〇 2,⼦どもの本の現状を理解し、絵本
や児童書についての深い洞察⼒を持
つ

〇 〇 〇 3,わらべうたや、様々な児童⽂化財
についての基本的な理解ができ、実
際に⼦どもたちの前で実践できる

〇 〇 〇

80710 ⾳楽基礎 2 Ⅰ 基本的な楽譜の読み書きができる。 〇 〇 〇 ⾳楽の諸要素を理解した上で，移調
や旋律の和⾳付けを実施することが
できる。

〇 〇 〇 楽譜を⾒て⾳程通り、リズム通りに
正しく歌うことができる。

〇 〇 〇

80800 美術基礎 2 Ⅰ  美術の基礎を通して表現、鑑賞す
ることの楽しさを味わう事が出来
る。

〇 〇  基礎的な技術の向上をはかること
が出来る。

〇

81000 児童学演習Ｉ 2   Ⅲ ⼼理学関連の卒業論⽂作成に必要と
される研究能⼒の基礎として、⽂献
検索、⽂献読解、⽂献批判等ができ
る。

〇 〇 〇 雑誌論⽂を講読し、⼼理学領域の幅
広い研究テーマに触れ、それぞれの
⼼理学論⽂の概要を説明できる。

〇 〇 〇 授業を通して、各⾃の研究テーマの
絞り込みができる。

〇 〇 科学的・論理的な考え⽅を⾝につ
け、調査データについて説明するこ
とができる。

〇 〇 〇

到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5
配当年次

学科名 児童学科
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

１年次必修の「基礎科⽬」においては，児童学の６つの領域（⼼理学，インクルーシブ学，⽂化学，教育学，⾳楽，美術）について学
ぶ。また，「総合演習」の少⼈数グループにおいて，研究・調査⽅法の基礎を学び，プレゼンテーションやディスカッションに主体的
に取り組む中で学び⽅を修得する。1.2年次では，学⽣⾃⾝の関⼼に基づいて⾃らの研究テーマを⾒出せるよう，６つの領域の講義を幅
広く学ぶことで，それらの基礎的な知識を⾝につける。

３年次以降は，「児童学演習」を中⼼に様々な科⽬を通して，⾃ら主体的に資料や情報を収集し，少⼈数でのディスカッション
を通してテーマを探求する。また，６つの領域から１つを選択し，各研究室のゼミに所属する。「児童学演習」及び「卒業論⽂
（卒業研究）」を通して，当該領域における専⾨的な研究⽅法と実践⽅法を修得する。４年次の終わりには卒業論⽂（または制
作，演奏）を完成させ，発表する。これらの探求を通して，思考⼒・判断⼒・表現⼒等の能⼒を⾝につける。

上記のような講義や演習，少⼈数でのディスカッション等に加えて，本学科では１年次よ
り，附属⼩学校・幼稚園でのボランティア実習をはじめ，通常の講義の枠組みを超えた体
験の機会を⽤意している。２年次以降には，教職・保育職にかかわる実習（「初等教育実
習」「特別⽀援教育実習」「保育実習」等）により，教員・保育⼠に求められる実践知を
修得する。実習を通して⼦どもの実際の姿に触れて学ぶことは，児童学に関する他の科⽬
を学ぶうえでも有機的に⽣かされる。これらを通して体験的な学びを⽀援することで，⼦
どもへの理論的・実践的な理解を図り，より深く学ぶ姿勢を育む。他者とかかわり，協働
しながら探求を深める体験を重ねることで，主体性をもって多様な⼈々と協働して学ぶ態
度を修得する。

単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞
児童学の６つの領域（⼼理学，インクルーシブ学，⽂化学，教育学，⾳楽，美術）の基礎的知識を習得し，そのうえで⾃ら選択した領
域についての専⾨的探求を深めている。また，こうした理論的・実践的理解に基づき，⼈⽣の出発点にある⼦どもを教え育む者にふさ
わしい知識と技能を⾝につけている。

資料や情報を収集し，批判的に読み解くことによって，また⼦どもと関わる実践において状況を多⾯的に理解することによっ
て，新たな理解を⽣み出す思考⼒をもっている。こうした探求を遂⾏するための論理的思考⼒，実践的判断⼒と，その成果を他
者に伝えていく表現⼒を⾝につけている。また，⾃らの理解や実践を振り返り，現実を改善していこうとする省察的な思考⼒を
⾝につけている。

児童学において⾃らのテーマを探求することを通して，⽣涯にわたる知的・実践的探求を
進めていくための基本的な学ぶ姿勢を育んでいる。児童学の学びや⼦どもと出会う体験を
通して，現代の教育現場における様々な課題を理解し探求していこうすることができる。
また，ディスカッションを通して，主体的に学び，他者との対話の中で理解を深めていく
ことができる。⼦どもに対して共感と敬意をもち，⼈間の多様なあり⽅を尊重しながら，
⾃ら学びを深めたり，共に学び育ち合ったりすることのできる態度をもっている。
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

81100 児童学演習ＩＩ 2   Ⅲ ⼼理学関連の卒業論⽂作成に必要と
される研究能⼒の基礎として、⽂献
検索、⽂献読解、⽂献批判等ができ
る。

〇 〇 〇 雑誌論⽂を講読し、⼼理学領域の幅
広い研究テーマに触れることができ
る。

〇 〇 授業を通して、各⾃の研究テーマの
絞り込みができる。

〇 〇 科学的・論理的な考え⽅を⾝につ
け、調査データについて説明するこ
とができる。

〇 〇 〇

81210 ⼼理学実験演習Ｉ 2  Ⅱ ⼼理学の実験的⼿法を通して、⼼理
学研究法の基礎を学ぶことができ
る。

〇 〇 データの分析やレポートを通して、
論理的思考⼒を⾝につけるととも
に，論理的に表現することができ
る。

〇 〇 実験レポート（論⽂）の書き⽅の基
礎やデータの処理⽅法を理解し，応
⽤することができる。

〇 〇

81260 ⼼理学実験演習ＩＩ 2  Ⅱ ⼼理学の実験的⼿法を通して、⼼理
学研究法の基礎を学ぶことができ
る。

〇 〇 データの分析やレポートを通して、
論理的思考⼒を⾝につけるととも
に，論理的に表現することができ
る。

〇 〇 実験レポート（論⽂）の書き⽅の基
礎やデータの処理⽅法を理解し，応
⽤することができる。

〇 〇 〇

81300 ⼼理教育統計 2  Ⅱ 統計的なものの⾒⽅・考え⽅を⾝に
つけることができる。

〇 〇 ⼼理学研究法に関する基礎知識を⾝
につけることができる。

〇 〇 どのような場合にどのような検定を
使⽤すべきかを判断できるようにな
る。

〇 〇

81440 福祉⼼理学 2   ⅢⅣ  家族・家庭の意義や機能を理解
し、説明することができる。

〇 〇  親⼦関係や家族関係等について発
達的・⼼理臨床学的な観点から理解
し、⼦どもとその家庭を包括的に捉
えた視点を習得し提⽰することがで
きる。

〇 〇 〇  ⼦育て家庭をめぐる現代の社会的
状況と課題について理解し、福祉現
場において⽣じる問題及びその背景
について説明できるとともに、その
⼼理的な⽀援について考え、提⽰す
ることができる。

〇 〇 〇 虐待、⼼的外傷後ストレス障害につ
いて説明できる。

〇 〇 〇

81450 社会⼼理学 2   ⅢⅣ 社会⼼理学という学問の特徴と位置
づけを述べることができる。

〇 〇 社会⼼理学で扱われる諸概念を，具
体的な事例と関連づけて説明するこ
とができる。

〇 〇 〇 社会⼼理学の研究⽅法の⼀つである
実験について，その設計やデータの
収集⽅法を説明することができ，ま
た結果の図表を正しく読み取ること
ができる。

〇 〇 社会⼼理学の知⾒を，現代社会に⽣
起する具体的な事象の説明に応⽤す
ることができる。

〇 〇 〇 個⼈の⾏為と社会現象との関係を説
明することができる。

〇 〇 〇

81500 ⼼理学特講Ｉ 2  Ⅱ 1.認知⼼理学の代表的な研究知⾒を
知ることができる

〇 〇 2.認知⼼理学の理論や⽅法論を学ぶ
ことができる

〇 〇 3.認知⼼理学の基礎⽤語について説
明できるようになる

〇 〇

81510 ⼼理学特講ＩＩ 2  ⅡⅢ ⼼理学における研究⽅法の基礎を学
ぶことで、⼼理学についての理解を
深め、それぞれの研究⽅法について
説明できる。

〇 〇 科学的な考え⽅を⾝につけ、研究
テーマに基づいて研究⽅法を適切に
選択することができる。

〇 〇

81750 児童教育学特講ＩＩ 2    Ⅳ 〇教育理論と実践とをつないで，
「何をすべきか」「どのようにすべ
きか」を具体的に考えることができ
る。

〇 〇 〇模擬授業（保育），模擬学級経営
などの実践を通して，学校現場で担
任になったときの⽅策を⾝に付ける
ことができる。

〇 〇

81850 児童⽂化論ＩＩ 2 Ⅰ 保育・教育現場において、読み聞か
せをすることの意義を説明できる

〇 〇 〇 絵本の基本構造やジャンルごとの特
徴を理解し、⼦どもに⼿渡す適切な
ものを選択することができる

〇 〇 〇 児童⽂化に関する教材の作成・実践
等を通し、⾃らの実践⼒をつける

〇 〇 〇

81860 児童⽂化論III 2  ⅡⅢⅣ ⼦どもにとっての“わらべうたの必
要性”について記述できる

〇 わらべうたの内容を⾃分のものと
し、⼦どもに伝えながら⼀緒に遊び
を楽しむことができる

〇 〇 〇 保育・教育者の⽴場として、⼦ども
の発達段階や季節等に応じたわらべ
うたを選ぶことができる

〇 〇

81900 児童⽂学 2  ⅡⅢⅣ 昔話の語りや、詩の朗読などを聞く
中で、⾃らの「聞く⼒」を伸ばし、
物語を楽しむとはどういうことか説
明できる

〇 〇 〇 児童⽂学作品に関⼼を持ち、積極的
に読書する中で、⼦ども理解を深
め、⾃分なりの意⾒を述べることが
できる。

〇 〇 〇 絵本から児童⽂学への橋渡しの⼤切
さを実感し、説明できる

〇 〇 〇 幼児期の「遊び」と「お話体験」に
ついて理解を深め、教材を作成し実
践できる

〇 〇 〇

81920 ⼦どもと健康 1  Ⅱ ○幼児の⼼⾝の発達，基本的な⽣活
習慣，安全な⽣活，運動発達などに
おける幼児期の特徴や意義を理解
し，それらを説明することができ
る。

〇 ○幼児の⼼⾝の発達，基本的な⽣活
習慣，安全な⽣活，運動発達など，
幼児期の特徴や意義について理解し
たことを，実際の保育の場⾯でどの
ように関連させていくことができる
のかを話し合ったり，発表したりす
ることができる。

〇 〇 ○幼児の⼼⾝の発達，基本的な⽣活
習慣，安全な⽣活，運動発達など，
幼児期の特徴や意義について学んだ
ことと，ボランティアなどで経験し
たことを結びつけて，今後の⾃⾝の
保育をどのように⾏っていきたいか
についてまとめることができる。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

81930 ⼦どもと⼈間関係 1   Ⅲ ・幼児を取り巻く⼈間関係をめぐる
現代的課題を理解する。

〇 〇 ・乳幼児期の⼈と関わる⼒の育ち
と、集団⽣活における⼈間関係の育
ちを総合的に理解する。

〇 〇

81940 ⼦どもと環境 1   Ⅲ ・幼児を取り巻く環境と幼児の発達
との関係性やその意義を理解する。

〇 〇 ・幼児期の施⾏・科学的概念の発達
を理解する。

〇 〇 ・標識や⽂字等、⽇常⽣活の中にあ
る情報や施設等と乳幼児との関わり
について、幼児の発達と関連付けて
理解する。

〇 〇

81950 ⼦どもと⾔葉 1   Ⅲ 1)⼈間にとっての⾔葉の意義や機能
を理解する2)⼈間にとっての話し⾔
葉や書き⾔葉などの⾔葉の意義と機
能について、説明できる

〇 〇 乳幼児の⾔葉の発達過程について、
理解し説明できる

〇 〇 ⾔葉に対する感覚を豊かにする実践
について理解する

〇 〇 〇 ⾔葉の楽しさや美しさに気付き、⾔
葉を豊かにする実践を、幼児の発達
の姿を合わせて説明できる

〇 〇 〇 1)幼児の発達における児童⽂化財の
意義について理解する2)児童⽂化財
について、基礎的な知識を⾝に付け
る

〇 〇

81960 ⼦どもと表現 2   Ⅲ 〇領域「表現」における理念を踏ま
え、幼児期の⼦どもの表現やその発
達について説明することができる。

〇 〇領域「表現」のねらいや内容、理
論を理解するとともに、⼦どもの表
現の育ちを⽀える保育者の援助や環
境構成を考え、記述することができ
る。

〇 〇 〇⾃らが表現することを楽しみ、そ
れを実現するための環境について分
析することができる。

〇 〇

82050 国語Ｉ 2  Ⅱ 〇国語科の⽬標と内容の構成につい
て，系統的に学んでいくことで，何
を⽬指す教科なのかを理解すること
ができる。

〇 〇 〇教材研究の進め⽅を知り、実践す
ることができる。

〇 〇国語科の指導に必要な知識・技術
と素養を⾝に付けることができる。

〇

82100 国語ＩＩ 2    Ⅳ 〇国語科を学ぶこと（学⼒観）につ
いて、⾃分なりの考えをもつことが
できる。

〇 〇 〇「話すこと・聞くこと」「書くこ
と」「読むこと（⽂学教材・説明⽂
教材）」の単元を構想して、授業の
つくりかたを⾝につけることができ
る。

〇 〇 〇漢字指導、ノート指導、⾳読指導
など、⽇常の授業の中で出会うであ
ろう諸問題について、具体的な指導
の⽅策を⾝につけることができる。

〇 〇

82150 書道 2   ⅢⅣ ⽂字教育の意義が説明できる。 〇 〇 正しい姿勢・執筆法が実⾏できる。 〇 〇 字形の整え⽅を理解し，演習・実技
を通して⽤筆法を実⾏できる。

〇 〇 実技の結果について，⾃⼰評価・相
互評価を実⾏できる。

〇 〇

82200 社会 2  Ⅱ ・⼩学校社会科の⽬標・内容につい
て理解し，概要を説明することがで
きる。

〇 ・社会科の授業づくりに関する基礎
的な知識や技能を習得し，それらを
反映した学習指導案を作成すること
ができる。

〇 〇 〇

82250 算数 2  Ⅱ ・算数科の⽬標と内容の構成につい
て系統的に学んでいくことで，何を
⽬指す教科なのかを説明することが
できる。

〇 ・算数科の指導に必要な教材研究の
⽅法を知り，実践することができ
る。

〇 〇

82300 理科 2  Ⅱ １ 学習指導要領の理科の⽬標や内
容について読み解き，学年ごとの観
察，実験の特⾊や学年間の系統性に
ついて考えることができる。

〇 〇 ２ めあてに対する予想やその根拠
を考えた後，班内で協⼒して観察，
実験を⾏い，考察を書くことができ
る。

〇 〇 〇 ３ 観察，実験の基礎となる測定機
器や観察・実験器具を安全かつ正確
に操作することができる。

〇 〇 ４ 観察や実験をした後，教える⽴
場の教師⽬線で考えたことを⼩レ
ポートにまとめることができる。

〇 〇

82340 ⽣活 2 Ⅰ ・⽣活科創設の趣旨，⽬標，内容の
構成について学んでいくことで，何
を⽬指す教科なのかを説明すること
ができる。

〇 ・⽣活科の内容に関わる具体的な活
動や体験を⾏う演習を通して，⽣活
科の指導に必要な教材研究の⽅法を
⾝に付けることができる。

〇 〇

82450 ⾳楽Ｉ 2  Ⅱ 保育所・幼稚園や⼩学校で扱われる
ことの多い歌唱教材について，ピア
ノ伴奏とともに歌うことができる。

〇 〇 〇 保育所・幼稚園や⼩学校で使⽤する
楽器を⽤いて，基本的な演奏⽅法を
理解し，合奏することができる。

〇 〇 〇 ⾳の違い（強弱・リズム・⾳⾊等）
に気づき，表現することができる。

〇 〇 〇

82500 ⾳楽ＩＩ 2  Ⅱ 保育所・幼稚園や⼩学校で扱われる
ことの多い歌唱教材について，ピア
ノ伴奏とともに⾳楽的な表現ができ
る。

〇 〇 〇 ⾳の違い（強弱・リズム・⾳⾊・
ニュアンス等）に気づき，表現する
ことができる。

〇 〇 〇 各課題曲の⾳楽的要素について深く
理解した上で表現することができ
る。

〇 〇 〇
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82541 ⾳楽III 2   ⅢⅣ 楽譜を正確に読み，演奏することが
できる。

〇 〇 〇 楽譜から⾳楽的な要素(強弱・リズ
ム・⾳⾊・ニュアンス等)を読み取
り，ふさわしい表現ができる。

〇 〇 〇

82548 ⾳楽IV 2   ⅢⅣ 童謡・唱歌等⼦どもの周りにある歌
唱教材について，コード・ネームに
基づいた伴奏付けができる。

〇 〇 〇 ⼦どもの動きに合わせて，既存の曲
をアレンジしてピアノで弾くことが
できる。

〇 〇 〇 童謡・唱歌等⼦どもの周りにある歌
唱教材について，歌詞や曲の性質に
合った簡易伴奏を作ることができ
る。

〇 〇 〇

82550 ピアノ演習I 2  ⅡⅢ 楽譜を正確に読み，演奏することが
できる。

〇 〇 〇 楽譜から様々な要素を読み取り，作
品にふさわしい表現ができる。

〇 〇 〇

82600 ピアノ演習II 2   ⅢⅣ 楽譜を正確に読み，演奏することが
できる。

〇 〇 〇 ⾳楽的な要素を活かしながら演奏す
ることができる。

〇 〇 〇 その曲にふさわしい⾳楽的な表現が
できる。

〇 〇 〇

82750 声楽演習I [20] 2   Ⅲ 歌唱法の基礎となる正しい呼吸法や
発声法を学び，実⾏できる。

〇 〇 〇 ⾳程やリズムなど，楽譜を正確に読
み，正しく歌唱できる。

〇 〇 〇 正確な⽇本語の発⾳⽅法を学び，詩
をはっきりと伝えることができる。

〇 〇 〇 外国語の意味を理解し，発⾳に気を
つけながら歌うことができる。

〇 〇 〇 楽譜・詩から内容を深く読み取るこ
とができ，⾳楽的な表現ができる。

〇 〇 〇

82751 声楽演習I [23] 2  ⅡⅢ 歌唱法の基礎となる正しい呼吸法や
発声法を学び，実⾏できる。

〇 〇 〇 ⾳程やリズムなど，楽譜を正確に読
み，正しく歌唱できる。

〇 〇 〇 正確な⽇本語の発⾳⽅法を学び，詩
をはっきりと伝えることができる。

〇 〇 〇 外国語の意味を理解し，発⾳に気を
つけながら歌うことができる。

〇 〇 〇 楽譜・詩から内容を深く読み取るこ
とができ，⾳楽的な表現ができる。

〇 〇 〇

82810 声楽演習II 2   ⅢⅣ 美しい声を出すための正しい呼吸
法，発声法を深め，実⾏できる。

〇 〇 〇 ⾳程やリズムなど，楽譜を正確に読
み，正しく歌唱できる。

〇 〇 〇 詩の内容を理解し，発⾳に気をつけ
ながら，歌唱することができる。

〇 〇 〇 楽譜・詩から内容を深く読み取るこ
とができ，その曲にふさわしい⾳楽
的な表現ができる。

〇 〇 〇

82950 作曲演習Ｉ 2   Ⅲ 童謡・唱歌等⼦どもの周りにある歌
唱教材について，コード・ネームに
基づいた伴奏付けができる。

〇 〇 〇 ⼦どもの動きに合わせて，既存の曲
をアレンジしてピアノで弾くことが
できる。

〇 〇 〇 童謡・唱歌等⼦どもの周りにある歌
唱教材について，歌詞や曲の性質に
合った簡易伴奏を作ることができ
る。

〇 〇 〇

83000 作曲演習ＩＩ 2   Ⅲ 童謡・唱歌等⼦どもの周りにある歌
唱教材について，コード・ネームに
基づいた伴奏付けができる。

〇 〇 〇 ⼦どもの動きに合わせて，既存の曲
をアレンジしてピアノで弾くことが
できる。

〇 〇 〇 童謡・唱歌等⼦どもの周りにある歌
唱教材について，歌詞や曲の性質に
合った簡易伴奏を作ることができ
る。

〇 〇 〇

83150 絵画I 1 Ⅰ  絵画の基礎的な実習を通して表現
することの楽しさを味わうことがで
きる。

〇 〇 〇  基礎的な技術の向上をはかること
ができる

〇

83200 絵画ＩＩ 1   Ⅲ  絵画の基礎的な実習を通して表現
することの楽しさを味わうことがで
きる。

〇 〇 〇 基礎的な技術の向上をはかることが
できる。

〇

83250 絵画III 1    Ⅳ  絵画の基礎的な実習を通して表現
することの楽しさを味わうことがで
きる。

〇 〇 〇 表現技術の向上を図ることができ
る。

〇

83300 絵画ＩＶ 1    Ⅳ  油絵、⽊炭デッサンを通して絵画
表現について、知識、関⼼を深める
ことができる。

〇 〇 〇  作品制作を通して⾃分の眼で観て
考え表現することができる。

〇 〇

83310 表現と鑑賞の美術 1    Ⅳ 美術鑑賞を通して⽇本美術に関する
専⾨的な知識を深めるとともに、鑑
賞する姿勢（⾒⽅・感じ⽅）を学ぶ
ことができる。

〇 〇 〇 実技を通して表現することの楽しさ
を味わうとともに、技術の向上をは
かることができる。

〇 広い視野で芸術領域を俯瞰し、興味
のある対象を⾒つけ、学びを深める
ことができる。

〇 〇 〇

83350 絵画Ｖ 1    Ⅳ  美術鑑賞を通して⽇本美術に関す
る専⾨的な知識を深めるとともに、
鑑賞する姿勢（⾒⽅・感じ⽅）を学
ぶことができる。

〇 〇 〇  実技を通して表現することの楽し
さを味わうと共に、技術の向上をは
かることができる。

〇  広い視野で芸術領域を俯瞰し、興
味のある対象を⾒つけ学びを深める
ことができる。

〇 〇 〇

83360 彫塑Ｉ 1  Ⅱ 1.頭像制作による造形表現を⾏い、
彫塑作品を完成させることができ
る。

〇 〇 〇 2.材料や道具の使い⽅や素材として
の粘⼟や⽯膏について特質を理解
し、状況に応じて正しく使⽤でき
る。

〇 〇 3.基本的な彫刻の歴史と造形要素を
理解し応⽤できる。

〇 4.幼児期の造形活動を学び、彫塑の
本質的な意味について⾃分なりの考
えを持つことができる。

〇 〇
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83365 彫塑 1  Ⅱ 1.頭像制作による造形表現を⾏い、
彫塑作品を完成させることができ
る。

〇 〇 〇 2.材料や道具の使い⽅や素材として
の粘⼟や⽯膏について特質を理解
し、状況に応じて正しく使⽤でき
る。

〇 〇 3.基本的な彫刻の歴史と造形要素を
理解し応⽤できる。

〇 4.幼児期の造形活動を学び、彫塑の
本質的な意味について⾃分なりの考
えを持つことができる。

〇 〇

83400 造形Ｉ 2    Ⅳ  多様な造形表現があることを知
り、体験的学習として作品を制作す
ることが出来る。

〇  技法遊びのための素材・⽤具の特
徴と扱い⽅を知ることが出来る。

〇  ⼦どもが扱うときの留意点、発達
に合わせた援助の⽅法を考えること
が出来る。

〇

83450 造形ＩＩ 2  Ⅱ  造形教育に関する知識,関⼼を深
めることができる。

〇 〇 〇 造形指導上に必要な技術を⾝につけ
ることができる。

〇

83600 家庭 2  Ⅱ  家庭科の⾐・⾷・住に関する基礎
的・基本的な知識・技能を⾝に付け
ることができる。

〇 〇 〇  「家庭」の実践的・体験的な活動
を通して，どの題材を⽤いて，どの
ように授業を⾏いたいかを考えなが
ら受講し，前期の家庭科指導法に活
⽤することができる。

〇 〇 〇 新しい教材開発を考えることができ
る。

〇 〇 〇

83670 体育 2  Ⅱ 〇幼児期の運動遊びから⼩学校低学
年の運動遊びへの接続のポイント
と，⼩学校体育科の⽬標及び，各発
達段階における⽬標と学習内容の概
要について理解し，説明することが
できる。

〇 〇 〇⼩学⽣の発達段階に応じた授業の
⼤まかな流れを捉え，作成した指導
案をポイントに沿って話し合った
り，検討したり，修正したりするこ
とができる。

〇 〇 〇授業を通して「運動好きな⼦ども
を育てる体育科の授業づくりについ
て」の考えを深め、それをレポート
にまとめることができる。

〇 〇 〇

83680 ⼩学校英語 2   Ⅲ ⼩学校外国語活動・外国語科の授業
を担当するために必要な実践的な英
語運⽤⼒を、授業場⾯を意識しなが
ら⾝に付けることができる。

〇 〇 〇 ⼩・中学校の接続を踏まえながら、
⼩学校における外国語活動・外国語
科の授業を担当するために必要な背
景的知識を理解し、記述することが
できる。

〇 〇 〇

83690 教職基礎論 2 Ⅰ ・教職の意義、教職の役割、教員の
役割、資質能⼒、職務内容等につい
て⾝に付けることができる。

〇 ・教職の実務について観察体験する
ことで、教職を志す意欲を⾼めるこ
とができる。

〇 ・⾃らの適性を判断し、進路選択に
資する教職のあり⽅を理解すること
ができる。

〇

83750 教育思想史 2    Ⅳ  学校を中⼼とする教育の歴史、そ
れを⽀えてきた教育思想の展開につ
いて学び、学校教育史と教育思想に
関する基礎的な知識を⾝につける。

〇 「教育」の広い概念の中でも特に
「教える」という⾏為に着⽬し、そ
れについての思索や⼯夫の歴史、そ
のための専⾨の場としての「学校」
の登場と変遷について学び、学校の
もつ意味について考えることができ
る。

〇  教育思想の歴史を学ぶことを通し
て、教員をめざす者、広く教育に関
わりたい者にふさわしい教育及び学
校教育の基本的概念をもち、今後の
学びや実践に⽣かすことができる。

〇

83840 教育・学校⼼理学 2  ⅡⅢⅣ 教育⼼理学に関する基礎的な理解を
通じて、教育者としての⼦どもとの
かかわりについて、各⾃の考察を深
めることができる。

〇 〇 〇

83850 発達⼼理学Ｉ 2 ⅠⅡⅢⅣ 授業を通して、⼼の発達のメカニズ
ムを多⾯的に理解することができ
る。

〇 〇 〇 ⾃らの成⻑のプロセスと照らし合わ
せながらこれまでの⼈⽣を振り返る
とともに、⾃らのこれからの育ちを
⾒通しつつ、明⽇への成⻑に繋がる
ための実際的な学びができる。

〇 〇

83900 発達⼼理学ＩＩ 2 ⅠⅡⅢⅣ ⼦ども理解を深めることができる。 〇 〇 〇 保育者・教師としての⼒量形成を⾏
う。

〇 〇 〇

84000 学校経営論 2   ⅢⅣ 〇学校経営の基礎的な知識を⾝に付
けて、それに関連する課題について
ディスカッション等を通して考える
ことができる。

〇 〇 〇学校と地域との連携の⼤切さにつ
いて理解することができる。

〇 〇 〇学校安全への対応に関する基礎的
知識を⾝に付けることができる。

〇 〇
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84050 教育法規 2   ⅢⅣ  我が国の教育の根拠となっている
法規について、基礎的知識を⾝に付
け、教育の社会的、制度的仕組みを
理解することができる。

〇 〇  教育に関する法的思考の重要性を
理解し，教育の在り⽅について、法
規を通して体系的に理解できる。

〇 〇  現実の教育上の諸課題について、
教育法規的な観点からも考察し、判
断できる。

〇 〇

84100 家庭教育 2    Ⅳ ・現代社会における家庭教育に関す
る問題意識をもち、説明することが
できる。

〇 〇 〇 ・家族のニーズに応じた多様な⽀援
活動についての理解し、説明するこ
とができる。

〇 ・⼦どもを愛することと⽢やかすこ
との違いを知り，愛が伝わるコミュ
ニケーションを学び、よい⼈間関係
の構築に活かすことができる。

〇 〇 〇

84110 特別⽀援教育基礎論 2 Ⅰ 特別な⽀援を必要とする幼児、児童
及び⽣徒の学習上⼜は⽣活上の困難
を理解し、そのための指導・⽀援を
⾏うための基礎的知識を扱う。主た
る障害についての特性を理解して、
それらを⾃分のことばで表現でき
る。

主たる障害の特性を理解し、それら
を踏まえての実際的な指導について
の基礎的事項を⾃分のことばで表現
できる。

特別⽀援の視点を取り⼊れた保育・
教育の基礎的事項を⾃分のことばで
表現できる。

84120 特別⽀援教育の視点と教科指
導

2    Ⅳ 通常学級における特別な教育的ニー
ズのある児童⽣徒を包摂するための
教育⽅法，指導⽅法について理解で
きる。

〇 通常学級における特別な教育的ニー
ズのある児童⽣徒を包摂する授業づ
くりの在り⽅について⾃分の⾔葉で
表現できる。

〇 〇 〇 通常学級における特別な教育的ニー
ズのある児童⽣徒を包摂する授業を
デザインし，実践することができ
る。

〇 〇 〇

84160 教育課程論 2  Ⅱ 教育課程の意義、学習指導要領の内
容等を理解し、説明することができ
る。

〇 教育課程編成に必要な事項を整理し
ながら、教育のあり⽅や⼦どもの学
びの質を⾼めるカリキュラムマネー
ジメント等について考えたことをレ
ポートやプレゼンなどで表現するこ
とができる。

〇 グループ・デイスカッションする中
で、学んだ事を基に教育課程につい
ての理解や考えを深め、よりよい教
育課程を創り上げるための⾃分の考
えを積極的に出し合うことができ
る。

〇

84200 特別活動の指導法 2   Ⅲ ・学習指導要領に⽰された特別活動
の⽬標・内容について理解し、学校
教育における特別活動の意義につい
て説明することができる。

〇 ・特別活動の特質や指導原理を理解
した集団形成への効果的な指導の在
り⽅や教育課題を踏まえた学級経営
等について考えたことをレポートや
指導案などに表現したり模擬授業を
⾏ったりすることができる。

〇 ・グループ・デイスカッションや模
擬授業を⾏ったりする中で、特別活
動で育むことが求められている「⼈
間関係形成」「社会参画」「⾃⼰実
現」に関する⾃分の考えを積極的に
⽰したり、よりよい模擬授業にする
ために⼯夫をしたりすることができ
る。

〇

84260 教育課程の理論と⽅法 2  Ⅱ ・幼児教育における望ましい教育課
程等の編成の在り⽅や内容について
理解する。

〇 〇 〇 ・教育課程等と指導計画の関係や内
容について理解する。

〇 〇 〇 ・幼稚園等における「カリキュラ
ム・マネジメント」の意義や重要性
を理解する。

〇 〇 〇

84300 国語科指導法 2  Ⅱ ・学習指導要領に⽰された国語科の
⽬標や内容を理解する。

〇 ・国語科の学習内容とその背景とな
る学習指導理論について理解を深め
る。

〇 ・具体的な授業場⾯を想定した授業
設計を⾏い、指導案に記すことがで
きる。

〇 〇 〇

84350 社会科指導法 2   Ⅲ ・学習指導要領に⽰された社会科の
⽬標や内容について説明することが
できる。

・社会科の学習内容とその背景とな
る学習理論について理解を深め，授
業づくりに活⽤することができる。

・具体的な場⾯を想定した学習指導
案を作成し，模擬授業を⾏うことが
できる。

84400 算数科指導法 2  Ⅱ ・学習指導要領に⽰された算数科の
⽬標と学習内容を知り、説明するこ
とができる。

〇 ・算数科の学習内容とその背景とな
る学問・数学とを関連付けて教材研
究を⾏い、学習指導理論を踏まえて
授業づくりを実践することができ
る。

〇 〇 ・具体的な授業場⾯を想定して学習
指導案を作成し模擬授業を⾏い振り
返る中で、よりよい授業づくりの⽅
法を⾝に付けることができる。

〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

84448 理科指導法 2   Ⅲ  学習指導要領に⽰されている⼩学
校理科の⽬標や内容，教材研究の視
点等を理解し，模擬授業を⾏うこと
を通して，指導技術の基礎・基本を
⾝に付けることができる。

〇 〇 〇

84500 ⽣活科指導法 2  Ⅱ ・学習指導要領に⽰された⽣活科の
⽬標と学習内容を知り、説明するこ
とができる。

〇 ・⽣活科の学習内容とその背景とな
る学習指導理論について知ることが
できる。

〇 〇 ・具体的な授業場⾯を想定して学習
指導案を作成し模擬授業を⾏い振り
返る中で、よりよい授業づくりの⽅
法を⾝に付けることができる。

〇 〇

84550 ⾳楽科指導法 2   Ⅲ ⼩学校⾳楽科の⽬標や内容を理解す
る。

〇 ⼦どもの発達過程を考慮した、教材
の効果的な活⽤法と学習指導理論に
ついて理解する。

〇 〇 具体的な授業場⾯を想定した授業設
計を⾏い、実践することができる。

〇 〇 〇

84600 図画⼯作科指導法 2   Ⅲ ・学習指導要領に⽰された図画⼯作
科の⽬標や内容を理解するすること
ができる

〇 〇 〇 ・図画⼯作科の学習内容のその背景
となる学習指導理論の理解と内容の
実践体験 を味わうことができる。

〇 〇 〇 ・授業内容を想定した授業計画をお
こない、指導案を記すことができ
る。

〇 〇 〇

84650 家庭科指導法 2   Ⅲ 教材研究の深さが授業を成功させる
要であり、児童の学習意欲とも深く
関連している。家庭の授業で学んだ
⾐・⾷・住を基盤に授業構想を考
え、指導案を作成して模擬授業を実
施し、教師としての資質を⾝に付け
る。

〇 〇 〇

84700 体育科指導法 2   Ⅲ ○学習指導要領に⽰された体育科の
⽬標や内容を理解することができ
る。

〇 ○体育科の学習内容とその背景とな
る学習指導理論について理解を深
め，指導案作成や模擬授業に活かす
ことができる。

〇 〇 〇 ○具体的な授業場⾯を想定した授業
設計を⾏い，指導案を作成すること
ができる。

〇 〇 〇

84710 ⼩学校英語科指導法 2   Ⅲ 外国語活動・外国語科導⼊の背景及
び⽬標と内容について系統的に学ぶ
ことを通して、児童がどのような資
質・能⼒を⾝に付けることをねらっ
た活動・教科であるのかを理解し、
説明することができる。

〇 児童期の第⼆⾔語習得の特徴と発達
段階を踏まえた学習指導理論につい
て理解し、説明することができる。

〇 外国語活動・外国語科の実践に必要
な指導技術及び授業づくりに必要な
知識・技能を⾝につけ、模擬授業を
することができる。

〇 〇 〇

84760 道徳教育の理論と⽅法 2  Ⅱ 道徳の意義や原理等を踏まえ、学校
の教育活動全体を通じて⾏う道徳教
育及びその要となる道徳科の⽬標や
特質、指導計画等を理解し、説明す
ることができる。

〇 〇 〇 教材研究や学習指導案の作成、模擬
授業を通して実践的な指導⼒を⾝に
付けることができる。

〇 〇 〇 道徳科の内容項⽬について理解し、
説明することができる。

〇 〇

84780 総合的な学習の時間の指導法 2   Ⅲ ○「総合的な学習の時間」の意義と
原理を捉えた上で，⽬標や育成する
資質・能⼒及び内容と単元計画の基
本的な考え⽅を説明することができ
る．

〇 〇 探究的・協同的な学習における学習
指導や学習評価のあり⽅について理
解し，演習等を通して技能を習得す
ることができる．

〇 〇 ○「総合的な学習の時間」について
単元の単位で指導内容を構想するこ
とができる。

〇 〇 〇 ○学⽣同⼠の協同的な学習を通じ
て、プレゼンテーションスキルやラ
イティングスキルを⾝につけること
ができる。

〇 〇 〇

84800 教育⽅法論 2   Ⅲ ・⼦どもたちに求められる資質・能
⼒を育成するために必要な教育の⽅
法を説明することができる。

〇 〇 ・教育の⽬的に適した指導技術を知
り、⾝に付けようとする。

〇 〇 ・情報機器や教材の効果的な活⽤の
仕⽅について基礎的な知識・技能を
⾝に付ける。

〇 〇

84810 教育⽅法論 1   Ⅲ ・⼦どもたちに求められる資質・能
⼒を育成するために必要な教育の⽅
法を説明することができる。

〇 〇 ・教育の⽬的に適した指導技術を知
り、⾝に付けようとする。

〇 〇 ・教材・教具の効果的な活⽤の⽅法
について基礎的な知識・技能を⾝に
付ける。

〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

84860 指導法の理論と⽅法 2  Ⅱ これからの⼦どもたちに求められる
資質・能⼒を育成するために、環境
を通して⾏う保育の具体的内容や⽅
法について理解し説明することがで
きる。

〇 保育現場等における実践にふれ，⼦
どもを観る⽬を養い、環境構成及び
⼦どもの主体的な活動を促す関わり
⽅や発達に応じて⽀援する⼒を⾝に
付ける。

〇 〇 情報機器を活⽤して効果的に教材等
を作成・提⽰できるようになるとと
もに、保育者⾃⾝の情報モラルの向
上と、⼦どもの情報活⽤能⼒を育成
する⽅法を修得する。

〇 〇 〇

84880 教科指導とICT 1   ⅢⅣ 学校現場におけるICT活⽤の意義や
理論について理解し、説明できる。

〇 〇 ICTを利活⽤した学習指導や校務の
実際と今後の在り⽅について理解
し、説明できる。

〇 〇 〇 情報活⽤能⼒を育成する意義および
育成⽅法を⾝につけ、表現すること
ができる。

〇 〇 〇

84890 情報通信技術を活⽤した教育
の理論及び⽅法

1   ⅢⅣ 学校現場におけるICT活⽤の意義や
理論について理解し、説明できる。

〇 〇 ICTを利活⽤した学習指導や校務の
実際と今後の在り⽅について理解
し、説明できる。

〇 〇 〇 情報活⽤能⼒を育成する意義および
育成⽅法を⾝につけ、表現すること
ができる。

〇 〇 〇

84900 健康の指導法 2  Ⅱ 〇 幼児期の個⼈差が⼤きい⼼と体
の育ちを教育要領に基づいて理解す
る。

〇 〇 運動遊びや伝承遊びなどの遊び
を通して⼦どもが味わう楽しさを理
解し，幼児期に必要な遊びについて
考えるとともに発達段階に応じた指
導法を習得する。

〇 〇 〇 〇 ⼦どもの健康な⽣活と安全管理
における教師の役割を理解する。

〇 〇

84950 ⼈間関係の指導法 2   Ⅲ ・領域「⼈間関係」の⽬指すものを
踏まえ，そのねらい及び内容等を理
解する。

〇 ・「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」のうち，領域「⼈間関係」
に関係の深い項⽬内容について，具
体的な事例をもとに考え，その重要
性を理解する。

〇 〇 ・幼児の実態から，具体的な保育の
構想をもとに，指導案を作成する⽅
法を理解する。

〇 〇

85000 環境の指導法 2  Ⅱ ・幼稚園教育の基本は， ｢環境を通
して⾏う教育｣であり， 幼児の⾝の
回りの環境が幼児にとって重要な体
験の場・学びの場であることを理解
する。

〇 〇 ・領域の意味と考え⽅，幼稚園教育
要領に⽰された領域「環境」のねら
いと内容を理解する。

〇 ・具体的な指導場⾯を想定して，環
境構成や教師の援助を考えることが
できる。

〇 〇 〇

85050 ⾔葉の指導法 2  Ⅱ 〇幼稚園教育要領及び保育所保育指
針等のねらいや内容，⼩学校の教科
とのつながりを理解する。

〇 〇乳幼児の⾔葉の発達について理解
し，集団⽣活の意義や保育者の役割
について探究する。

〇 〇絵本の読み聞かせやわらべうた遊
び等の意義を理解し、実践を通して
指導技術を習得する。

〇 〇 〇演習を通して⾃らのコミュニケー
ション能⼒を磨く。

〇 〇

85100 ⾳楽表現の指導法 2  Ⅱ ⼦どもの⾳楽的成⻑と発達について
理解する。

〇 ⼦どもの感性を育むための⾳楽の役
割について探求する。

〇 〇 〇 ⽣活や遊び場⾯における、⼦どもの
⾳楽的表現や育ちをみとり、理解す
る⼒を⾝につける。

〇 〇 幼稚園・保育所・認定こども園にお
いて、⾳楽実践を構想する⼒を習得
する。

〇 〇 〇

85150 造形表現の指導法 2   Ⅲ  幼稚園教育要領・表現の⽬標と内
容について理解する。制作では、適
切な素材・使⽤⽅法を⽤いながら現
場で役⽴つ作品を作ること。題材や
素材の知識領域を広め、造形能⼒を
⾼めること。

〇 〇  また、適切な造形環境を設定する
視点を考察し様々な場⾯での配慮を
想定することで、保育実践⼒を⾝に
つけること。

〇

85200 ⾝体表現の指導法 2  Ⅱ ○幼稚園教育要領に⽰された「表現
領域」のねらい及び内容を理解する
ことができる。

〇 ○幼児の⾝体表現の内容とその背景
となる理論について理解を深めるこ
とができる。

〇 〇 〇 ○幼児の発達段階に応じた多様な表
現教材を取り上げ，それぞれの特⾊
ある表現の指導⽅法を、実技を通し
て習得することができる。

〇 〇 〇

85250 ⽣徒指導の理論と⽅法 2   Ⅲ ⽣徒指導の教育的意義を積極的な⾯
からとらえ、⼀⼈⼀⼈の⼦どもに
とって学校⽣活を有意義かつ充実し
たものとするための⽣徒指導のあり
⽅を理解する。

〇 〇 〇 校内の組織を活⽤し、また関係機関
との連携を密にして、総合的な⽣徒
指導を推進していくための素養を⾝
に付ける。

〇 〇 〇

85310 教育相談及び進路指導・キャ
リア教育の理論と⽅法

2    Ⅳ 教育相談ならびに進路指導・キャリ
ア教育の意義と課題を理解し、説明
できる。

〇 〇 学校現場に⽣じる問題の背景にある
⼼理メカニズムを理解し、これを活
⽤した働きかけができる。

〇 〇 〇 全ての児童及び⽣徒を対象とした進
路指導・キャリア教育の考え⽅と指
導の在り⽅を理解し、説明しでき
る。

〇 〇 個別の進路指導・キャリア教育上の
課題に向き合うための教育相談の⽅
法と、その際に必要な組織的な取り
組みや、家庭、地域、専⾨機関との
連携を考え、説明できる。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

85356 幼児理解及び教育相談の理論
と⽅法

2  Ⅱ ・幼児理解の知識と，幼児理解を深
めるための基礎的な態度を⾝に付け
る。

〇 〇 〇 ・幼児を理解するための具体的な⽅
法について知る。

〇 〇 〇 ・教育相談の意義と理論を学び，保
育におけるカウンセリングマインド
の必要性を理解する。

〇 〇 〇

85400 初等教育実習事前事後指導 1   Ⅲ ・教育実習の意義を理解し，幼稚園
実習に積極的に向き合うことができ
る。

〇 〇 〇 ・教育実習⽣として園の教育活動に
参画する意識をもつことができる。

〇 〇 ・指導計画作成の意義について理解
を深め，保育を構想することができ
る。

〇 〇 ・教育実習を経て得られた成果と課
題等を省察し，教員免許取得までに
習得すべき知識や技能等について明
確にすることができる。

〇 〇 〇

85450 初等教育実習 4   Ⅲ 1.実習⽇誌の記述を通して，⽇々の
保育を適切に振り返ることができ
る。

〇 〇 〇 2.幼稚園現場の組織や運営の在り
⽅，幼児理解や⼈間関係づくり，学
級経営や環境整備，教材研究の在り
⽅などを学び，保育を構想し実践す
ることができる。

〇 〇 3.教師としての豊かな資質と⼒量を
⾝につけ，積極的に⼦どもと関わる
ことができる。

〇 〇

85470 教職実践演習（幼・⼩） 2    Ⅳ ・⼤学４年間で学んだ学習知と教育
実習、基礎実習・インターンシップ
などで得られた実践知とを総合して
考えることができる。

〇 〇 ・使命感や責任感に裏打ちされた確
かな実践的な指導⼒をもった教員と
しての⾃覚をもつことができる。

〇 〇

85905 特別⽀援教育総論 2 Ⅰ 特別⽀援教育の理念と特別⽀援学校
の制度との関係を理解できる。

〇 〇 障害のある幼児児童⽣徒への教育に
関する歴史と特別⽀援学校の変遷を
理解できる。

〇 〇 特別⽀援学校の教育の実際について
理解し、⾃分のことばでその意味に
ついて表現できる。

〇 〇 〇 特別⽀援学校の教育制度を⽀える関
連法規及び学習指導要領との関連を
理解できる。

〇 〇 インクルーシブ教育と特別⽀援学校
の教育との関連について理解し,⾃
分のことばでその意味について表現
できる。

〇 〇 〇

85950 知的障害児の⼼理・⽣理・病
理

2  Ⅱ 知的障害の状態像を理解し説明する
ことができる。

〇 〇 知的障害児を取り巻く環境について
説明することができる。

〇 〇 ⼀⼈ひとりの特性と⽣活環境との相
互作⽤について理解し、その影響に
ついて説明できる。

〇 〇 個々の特徴に応じた⽀援に関する概
要・⽅法を理解し、計画できる。

〇 〇 〇

86000 肢体不⾃由児の⼼理・⽣理・
病理

2  Ⅱ  脳の解剖、局在機能、感覚器官、
運動器官の基本的な働き⽅関連性を
知る。

〇 〇 脳の発⽣、脳の分化、成り⽴ちにつ
いて学ぶ。

〇 〇 染⾊体異常、遺伝⼦異常、発⽣過程
の異常、外因による障害、と病理に
ついて学ぶ。

〇 〇 肢体不⾃由児成り⽴ちについて学
ぶ。肢体不⾃由児にまつわる、⽣育
的な課題、環境の課題などについて
理解する。

〇 〇 障害児の⼼理・⽣理及び病理を理解
し，教育・療育・地域の⽀援につい
ての仕⽅の基本を知る。

〇 〇

86050 病弱児の⼼理・⽣理・病理 2  Ⅱ １．主な基礎疾患の原因や症状、⽇
常⽣活上の留意点を説明することが
できる。

〇 ２．病気と共に⽣きる⼦どもたちの
⼼理や社会性・認知などの特性を、
発達的・⼼理社会的観点に⽴って説
明することができる。

〇 〇 ３．病気と共に⽣きる⼦どもたちの
⽀援のために、家庭や学校・病院な
ど関係諸機関との連携の重要性を説
明することができる。

〇 〇 ４．情報や検査、観察などから、⼦
どもの現状や課題を把握することの
重要性を説明することができる。

〇 〇 〇 ５．病気と共に⽣きる⼦どもの⽣活
や⼈⽣を⽀援する⽅法を提案でき
る。

〇 〇 〇

86100 知的障害児教育 2   Ⅲ ・障害のある⼦どものつまづきを捉
え、その背景要因を検討した上で記
述できる。

〇 〇 ・保育、学校現場における⼦ども達
の⽣活⽂脈の中で、多⾯的な視点か
ら⼦ども達を捉え、それを具体的な
エピソードとして語ったり記述した
りできる。

〇 〇 ・知的障害のある⼦どもの様⼦を想
像しながら、そのつまづきに対する
教材の⼯夫や⽀援の⼿⽴てを検討
し、模擬授業、模擬保育案を作成で
きる。

〇 〇 〇 ・作成した指導案、保育案を元に模
擬授業、模擬保育を⾏い，その振り
返りによる学びや課題の内容をレ
ポートに記述できる。

〇 〇 ・これらの学びの内容を総合的に理
解し、多⾯的な視点から知的障害の
ある⼦どもの保育・教育についてレ
ポートを作成できる。

〇 〇

86150 肢体不⾃由児教育 2   Ⅲ １ 肢体不⾃由児教育の歴史や教育
的意義、特徴等について述べること
ができる。

〇 〇 ２ 肢体不⾃由児教育の多様な教育
課程について、教育課程の編成や⽅
法等、特徴について説明することが
できる。

〇 〇 ３ 肢体不⾃由の基礎的疾患や⼼
理、⽣理等の障害特性や⽣活上、学
習上の課題について説明することが
できる。

〇 〇 〇 ４ 授業づくりにおいて、児童⽣徒
の実態や課題に応じた指導⽀援（教
材や環境、姿勢、ICTの活⽤等）の
⼯夫を提案することができる。

〇 〇 〇 ５ 肢体不⾃由児教育の教育制度や
医療、福祉等との連携の在り⽅など
の現状を踏まえ、肢体不⾃由教育に
おける今後の課題について⾃分の意
⾒を述べることができる。

〇 〇 〇

86200 病弱児教育 2   Ⅲ ⼦どもの疾患や学習空⽩などに応じ
た内容や授業時数を踏まえた教育課
程の編成に関して理解し、説明する
ことができる。

〇 〇 個別の教育⽀援計画を基に、それぞ
れの⽬標を設定して各教科等や⾃⽴
活動の個別の指導計画を⽴てること
の重要性を理解し、説明することが
できる。

〇 〇 病弱特別⽀援学校における各教科の
指導計画の作成と内容の取扱いに関
して、留意点を具体的に説明し、病
状や学習空⽩など⼦どもたちの実態
に応じて、情報機器の利⽤など授業
の⼯夫を述べることができる。

〇 〇 〇 ⾃⽴活動における⽬標と内容に関し
て理解し、疾患や病状など⼦どもた
ちの実態に応じた内容の⼯夫を述べ
ることができる。

〇 〇 〇 カリキュラム・マネジメントの観点
から、個別の指導計画実施状況の評
価と改善について述べることができ
る。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

86250 知的障害児教育総論 2   Ⅲ ・知的障害のある児童・⽣徒の暮ら
しや教育に関⼼を持ち、その教育の
基礎的事項について理解して⼩レ
ポートにまとめた上でそれを発表で
きる。基礎的事項の中⼼は ・教育
課程編成の考え⽅ ・教科と領域を
合わせた指導の意味とその代表的な
実践例 ・知的障害の各教科の⽬標
及び内容や全体の構造 ・⾃⽴活動
の指導における考え⽅

〇 〇 〇 理解した基礎的事項を関連づけなが
ら、知的障害のある児童⽣徒を育て
るための教育のポイントを総合的に
考え、⾃分⾃⾝のことばで表現でき
る。

〇 〇 〇

86300 肢体不⾃由児教育総論 2   Ⅲ  脳性まひ等をはじめとする肢体不
⾃由のある⼦どもの理解に基づきつ
つ、教育⽀援及び教育課程に関する
知識を得て、説明できるようにす
る。

〇 〇

86350 重複障害児教育総論 1    Ⅳ １．重複障害の状態や特性、実態把
握の⽅法などについて述べることが
できる。

〇 〇 ２．重複障害の状態に即した教育課
程について、その意義や編成につい
て説明することができる。

〇 〇 ３．授業づくりにおいて、児童⽣徒
の実態や課題に応じた指導⽀援の⼯
夫（姿勢づくり、学習環境、効果的
教材、学習⽀援教材等）を⽰すこと
ができる。

〇 〇 〇 ４． 重複障害児の学校教育におけ
る今⽇的課題について、教育制度や
医療・福祉との連携を踏まえて⾃分
の意⾒を述べることができる。

〇 〇 〇

86390 視覚障害児教育総論 1   Ⅲ 1 視覚障害児の定義、視覚機能(眼
球)について理解し、説明ができ
る。

〇 〇 2 視覚障害児教育の歴史について知
り、現在の就学制度や教育課程につ
いて説明できる。

〇 〇 3 全盲児、弱視児、重複障害児、そ
れぞれの実態に応じた教材教具の活
⽤や配慮事項について説明ができ
る。

〇 〇 4 視覚障害児の⽣活上や学習上の合
理的配慮について説明できる。

〇 〇

86450 聴覚障害児教育総論 1   Ⅲ 聴覚障害のある幼児児童⽣徒の聴覚
器官の病理⾯、⼼理及び⽣理⾯の特
徴について説明できる。

〇 〇 幼児児童⽣徒⼀⼈⼀⼈の聞こえや⾔
語発達の状態等による学習上の困難
さや教育的⽀援、家庭や関係機関と
の連携について説明できる。

〇 〇 特別⽀援学校（聴覚障害）において
編成される教育課程の意義や編成の
⽅法、カリキュラム・マネジメント
の考え⽅を説明できる。

〇 〇 聴覚障害の状態や特性及び⼼⾝の発
達の段階等を踏まえた各教科等や⾃
⽴活動の指導における配慮事項につ
いて説明できる。

〇 〇 課題に関連したスモールグループ
ディスカッションを積極的に実⾏で
きる。

〇 〇

86500 LD児等教育総論 2  Ⅱ 限局性学習障害、注意⽋陥多動性障
害、⾃閉症スペクトラム障害の状態
像について説明できる。

〇 〇 〇 彼らの⽣活環境とその影響について
説明できる。

〇 〇 ⼀⼈⼀⼈の特性と環境との相互作⽤
から⽣じる問題について説明でき
る。

〇 〇 個々の特徴に応じた⽀援計画を作成
することができる。

〇 〇 〇

86640 特別⽀援教育実習事前事後指
導

1    Ⅳ ・実習に臨む基礎的知識を修得し
て、それを⾃分のことばで表現でき
る。

〇 ・特別⽀援学校での教育実習での⾃
分⾃⾝の学びについて、テーマを１
つ設定する。そのテーマについて、
具体的なエピソードを取り上げなが
ら、視覚的なプレゼンテーションの
⼯夫を⾏って表現することができ
る。また、その学びの内容につい
て、⾃分⾃⾝のことばで考察を⾏う
ことができる。

〇 〇 ・他の実習⽣の発表と⾃分の教育実
習での学びを重ね合わせて考察し、
その気付き等をレポートにまとめる
ことができる。

〇

86690 特別⽀援教育実習 2    Ⅳ 障害のある児童・⽣徒に対する特別
⽀援学校における教育のあり⽅を理
解し、基本的技能を習得する。

〇 〇 ・教育実習での⽇々の実践を積み重
ねて、そこで得た学び、気付き、課
題等を実習担当教員に話したり、実
習⽇誌に記述したりすることができ
る。

〇 〇 〇 ・各教科もしくは各教科と領域を合
わせた指導の学習指導案を作成し、
授業を実施することができる。

〇 〇 〇

86740 社会福祉学 2  ⅡⅢⅣ 少⼦⾼齢化をはじめとした社会福祉
の課題について理解し、解決策を提
案することができる。

〇 〇 ⽣活を⽀えている福祉制度やサービ
スの仕組みを説明することができ
る。

〇 〇 社会福祉全体のなかでの児童福祉の
位置づけを把握し、児童をめぐる諸
課題に対して、福祉の⽴場から援助
していくことができる。

〇 〇 専⾨職のあり⽅や、社会保障制度な
ど関連領域について説明することが
できる。

〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

86900 児童福祉学 2 Ⅰ ⼦どもや家庭を取り巻く社会状況や
福祉ニーズについて説明できる。

〇 〇 現代社会における⼦ども家庭福祉の
意義と歴史的変遷について説明でき
る。

〇 〇 ⼦どもの権利保障・⼦ども家庭福祉
の制度について説明することができ
る。

〇 〇 ⼦ども家庭福祉の現状や動向を理解
し、記述することができる.。

〇 〇 ⼦ども家庭福祉の課題と、今後の展
望について⾃分の意⾒をまとめ、レ
ポートに記述または発表することが
できる。

〇 〇

86950 保育原理 2 Ⅰ 1．乳幼児の発達や遊びについて総
合的に捉える視点について、その基
礎を理解し、説明することができ
る。

〇 〇 2．保育⼠の専⾨性とその重要性を
理解し、その基礎を説明することが
できる。

〇 〇 〇

87026 ⼦ども家庭⽀援論 2   ⅢⅣ ⼦育て家庭に対する⽀援の意義・⽬
的を説明することができる。

〇 〇 保育の専⾨性を活かした⼦ども家庭
⽀援の意義と基本について説明する
ことができる。

〇 〇 育て家庭に対する⽀援の体制につい
て説明することができる。

〇 ⼦育て家庭のニーズに応じた多様な
⽀援の展開と⼦ども家庭⽀援の現
状、課題について記述することがで
きる。

〇 〇 〇 ⼦育て⽀援の場で、実際の⽀援を⾏
うことができる。

〇 〇 〇

87032 社会的養護I 2  Ⅱ 現代社会における社会的養護の意義
と歴史的変遷について理解し、説明
することが出来る。

〇 ⼦どもの権利と、⼦どもの権利擁護
をふまえた社会的養護の基本（基本
理念・原理）について理解し、説明
することが出来る。

〇 ⽇本における社会的養護の対象・形
態・専⾨職等について理解し、説明
することが出来る。

〇 ⽇本における社会的養護の制度的枠
組みを理解し、説明することが出来
る。

〇 社会的養護の現状と課題について理
解し、説明することが出来る。

〇 〇

87034 社会的養護II 1   Ⅲ 社会的養護の理念と体系について説
明できる。

〇 〇 ⽀援計画を作成することができる。 〇 〇 〇 家庭養護のあり⽅について説明でき
る。

〇 〇 養護を要する児童・⼼理治療を必要
とする児童と施設養護について説明
できる。

〇 〇 ⾮⾏⾏為のある児童・障害のある児
童と施設養護について説明できる。

〇 〇

87040 保育者論 2 Ⅰ 保育者の職務の内容や専⾨性、制度
的位置づけなど、授業で学んだこと
を理解し、説明できる。

〇 〇 〇 保育者としての役割や責務、専⾨性
について理解した上で、保育に対す
る⾃分の考えを説明したり、表現し
たりすることができる。

〇 〇 〇

87055 児童臨床⼼理学（⼼理学的⽀
援法）

2  Ⅱ 児童の臨床・発達的危機について説
明できる。

〇 〇 〇 児童に現れる社会⽣活上の困難につ
いて説明できる。

〇 〇 〇 児童の⼼理・⾏動アセスメント⽅法
を説明できる。

〇 〇 〇 ストレスや怒りの⽣産的な活⽤⽅法
について理解、実⾏できる。

〇 〇 〇

87150 ⼩児医学 2  Ⅱ ⺟⼦保健，⼩児の発育・発達，栄
養，主要な⼩児の病気，安全教育な
どについて，基本的な知識を⾝につ
け必要に応じて初期対応を実践でき
る。

〇 〇 〇 ⼩児の特徴を理解して，説明するこ
とができる。

〇 〇 〇 ⼩児の健康を積極的に増進し，障害
を理解し，病気や事故を予防するこ
とに取り組んでいく。

〇 〇 〇

87200 ⼦どもの理解と援助 1   Ⅲ 授業で紹介した保育事例にもとづき
ながら、⼦どもを多⾯的に理解し、
そこでの解釈を他者に伝えることが
できる。

保育実践において、実態に応じた⼦
ども⼀⼈⼀⼈の⼼⾝の発達や学びを
把握することの意義について理解
し、応⽤することができる。

⼦どもの理解に基づく援助や態度の
基本について理解し、応⽤すること
ができる。

87300 ⼦どもの保健演習 1    Ⅳ １．⼦どものさまざまな⽣活場⾯に
おける健康や病気・事故等について
の知識を習得し、⼦どもや保護者に
説明できる。

〇 〇 〇 ２．注意⼦どものさまざまな⽣活場
⾯における健康や病気・事故等につ
いての知識の習得にとどまらず、保
育者として⼦どもの健康状態を⾒極
める観点について理解する。

〇 〇 ３．⽣活場⾯において、⼦どもの健
康に留意した保育環境について評価
できる。

〇 〇

87310 ⼦どもの⾷と栄養 2  Ⅱ 1 ⼦どもの健やかな発育・発達の
基本となる⾷と栄養について説明す
ることができる。

〇 〇 2 演習を通して，調乳・簡単な離
乳⾷を調理することができる。

〇 〇 3 保育者として，⾷育を通して⼦
ども・保護者へ正しい⾷⽣活の実践
を助⾔できる。

〇 〇 〇 4 ⾃分の⾷⽣活についても⾒直
し，健康的な⾷⽣活を実践できる。

〇 〇

87340 保育内容総論 1  Ⅱ ①乳幼児の⽣活や遊びが養護と教育
の⼀体性により展開されていくこと
を説明できる

〇 〇 ②５領域が関連しあって総合的に展
開されていくことを説明できる。

〇 〇 ③演習を通し，⼦どもにとって「遊
びとは何か」ということを，説明で
きる。

〇 〇

87348 乳児保育I 2 Ⅰ 1. 0・1・2歳児の保育について、
保育所保育指針を踏まえて理解し、
その基本を説明することができる。

〇 〇 〇 2. 0・1・2歳児の保育において、
保育者に必要とされる専⾨性や資質
について、保育所保育指針を踏まえ
た⾃分⾃⾝の考えを説明することが
できる。

〇 〇 〇

87360 乳児保育II 1  Ⅱ ３歳未満児の発達と保育者の援助の
実際について理解し、その基本を説
明することができる。

〇 〇 〇 ３歳未満児の保育における援助を具
体的にイメージし、計画（指導案）
例を作成することができる。

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

87380 障害児保育 2    Ⅳ 障害の概念と障害児を「保育する」
ことについて説明できる。

〇 〇 肢体不⾃由、視覚・聴覚障害児の特
性と援助⽅法について説明できる。

〇 〇 知的障害児の特性と援助⽅法につい
て説明できる。

〇 〇 発達障害児の特性と援助⽅法につい
て説明できる。

〇 〇 個別⽀援計画を作成し、保護者・現
場・地域資源の活⽤による連携につ
いて説明できる。

〇 〇 〇

87400 ⼦育て⽀援 1   ⅢⅣ 保育相談⽀援の特性と展開を具体的
に理解し、考察することができる。

〇 〇 ⼦育て⽀援の内容・⽅法・技術につ
いて具体的に理解し、考察すること
ができる、

〇 〇 〇

87470 保育実習指導Ｉ 2  ⅡⅢ 保育所実習：実習前に、⾃ら主体的
に必要な準備を⾏うことができる。
施設実習：実習先施設種の概要、法
的根拠、環境などに関して⾃分で調
べて説明できる。

〇 〇 〇 施設実習：実習先施設種の利⽤児者
の特性に関して⾃分で調べて説明で
きる。

〇 〇 〇 施設実習：実習先施設種の現状に基
づいて、施設の課題を説明できる。

〇 〇 〇 実習を⾏うにあたっての⾃分の実習
課題あるいは⽬標を明確に述べるこ
とができる。

〇 〇 〇 実習で獲得した学びを省察し、⾃分
の今後の課題を明確に述べることが
できる。

〇 〇 〇

87480 保育実習指導ＩＩ 1    Ⅳ 1．実習前に、⾃ら主体的に必要な
準備を⾏うことができる。

〇 〇 〇 2．実習後に、⾃らの保育への省察
を発表し、考察を述べることができ
る。

〇 〇 〇

87490 保育実習指導ＩＩＩ 1    Ⅳ 実習Ⅰの学びを基盤として、⾃分の
実習課題を明確に説明できる。

〇 〇 〇 実習課題を達成するために、福祉現
場や利⽤児に関する必要な知識を⾃
ら調べ、実践に応⽤するべくまとめ
ることができる。

〇 〇 〇 福祉現場で実習した後、実習で獲得
した学びを省察し、⾃分の今後の課
題を明確に述べることができる。

〇 〇 〇

87500 保育実習Ｉ 4  ⅡⅢ 保育所と福祉施設の⽣活に参与し、
乳幼児・児童、障害児・者の特性や
保育・養護・⽀援ニーズなどを理解
し、説明することができる。

〇 〇 〇 保育所と福祉施設の⽇々の⽣活、乳
幼児・児童、障害児・者の保育・養
護・⽀援について省察し、⽇誌に記
述することができる。

〇 〇 〇 それぞれの保育・施設現場の機能と
保育⼠の職務、役割、連携、職業倫
理について理解し、説明できる。

〇 〇 〇 乳幼児・児童、障害児・者の保育・
養護・⽀援について、特性や⽀援
ニーズの理解に基づいて、状況に合
わせ⼯夫した保育・⽀援を⾏うこと
ができる。

〇 〇 〇 新たな実習課題を⾒つけることがで
きる。

〇 〇 〇

87550 保育実習ＩＩ 2    Ⅳ １．保育所の⽣活に参加し、乳幼児
への理解を深めるとともに、実習⽣
として⾃ら保育にあたることができ
る。

〇 〇 〇 ２．⽇々の保育所の⽣活、乳幼児の
保育･⽀援について省察し、⽇誌に
記述することができる。

〇 〇 〇 ３．それぞれの保育現場の現場の機
能と、そこでの保育⼠の職務につい
て理解し、実習⽣として連携をとり
ながら保育にあたることができる。

〇 〇 〇

87600 保育実習ＩＩＩ 2    Ⅳ 職業倫理に基づいた施設養護の在り
⽅に関して説明できる。

〇 〇 乳幼児･児童、障害児･者の特性や課
題に対する⽀援計画を理解し、それ
らを基にして個別的な⽀援を計画し
実践することができる。

〇 〇 〇 各施設の利⽤児・者のニーズに対す
るサービスやサポートシステムを理
解し、連携・協働しながら実習⽣と
して⽀援にあたることができる。

〇 〇 〇 施設養護に共通する⽀援の原則と課
題を説明できる。

〇 〇 〇 実習を通して、保育⼠としての⾃分
の課題を明確にし説明できる。

〇 〇

87650 モンテッソーリ教育理論 2   Ⅲ 「⼀⼈でできるよう⼿伝う」⽀援に
ついて説明することができる。

〇 ⼦どもの思いや考えに焦点を当てて
観察することができる。

〇 〇 〇 モンテッソーリ教具に触れることに
より、環境構成の要点をまとめるこ
とができる。

〇 〇 〇 ⼦どもの発達段階を想定し、教材を
制作することができる。

〇 〇 モンテッソーリ教育実践上の意義と
課題を述べることができる。

〇 〇 〇

87700 モンテッソーリ教育実習Ｉ 2   Ⅲ 「⽇常⽣活の練習」の教具について
理解し、幼児に分かりやすく提⽰で
きる。

〇 〇 〇 「感覚」の教具について理解し、幼
児に分かりやすく提⽰できる。

〇 〇 〇 ⾃ら創意⼯夫し、環境を整えること
ができる。

〇 〇 ⼦ども⼀⼈⼀⼈の⾃⼰発展のプロセ
スに貢献しようとする。

〇 〇 〇

87750 モンテッソーリ教育実習ＩＩ 2    Ⅳ 「⾔語・⽂化」の教具について理解
し、幼児に分かりやすく提⽰でき
る。

〇 〇 〇 「数」の教具について理解し、幼児
に分かりやすく提⽰できる。

〇 〇 〇 ⾃ら創意⼯夫し、環境を整えること
ができる。

〇 〇 ⼦ども⼀⼈⼀⼈の⾃⼰発展のプロセ
スに貢献しようとする。

〇 〇 〇 個と集団のバランスを取りながら指
導しようとする。

〇 〇

87815 保育・教育基礎実習 1 ⅠⅡ ・⾃分で計画⽴案して、学校園の現
場でボランティア実習の実践をする
ことができる。

〇 学校園の現場で体験したことを各⾃
でポートフォリオにまとめ、指導体
験を集積していくことができる。

〇 〇 ・学校園現場で働く保育⼠・教師の
指導の様⼦を観察し、実践的な指導
観をもつことができる。

〇 〇 ・事前事後指導、合同カンファレン
ス等に参加し、ボランティア実習の
成果と課題を明らかにし、⾃分⾃⾝
の今後の課題（取り組むべきこと）
を明らかにすることができる。

〇 〇

87850 保育・教育インターンシップ 1   ⅢⅣ ・学校園現場の多様な指導を体験す
ることで、それぞれの場に合った指
導のあり⽅を考察することができ
る。

〇 ・学校園の現場で体験したことを各
⾃でポートフォリオにまとめ、指導
体験を集積していくことができる。

〇 〇 ・カンファレンスを通して体験を⾃
⼰評価したり、体験を通して得た実
践的な情報を仲間と共有したりする
ことができる。

〇 〇 ・事前事後指導、合同カンファレン
ス等に参加し、ボランティア実習の
成果と課題を明らかにして、⾃分⾃
⾝の今後の課題（取り組むべきこ
と）を⾒出すことができる。

〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

87880 インクルーシブインターン
シップ

1 ⅠⅡⅢⅣ ・学校園や福祉関連事業所等で多様
な実態の幼児・児童・⽣徒等と出会
いつきあいを重ねながら、その⾔動
の背景を押さえて実態を把握した
り、内⾯を推察して思いを感じ取っ
たりして、それらをエピソードとし
て⾃分のことばで表現することがで
きる。

〇 〇 〇 多様な幼児・児童・⽣徒の実態と学
校園や福祉関連事業所等で指導・⽀
援・交流を体験し、そのポイントを
理解して⾃分のことばで表現でき
る。

〇 〇 〇 カンファレンスで⾃⾝の体験を⾔語
化し、助⾔を受けて意味づけること
で、⾃分⾃⾝を振り返って新たな知
識を得たり、⼈間観、保育観、教育
観、⽀援観についての考えを深めた
りする。それらを⾃分のことばで表
現することができる。

〇 〇

88000 卒業論⽂ 6   ⅢⅣ ⽂献活⽤、現場での実践、作品の鑑
賞など様々な⽅法で研究領域にアプ
ローチして、研究したいことを⾒出
すことができる。

〇 〇 〇 研究の仕⽅を体得する。ディスカッ
ションしながら、よりよい研究にな
るように試⾏錯誤を重ね、⾃分で研
究を進めていくことができる。

〇 〇 〇 研究の成果をまとめ、成果を卒論発
表会で発表することができる。

〇 〇
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カリキュラムマップ ⾷品栄養学科のディプロマ・ポリシー

学部名 ⼈間⽣活学部

⾷品栄養学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

90000 基礎化学 2 Ⅰ 物質の成り⽴ちや状態について
説明できる。

〇 〇 ⾝近な物質や現象を化学的な視
点で捉え，考えることができ
る。

〇 〇 〇

90050 栄養学基礎演習 2 Ⅰ ⾷品や栄養に関する研究に必要
な以下の事項について具体的⼿
法を学び、レポートや卒業論⽂
に活⽤できるようにする。・研
究の構想・研究テーマの設定・
研究の発展および論⽂の書き
⽅・⽂献の収集と整理，分析・
論⽂・データの読み⽅・論⽂・
レポートの書き⽅・⽂章構成・
研究発表の⽅法（プレゼンテー
ション、スライド、ポスターの
作り⽅）・研究倫理や知的財産

〇 〇 〇

90111 栄養学応⽤演習I 2    Ⅳ 各専⾨科⽬を通して修得した知
識を複合的に結びつけることに
より、管理栄養⼠の現場で必要
な対応⼒・応⽤⼒を発揮できる

〇 〇

90115 栄養学応⽤演習II 2    Ⅳ 各専⾨科⽬を通して修得した知
識を複合的に結びつけることに
より、管理栄養⼠の現場で必要
な対応⼒・応⽤⼒を⾝に付ける

〇 〇

90150 公衆衛⽣学 2  Ⅱ ・公衆衛⽣の概念や歴史を知
り、社会と健康の関わりについ
て理解を深める

〇 ・保健統計資料から、わが国の
健康・疾病状況を理解する

〇 ・主要疾患の疫学とその予防対
策について理解する

〇

90200 社会福祉概論 2  Ⅱ 社会福祉の理念、歴史、思想に
ついて理解する、

〇 〇 社会福祉の法律や制度について
説明することができる。

〇 〇 管理栄養⼠の業務と社会福祉と
の関係について説明することが
できる。

〇 ⾼齢者、障害者、児童など福祉
サービスを必要する⼈につい
て、適切にサービスを活⽤する
ことができる。

〇 〇

90250 健康情報管理論 2  Ⅱ ・環境基準や環境問題を知り、
環境と健康との関わりについて
理解を深める

・ライフスタイルが健康に及ぼ
す影響について理解する

・わが国の保健・医療・福祉体
制を理解する

90300 健康情報管理論実習 1  Ⅱ ・疫学の⽅法や指標について理
解する

〇 ・統計学の基礎を理解し、デー
タを客観的に評価・判定する

〇

90355 解剖⽣理学I 2 Ⅰ ①学⽣は，⽣命体である⼈体機
能を細胞から個体レベルまで説
明できる。

〇 〇 ②今後のカリキュラムにおい
て，応⽤・臨床的な授業科⽬の
理解に応⽤できる。

〇 〇

到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5
配当年次

学科名 ⾷品栄養学科
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

はじめに，学科科⽬を理解するための基礎知識の修得を図る。その後，管理栄養⼠として必須である，⾷品と調理，社会・環境と
健康，⼈体と疾病，栄養などに関する専⾨知識・技能を修得する。さらに，保健・医療・福祉の現場で使える実践⼒・応⽤⼒を⾝
につける。また，児童・⽣徒の⾷⽣活と健康を守るために必要な栄養教諭としての知識と技能を修得する。

栄養のスペシャリストとして保健・医療・福祉や学校現場で活躍するためには，現場のニーズを読み取る深い思考⼒，幅
広い知識を背景とした的確な判断⼒，そして，判断したことを実⾏するための⼒強い表現⼒等の能⼒が必要である。その
ために，実験や実習を少⼈数のグループで実施し，思考⼒・判断⼒を⾼めるとともに，双⽅向性の授業形態により，学⽣
の表現⼒を⾝につけるためのカリキュラムを組んでいる。

さまざまな⽅⾯で管理栄養⼠として活躍するためには，将来の⽅向性を定め，⾃らの社会
的役割を理解する必要がある。本学科では，⼊学直後に専攻科⽬として管理栄養⼠論を設
け，「管理栄養⼠とは何か，どうあるべきか」について学⽣⼀⼈ひとりに問いかけてい
る。このプロセスを経て，⾃ら関⼼を持った事柄に対して，主体性・多様性・協働性を
持って意欲的かつ積極的な態度で，勉学に励むことができる。

単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞
⽣活習慣病をはじめとする疾病の予防や治療，あるいは児童・⽣徒の栄養管理や栄養教育の推進に資することのできる管理栄養⼠
及び栄養教諭としての知識と技能を⾝につけている。

⾃らの考え⽅に基づき，蓄えた知識や技能を，医療や教育の現場において適切に発揮するための，思考⼒・判断⼒・表現
⼒等の能⼒を有している。

栄養の専⾨家として，⾼い倫理観をもち，⼈々の健康の保持増進に貢献する関⼼・意欲を
有している。そのために，⽇進⽉歩である栄養学・医学の分野において，主体性を持って
多様な⼈々と協働して学び，常に⾃⼰研鑽を継続する態度を⾝につけている。

1



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

90405 解剖⽣理学II 2 Ⅰ ①学⽣は，⽣命体である⼈体機
能を細胞から個体レベルまで説
明できる。

〇 〇 ②学⽣は，今後のカリキュラム
において，応⽤・臨床的な授業
科⽬の理解に応⽤できる。

〇 〇

90455 解剖⽣理学III 2  Ⅱ ①学⽣は，⼈体の正常な構造・
機能および疾病に関する基礎的
事項を説明できる。

〇 〇 ②学⽣は，疾病の病態とその治
療薬の基礎的な作⽤メカニズム
を記述できる。

〇 〇

90500 解剖⽣理学実験Ｉ 1  Ⅱ ①学⽣は，実験で取り扱った
テーマについて，⼈体機能を細
胞から個体レベルまで論述でき
る。

〇 〇 〇 ②学⽣は，実験テーマに関する
実験⼿技および機器の取扱につ
いて理解し，習得する。

〇

90550 解剖⽣理学実験ＩＩ 1  Ⅱ ①学⽣は，実験で取り扱った
テーマについて，⼈体機能を細
胞から個体レベルまで論述でき
る。

〇 〇 〇 ②学⽣は，実験テーマに関する
実験⼿技および機器の取扱につ
いて理解し，習得する。

〇

90600 ⽣化学Ｉ 2 Ⅰ ３⼤栄養素が⽣体内でどのよう
な⽣化学的反応を経て代謝され
るのかについて、科学的・論理
的に説明できるようになる。

〇 ⽣活習慣病をはじめとする疾病
の予防や治療に関わる、基盤と
なる⽣化学的知識を⾝につける
ことができる。

〇 管理栄養⼠および⾷に関する専
⾨的職業⼈として、医療や教育
の現場のみならず、広く社会の
現場で必要な、思考⼒・判断
⼒・表現⼒の基礎を⾝につける
ことができる。

〇 栄養の専⾨家として、先進的な
情報を常に⼊⼿していこうとす
る関⼼と意欲を持つための基盤
を構築することができる。

〇

90650 ⽣化学ＩＩ 2 Ⅰ 酵素やビタミン、ミネラルの化
学的理解を通じて代謝調節機構
について理解できるようにな
り、個体の恒常性維持機構や遺
伝⼦発現機構について説明でき
るようになることを⽬標とす
る。

〇 ⽣活習慣病をはじめとする疾病
の予防や治療に関わる、基盤と
なる⽣化学的知識を⾝につける
ことができる。

〇 管理栄養⼠および⾷に関する専
⾨的職業⼈として、医療や教育
の現場のみならず、広く社会の
現場で必要な、思考⼒・判断
⼒・表現⼒の基礎を⾝につける
ことができる。

〇 栄養の専⾨家として、先進的な
情報を常に⼊⼿していこうとす
る関⼼と意欲を持つための基盤
を構築することができる。

〇

90700 ⽣化学実験 1  Ⅱ ・酵素、たんぱく質、核酸を取
り扱う際に必要な基本的な研究
⼿法と操作を⾝につけられる。

〇 〇 ・酵素、たんぱく質、核酸の化
学的性質について説明できるよ
うになる。

〇 ⽣化学的なデータを正確に解析
し、そこから論理的に考察でき
る能⼒を⾝につけることができ
る。

〇 栄養の専⾨家として、科学的な
関⼼と意欲を持つための基盤を
構築することができる。

〇

90750 病理学 2  Ⅱ 1. 病気とはどんなものなのか。
なぜ病気になるのか、病気にな
るとどんな症状が出るのかなど
の病気についての基礎が説明で
きる。

〇 2．管理栄養⼠として、知ってお
かねばならない⾷事制限や栄養
管理の意義について、病理学の
知識をもとに正しく説明でき
る。

〇 〇 〇 3. 各種臓器の代表的な疾患につ
いて、説明できる。

〇 〇

90800 臨床医学Ｉ 2  Ⅱ 各疾患の病態・症状・診断・治
療の概要について説明できる。

〇 〇 各疾患の予防や療養において必
要な指導ができる。

〇 〇 〇 管理栄養⼠の予防医学, 急性・慢
性期医療における重要性が説明
できる。

〇 〇 〇

90850 臨床医学ＩＩ 2   Ⅲ 各疾患の病態・症状・診断・治
療の概要について説明できる。

〇 〇 〇 各疾患の予防や療養において必
要な指導ができる。

〇 〇 〇 管理栄養⼠の予防医学, 急性・慢
性期医療における重要性が説明
できる。

〇 〇 〇

90900 臨床情報管理実習 1  Ⅱ 疾患の病態に関連した、検査測
定値について説明できる。

〇 〇 疾患の予防，病態を評価するた
めの⼿技を適切に⾏うことがで
きる。

〇 〇 〇 疾患ごとに病態や検査結果，療
養上の注意点などについて適切
な説明ができる。

〇 〇 〇

90950 微⽣物学 2  Ⅱ 微⽣物の発⾒と理解の歴史につ
いて説明できる。

細菌，ウイルス，真菌，原⾍と
は何か、どのように違うのか説
明できる。

代表的な細菌の代謝やウイルス
の増殖メカニズムについて説明
できる。

91000 ⽣体防御論 2   Ⅲ 免疫システムの概要を説明でき
る。

〇 〇 アレルギーや⾃⼰免疫疾患、⽣
体防御能を左右する内的外的要
因について説明できる。

〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

91030 ⽣体防御論実験 1   Ⅲ ⽣体防御に関わる微⽣物や培養
細胞の観察、分析を通して、微
⽣物とヒトとの関係を説明でき
る。

〇 〇 〇 抗原抗体反応やPCRの原理を理
解し、基本的⼿技を実践できる
ようになる。

〇 〇 〇

91050 ⾷品学Ｉ 2 Ⅰ 各種⾷品成分を分類できる。 各種⾷品成分と3つの機能との関
わりを説明できる。

⾷品を科学的に捉えることがで
きる。

91100 ⾷品学ＩＩ 2 Ⅰ ⾷品素材を分類でき，含まれる
成分を説明できる。

〇 ⾷品の各過程で起こる⾷品成分
の変化を説明できる。

〇 ⾷品の表⽰や加⼯技術について
説明できる。

〇 ⾷品を科学的にとらえ，⾷品素
材を選択・活⽤することができ
る。

〇 〇 〇

91150 ⾷品学実験 1 Ⅰ 実験を⾏う上での基礎的な注意
事項，器具などの取り扱い⽅を
理解し，安全・正確に実験を⾏
うことができる。

〇 定性・定量実験の違いについて
説明できる。

〇 実験レポートをまとめることが
できる。

〇 〇 〇

91200 ⾷品衛⽣学Ｉ 2  Ⅱ 微⽣物的・化学的要因による⾷
品の変質や⾷中毒の機序を説明
できる

〇 〇 ⾷中毒に対する国内外の法令や
⾏政組織について説明できる

〇 〇

91250 ⾷品衛⽣学ＩＩ 2  Ⅱ 寄⽣⾍による⾷中毒や⼈獣共通
感染症の概要について説明でき
る。

〇 〇 カビ毒，ダイオキシン，重⾦属
などによる⾷品汚染と⼈体への
影響について説明できる。

〇 〇 ⾷品添加物の種類や使⽤⽬的を
理解し，その有効性と安全性を
説明できる。

〇 〇 ⾷品添加物や遺伝⼦組換え⾷品
に関する⾷品表⽰および⾷品表
⽰法について説明できる。

〇 〇

91300 ⾷品衛⽣学実験 1  Ⅱ ⾷品や⾝近な環境中の微⽣物を
検出することで，その存在を認
識するとともに基本的な微⽣物
の扱い⽅を⾝につける。

〇 〇 〇 ⾷品衛⽣法に基づく⾷品等の検
査に必要な基礎的な実験⼿法を
⾝につける。

〇 〇 〇

91350 調理学 2 Ⅰ 調理操作によるおいしさに関与
する要因を説明できる。

〇 〇 ⾷品の調理・加⼯機能（調理科
学的性質）を各種の調理・加⼯
操作と関連づけて記述できる。

〇 〇 習得した理論を家庭で作る⽇常
調理や応⽤調理，並びに加⼯⾷
品等に活かす能⼒として⾝につ
け応⽤ができる。

〇 〇 〇

91400 調理学実習Ｉ 1 Ⅰ 基本調理操作である基礎加熱調
理操作を、理論とつなげながら
⾏える。

〇 〇 ⾷材や調理器具の衛⽣・安全管
理，作業効率を考慮しながら、
安全に効率よく調理ができる。

〇 〇 管理栄養⼠として⾷教育につな
がる⾷事提供のための基礎的な
調理が実践できる。

〇 〇 〇

91470 調理学実習ＩＩ 1 Ⅰ 調理学実習Ⅰの基本的な調理技
術を基礎に、応⽤へ展開する調
理法を習得する。

〇 〇 〇 各種材料の性質や操作を基礎実
験等から科学的に理解し、その
特徴から適した調理法や調味の
⼯夫が判別できる。

〇 〇 健康的な⾷事を計画・実践する
能⼒を習得することができる。

〇 〇 〇

91500 管理栄養⼠論 2 Ⅰ 管理栄養⼠制度の変遷について
説明することができる

〇 〇 ⾷⽣活の変遷と管理栄養⼠の関
わりについて説明することがで
きる

〇 〇 地域社会・学校・医療などにお
ける管理栄養⼠の役割と重要性
について説明することができる

〇 〇 管理栄養⼠に必要なホスピタリ
ティについて理解することがで
きる

〇 〇 〇

91550 基礎栄養学 2 Ⅰ 栄養素の消化・吸収・代謝の全
体像を把握できるようになると
ともに、栄養素の⽣体内での分
⼦レベルの役割を説明できる能
⼒を⾝につけることができる。

〇 〇 ⽣活習慣病をはじめとする疾病
の予防や治療に関わる、基盤と
なる基礎栄養学的知識を⾝につ
けることができる。

〇 〇 管理栄養⼠および⾷に関する専
⾨的職業⼈として、医療や教育
の現場のみならず、広く社会の
現場で必要な、思考⼒・判断
⼒・表現⼒の基礎を⾝につける
ことができる。

〇 〇 〇 栄養の専⾨家として、先進的な
情報を常に⼊⼿していこうとす
る関⼼と意欲を持つための基盤
を構築することができる。

〇

91600 基礎栄養学実習 1  Ⅱ 健康の保持・増進，⽣活習慣病
の予防におけるエネルギー代謝
や脂質代謝の栄養学的意義を説
明できるようになる。

〇 基礎栄養学に関する実験⼿法を
⾝につけることができる。

〇 基礎栄養学的なデータを正確に
解析し、そこから論理的に考察
できる能⼒を⾝につけることが
できる。

〇 基礎栄養学的なデータを適切に
理解し、説得⼒ある説明ができ
るようになる

〇 〇 栄養の専⾨家として、科学的な
関⼼と意欲を持つための基盤を
構築することができる。

〇

3



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

91650 応⽤栄養学Ｉ 2  Ⅱ 1．栄養マネジメントの概念を理
解し，その各過程について説明
ができる。

〇 〇 2．栄養アセスメントの基本とな
る臨床検査，⾝体測定，⾷事調
査結果の評価基準および⾷事摂
取基準の基本的な考え⽅を理解
し，活⽤ができる。

〇 〇 3．妊娠期，乳児期の⾝体機能，
栄養状態の変化，栄養アセスメ
ントの基準を具体的に習得し，
栄養管理，⾷事管理に応⽤でき
る。

〇 〇 〇

91700 応⽤栄養学ＩＩ 2  Ⅱ 幼児期から成⼈期に⾄る成⻑・
発達・加齢に伴う⾝体機能や栄
養状態の変化，栄養アセスメン
トの基準を判別し説明できる。

〇 〇 ⽋⾷，偏⾷，肥満，⽣活習慣病
の発症など，各年齢層における
諸問題を把握し，それらに対応
した栄養管理や⾷事管理につい
て記述できる。

〇 〇 〇

91750 応⽤栄養学ＩＩＩ 2   Ⅲ 加齢（特に更年期、⾼齢期）や
運動・スポーツ，ストレスや特
殊環境の強弱による⽣体反応や
栄養状態の変化を説明できる。

〇 〇 各種の条件下での⾝体状況に応
じた栄養アセスメントを判別
し、栄養管理の基本が実⾏でき
る。

〇 〇 〇

91800 応⽤栄養学実習 1   Ⅲ 1.対象に応じた栄養アセスメント
の⽅法を適切に判別し、必要な
栄養ケアを説明できる。

〇 〇 2.栄養アセスメントの結果から、
適切な栄養ケアプランを作成で
きる。

〇 〇 3.ライフステージ別栄養アセスメ
ントの実施，栄養ケアプランの
作成，⾷事計画の⽴案・調理を
⾏い，栄養管理を具体的に実⾏
できる。

〇 〇 〇

91850 栄養教育論Ｉ 2  Ⅱ 栄養教育の必要性と基本的な知
識と理論について説明できる。

栄養教育マネジメントの⼀連の
流れについて説明できる。

個⼈や集団に対して適切な栄養
指導・栄養教育を⾏うために，
求められる知識・技法について
考察することができる。

91900 栄養教育論ＩＩ 2   Ⅲ 対象者の特性について説明でき
る。

〇 対象者に応じた栄養教育の理論
と⽅法について説明できる。

〇 〇 対象別栄養教育プログラムの作
成とその評価について考察する
ことができる。

〇 〇 〇

91950 栄養教育論ＩＩＩ 2    Ⅳ ⼀連の栄養教育活動（栄養教育
プログラムの作成・実施・評
価）について説明できる。

〇 〇 ⼀連の栄養教育活動に必要な理
論・技法について、対象者に応
じて判別することができる。

〇 〇 学内や学外で得た専⾨知識が各
分野における⼀連の栄養教育活
動に活⽤することができる。

〇 〇 〇

92000 栄養教育論実習 1   Ⅲ 栄養教育に必要な情報を主体的
に読み解き活⽤することができ
る。

〇 〇 対象者の実態把握並びに優先課
題を特定することができる。

〇 〇 対象者の理解を促し，⾏動変容
につながる教育内容を企画する
ことができる。

〇 〇 対象者との⼈間関係構築に必要
なカウンセリング技法を活⽤す
ることができる。

〇 〇 〇

92050 臨床栄養学Ｉ 2   Ⅲ 各疾患の病態⽣理と⾷事療法の
関係について説明することがで
きる

〇 〇 栄養ケア・プロセスにしたがっ
て、傷病者の栄養管理ができる

〇 〇 〇 各疾患の⾷事療法のプランを提
⽰することができる

〇 〇 〇

92100 臨床栄養学ＩＩ 2   Ⅲ １ 各種疾患別に傷病者の病態
が説明できる。

〇 〇 ２ 各種疾病別の傷病者の栄養
状態の特徴が説明できる。

〇 〇 ３ 各種疾病別の傷病者の適切
な栄養マネジメントが説明でき
る。

〇 〇 〇

92150 臨床栄養学ＩＩＩ 2    Ⅳ 各疾患の病態⽣理と⾷事療法の
関係について説明することがで
きる

〇 〇 栄養ケア・プロセスにしたがっ
て、傷病者の栄養管理ができる

〇 〇 〇 各疾患の⾷事療法のプランを提
⽰することができる

〇 〇 〇 関連分野の国家試験レベルの問
題に正答することができる。

〇 〇

92200 臨床栄養学ＩＶ 2    Ⅳ １ 各種疾患に応じた適切な栄
養管理を理解し、栄養状態の評
価・判定ができる。

〇 〇 〇 ２ 各種疾患に応じた栄養管理
⽅法が提案できる。

〇 〇 〇 ３ 各種疾患に応じた栄養教育
計画が⽴案できる

〇 〇 〇

92250 臨床栄養学実習Ｉ 1   Ⅲ ＮＣＰ（栄養ケアプロセス）の
⽅法を理解して記録することが
できる。

〇 〇 栄養アセスメントデータを正し
く読み取り、その評価ができ
る。

〇 〇 栄養診断とそれに基づいた栄養
プランを⽴てることができる。

〇 〇 〇 代表的な疾患とその⾷事療法を
理解し、個別栄養指導を⾏うこ
とができる。

〇 〇 〇 代表的な疾患とその⾷事療法を
理解し、集団栄養指導を⾏うこ
とができる。

〇 〇 〇

92300 臨床栄養学実習ＩＩ 1   Ⅲ １ 各疾患の病態⽣理と⾷事療
法の関係について説明できる

〇 〇 〇 ２ ⼀般治療⾷の献⽴が作成が
できる

〇 〇 〇 ３ ⼀般治療⾷の調理が実⾏で
きる

〇 〇 〇 ４ ⼀般治療⾷から病態に応じ
た献⽴が展開できる

〇 〇 〇 ５ ⼀般治療⾷から病態に応じ
て展開した献⽴が調理できる

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

92400 臨床栄養学実習ＩＩＩ 1    Ⅳ １ 病態⽣理とそれに即した栄
養療法について説明することが
できる

〇 〇 ２ 症例の病態の把握や栄養状
態の評価を的確に⾏うことがで
きる

〇 〇 ３ 症例の栄養⾷事計画の⽴案
ができる

〇 〇 ４ 対象者に対して、適切な栄
養⾷事指導を⾏うことができる

〇 〇 〇

92450 公衆栄養学Ｉ 2  Ⅱ 1．わが国の保健・医療・福祉シ
ステムの中での公衆栄養の役割
を説明できる。

〇 〇 〇 2．わが国の⼈⼝および疾病構造
の変化と現状に関連づけて、栄
養問題を説明できる。

〇 〇 3．わが国における⾷環境の変化
に関連づけて、⾷事の変化と現
状・課題を説明できる。

〇 〇 4．わが国の法律や制度並びに政
策と関連づけて，公衆栄養活動
の意義を説明できる。

〇 〇 〇 5．諸外国の健康・栄養問題の現
状と課題の説明および健康・栄
養政策に関する国際的な枠組み
と動向を説明できる。

〇 〇

92513 公衆栄養学ＩＩ 2   Ⅲ 1．疫学の⽬的と⽅法を理解し、
栄養疫学のための各種⾷事調査
⽅法および調査データの処理に
ついて説明できる。

〇 〇 2．公衆栄養マネジメントの必要
性と具体的プロセスについて説
明できる。

〇 〇 3．コミュニティオーガニゼイ
ション、エンパワーメントの意
義について説明できる。

〇 〇 4．地域における連携やネット
ワークづくりの意義と⽅法につ
いて説明できる。

〇 〇 〇

92550 公衆栄養学実習 1   Ⅲ 1．地域や職域等の健康・栄養問
題とそれを取り巻く様々な要因
に関する情報を収集・分析し、
総合的に評価・判定ができる。

〇 〇 2．保健・医療・福祉・介護シス
テムの中で、栄養上のハイリス
ク集団の特定ができる。

〇 〇 3．あらゆる健康・栄養状態の者
に対し適切な栄養関連サービス
を提供するプログラムの作成・
実施・評価の総合的なマネジメ
ントに必要な理論と⽅法につい
て説明ができる。

〇 〇 〇 4．各種サービスやプログラムの
調整、⼈的資源など社会資源の
活⽤、栄養情報の管理，コミュ
ニケーションの管理などの仕組
みについて説明ができる。

〇 〇 〇

92600 給⾷経営管理論Ｉ 2  Ⅱ  給⾷施設における給⾷の運営
管理，集団給⾷におけるシステ
ムの特徴を理解する。また，特
定給⾷施設における利⽤者の⾝
体状況，栄養状態，⽣活習慣な
どに基づいた⾷事の提供に関わ
る栄養・⾷事管理についての基
礎が理解できる。

〇 〇 〇 給⾷システムの概念と給⾷運営
に必要な関連法規が説明でき
る。

〇 〇 給⾷を⽣産するために必要なプ
ロセス（⾷事基準の作成から⽣
産，提供に⾄るまで）が説明で
きる。

〇 〇 安全な給⾷を提供するために必
要な衛⽣管理の基本事項が説明
できる。

〇 〇 対象者のニーズに合わせた質の
⾼い給⾷を提供する必要性が説
明できる。

〇 〇 〇

92650 給⾷経営管理論ＩＩ 2  Ⅱ  マーケティングの原理や応⽤
を理解する。さらに経営管理の
理論に沿って管理栄養⼠業務を
組み⽴てること，すなわち給⾷
運営に関わるシステムやマネジ
メントについての理解を深め，
実践につなげることのできる能
⼒が修得できる。

〇 〇 給⾷の経営管理的側⾯から対象
者のニーズに合ったメニュー戦
略の仕組みが説明できる。

〇 〇 給⾷運営に必要な会計・原価管
理の仕組みについて説明でき
る。

〇 〇 各種事故や災害に対する危機管
理への備えと対応について説明
できる。

〇 〇 学校・病院・⾼齢者福祉施設な
ど，対象者や施設の状況に応じ
た給⾷運営の具体的⽅法につい
て説明できる。

〇 〇

92700 給⾷経営管理論実習Ｉ 1  Ⅱ  集団を対象とした給⾷を提供
するための栄養・⾷事計画，調
理作業計画に基づいて実習を⾏
い，⼤量調理の⽅法，HACCP概
念に基づいた衛⽣管理，⾷事
サービスといった給⾷の運営管
理のための基本的な技術を修得
する。 集団を対象とした栄養
アセスメントを⾏い，給与栄養
⽬標量の設定ができる

〇 〇 〇 設定した給与栄養⽬標量に対応
し，かつ対象者のニーズに合っ
た献⽴作成ができる。給⾷提供
後に残⾷調査や満⾜度調査を⾏
い，評価をまとめ改善点の把握
と計画への反映⽅法を習得す
る。

〇 〇 〇 予定献⽴表，発注書，作業指⽰
書，作業⼯程表など各種給⾷運
営に必要な帳票類が作成でき
る。

〇 〇 安全な給⾷を提供するために必
要な衛⽣管理が実⾏できる。

〇 〇 ⼤量調理機器等を⽤いた調理を
⾏うことで，少量調理との違い
を説明できる。

〇 〇 〇

92750 給⾷経営管理論実習ＩＩ 1   Ⅲ 集団を対象とした栄養アセスメ
ントを⾏い，給与栄養⽬標量の
設定ができる。

〇 〇 〇 設定した給与栄養⽬標量に対応
し，かつ対象者のニーズや特性
に合わせた献⽴作成ができる。

〇 〇 予定献⽴表，発注書，作業指⽰
書，作業⼯程表など各種給⾷運
営に必要な帳票類が作成でき
る。

〇 〇 安全な給⾷を提供するために必
要な衛⽣管理が実⾏できる。

〇 〇 対象者に合わせた⾷事形態で給
⾷提供ができる。併せて給⾷献
⽴を媒体とした栄養教育媒体の
作成及び実⾏ができる。

〇 〇 〇

92815 臨地実習事前事後指導Ｉ 1   ⅢⅣ 代表的な疾患の病態⽣理とそれ
に即した栄養療法について説明
することができる

〇 〇 対象者の栄養⾷事計画の⽴案が
できる

〇 〇 〇 対象者に適した⾷事献⽴の作成
ができる

〇 〇 〇 グループの中で⾃分の役割を果
たしながら、協⼒して課題に取
り組むことができる

〇 〇 〇
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各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

92820 臨地実習事前事後指導ＩＩ 1   Ⅲ  実践活動の場における問題発
⾒，解決を通して，栄養評価・
判定に基づく適切なマネジメン
トを⾏うために必要とされる専
⾨的な知識および技術の統合を
図り，管理栄養⼠として具備す
べき知識及び技能を修得する能
⼒を養う。

〇 〇 〇 給⾷経営管理の知識や技術につ
いて説明することができる。

〇 〇 対象者の特性に応じた栄養管理
や献⽴作成ができる。

〇 〇 社会⼈として常識的な⾏動をと
ることができる。

〇 〇 課題を設定した上で実践の場⾯
を体験し，そこから⾒出された
問題点とその解決策について考
察できるようになる。

〇 〇 〇

92831 臨地実習事前事後指導ＩＩＩ 1   Ⅲ 1．公衆栄養学臨地実習の⽬的と
保健所・市町村保健センターの
業務について説明できる。

〇 2．公衆栄養マネジメントの具体
的プロセスについて説明でき
る。

〇 〇 〇 3．該当実習施設の管轄地域にお
ける健康・栄養問題とそれを取
り巻く様々な要因の概略につい
て説明できる。

〇 〇 〇 4．個⼈が設定した実習課題テー
マの⽬的について説明できる。

〇 〇 〇

92840 臨地実習事前事後指導ＩＶ 1   Ⅲ  利⽤者の⼼⾝の状況や栄養状
態，病状，⽇々の過ごし⽅や潜
在的な希望等を把握し，個⼈に
適した栄養⾷事計画の作成及び
評価・判定ができる能⼒を養
う。 また，臨地実習Ⅱでの学
びをさらに深め，将来管理栄養
⼠として業務に携わるために必
要な判断⼒，応⽤⼒を含む総合
的なマネジメント能⼒を⾝につ
ける。 利⽤者の栄養管理につ
いて，栄養ケア計画の作成，実
施，評価が説明できる。

〇 〇 〇 摂⾷嚥下障害や褥瘡，認知症な
ど⾼齢者の特性について説明で
きる。

〇 〇 〇 個別⽀援計画の総合的なマネジ
メントの考え⽅を理解し説明で
きる。

〇 〇 〇 社会⼈として常識的な⾏動をと
ることができる。

〇 〇 施設における体験を通して，⾃
分⾃⾝の課題とその解決策につ
いて気づくことで、実⾏できる
ようになる。

〇 〇 〇

92855 栄養学総合演習 1   ⅢⅣ
92915 臨地実習Ｉ 2   ⅢⅣ
93050 臨地実習ＩＩ 1   Ⅲ  給⾷経営管理のマネジメント

を⾏う管理栄養⼠の業務につい
て，それぞれの業務が有機的に
関連し，実習施設独⾃の給⾷運
営が⾏われていることを体験す
る。 給⾷経営管理の知識や技
術が，給⾷現場においてどのよ
うに⽣かされているか説明でき
る。

〇 〇 ⾷数管理や個別対応の実際を学
び，給⾷サービス提供に関する
技術を習得し，実⾏できる。

〇 〇 〇 衛⽣管理（HACCP，危機管理な
ど）について，⾷中毒予防の観
点から理解し，説明できる。

〇 〇 〇 嗜好調査や摂⾷量の調査などを
⾏うことにより，特定給⾷施設
における栄養・⾷事に関する課
題について考察し，総合的に評
価・判定することができる。

〇 〇 〇 他職種や児童，⾼齢者などとの
コミュニケーションのとり⽅を
習得し，実⾏できる。

〇 〇 〇

93055 臨地実習ＩＩＩ 1   Ⅲ 1．地域社会において保健所・市
町村保健センターがどのように
栄養評価・判定に基づくマネジ
メントを⾏っているかが説明で
きる。

〇 〇 〇 2．法律に基づいて⾏われている
健康・栄養⾏政における様々な
施策について具体的に説明でき
る。

〇 〇 〇 3．各種サービスやプログラムの
調整、⼈的資源など社会資源の
活⽤、栄養情報の管理、コミュ
ニケーションの管理などの仕組
みについて説明ができる。

〇 〇 〇 4．公衆栄養活動における保健所
と市町村保健センターの役割お
よび業務内容の違いについて説
明できる。

〇

6



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標2 到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1

93070 臨地実習ＩＶ 1   Ⅲ  施設利⽤者への適切な栄養管
理の実際を学び，利⽤者への対
応やチームケアにおける他職種
との連携⽅法など，管理栄養⼠
の役割について体験を通して実
⾏できる。 給⾷施設の特質を
理解し，⼊所者の⾷事ニーズへ
の対応⽅法や、介護⾷および摂
⾷嚥下機能訓練⾷の必要性と調
理⽅法の実際を実⾏できる

〇 〇 〇 カンファレンスへの参画を通し
て個別⽀援計画の検討・作成の
実際について説明できる。

〇 〇 〇 他部⾨とのコミュニケーション
と連携の具体的な⽅法を学び，
実⾏できる。

〇 〇 〇 ⼊所者の栄養状態の評価及び本
⼈・家族の意向に基づく栄養ケ
アプランの作成について説明で
きる。

〇 〇 〇 ⼊所者やその家族への栄養指
導・教育の実践から課題を⾒つ
けることで，応⽤できるように
なる。

〇 〇 〇

93250 健康の保持・増進Ｉ 2 Ⅰ 物質の成り⽴ちや状態について
説明できる。

〇 〇 ⾝近な物質や現象を化学的な視
点で捉え，考えることができ
る。

〇 〇 〇

93350 健康の保持・増進ＩＩＩ 2    Ⅳ これまでに修得した知識を整
理・復習し、管理栄養⼠および
栄養教諭として必要な素養と基
礎的な能⼒を⾝につけることを
⽬的とする。

〇

93450 学校栄養教育論Ｉ 2   Ⅲ １ 学校給⾷の意義と役割を理
解し、栄養教諭の職務を述べる
ことができる。

〇 〇 ２ 児童・⽣徒の発達段階に応
じた⾷に関する指導の必要性と
課題を説明できる。

〇 〇 〇

93500 学校栄養教育論ＩＩ 2   Ⅲ １ ⾷に関する指導の全体計画
や各教科等における指導の内容
が説明できる。

〇 〇 ２ 児童・⽣徒の発達段階に応
じた学習指導案を作成し、授業
を⼯夫することができる。

〇 〇 〇

94000 卒業論⽂ 6   ⅢⅣ 研究テーマの設定，研究計画の
⽴案・遂⾏，ならびに研究論⽂
作成・発表を通し，研究を実施
する上で必要な⼀連の能⼒を⾝
につける

〇 〇 〇

7



カリキュラムマップ 国際⽂化学科のディプロマ・ポリシー

学部名 国際⽂化学部

国際⽂化学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

60000 基礎演習 2 Ⅰ ⼤学での学習に必要な資料の収集と報告
の仕⽅を学ぶ

〇 まとめた資料を⾃らの判断で取捨選択
し、⼯夫を加え、効果的にプレゼンする

〇 〇 グループ内で求められた役割を果たし、
思ったことをしっかりと主張することが

〇 〇 〇

60010 グローバル社会論基礎 2 Ⅰ グローバルな視点で社会を捉えるために
必要な基本的な概念や理論を説明でき
る。

〇 〇 〇 グローバル社会を分析するための基礎的
な概念や枠組みを⾃分⾃⾝で⽂章にまと
めることができる。

〇 〇 〇 学問分野ごとのグローバル社会の捉え
⽅・分析⽅法の違いを挙げることができ
る。

〇 〇 〇

60020 多⽂化共⽣論基礎 2 Ⅰ ⾔語や⽂化背景の異なる⼈間の理解およ
び協働する⼒の獲得

〇 〇 〇 グローバル社会を分析するための基礎的
な概念・知識の習得および枠組み・多⾓
的視座の獲得

〇 〇 〇 国内外のグローバル社会における具体例
の理解

〇 〇 〇 国内外のグローバル社会が抱える課題を
⾃ら探し出す⼒および解決する能⼒を養
う

〇 〇 〇

60030 Intensive English 2 Ⅰ 英語4 技能（Listening, Speaking,
Reading, Writing）を総合的に伸ばす

〇 〇 〇 TOEIC ・IELTS・ TOEFL などの検定試
験でのスコアアップを⽬指す

〇 〇 〇 特に⽇本⼈学⽣が苦⼿とするSpeaking⼒
をつける

〇 〇 〇

60040 導⼊演習 2 Ⅰ 選定された⼊⾨編の著作を４冊ほどみな
で仔細に輪読して内容について理解を深
める。報告担当者はレジュメの作り⽅、

〇 〇 テーマを選び、グループディスカッショ
ンで議論を深めるなか、学⽣⾃⾝深く考
え、表現することができる。

〇 〇 ３〜４回ほどグループディスカッション
を重ね、ゼミ交流会に参加することに
よって、多数の学⽣との協働体験をする

〇 〇 〇 最後の課題としてレポートを書きあげる
ことで⼩論⽂の書き⽅を体験することが
できる。

〇 〇 〇

60050 表象⽂化論基礎 2 Ⅰ 多様な表象⽂化を⽐較し、それぞれの特
徴や意味を表現する。

〇 〇 〇 表象⽂化の成り⽴ちについて説明すると
ともに、世界各地の政治的、社会的、⽂
化的背景と関係づける。

〇 〇 〇 表象⽂化の概念と理論を説明できるよう
になる。

〇 〇 〇

60500 ICTリテラシ 2 Ⅰ デジタル社会の状況を説明できる。 〇 PC（パーソナルコンピュータ）の基本
的な操作ができ、簡単な⽂書作成、表計
算、プレゼンテーション資料を作成でき
る。

〇 コンピュータとネットワーク、インター
ネットの基本的な構成要素と仕組みを説
明できる。

〇 電⼦メールやSNS（Twitter、
Facebook、WhatsAppなど）を、社会的
な影響を考慮しつつ活⽤することができ
る。

〇

60510 統計学基礎 2 Ⅰ データを統計的に分析するための各種⼿
法を説明できる

〇 〇 データを統計的に分析するための各種⼿
法を国際⽂化の理解や交流に活⽤できる

〇 〇 〇

62000 岡⼭学 2 Ⅰ ［総合的な理解を深める］・「地域」に
おける⽂化施設・地域建築、「⼈間」に
おける事件や⼈物、そして「⽂化」にお
ける教育・宗教⽂化・⾷⽂化・洋学、
「社会」における⺠俗・芸能の事象を深
く理解できる。

〇 ［多⾓的な視点からの学際的アプロー
チ］専⾨領域に限定されない⾃由な観点
から地域岡⼭を考察し、異なる学問領域
を横断しながら総合的な知識を構築でき
る。

〇 〇 ［研究⼒を⾝につける］・教員との議論
や発表を通じて、「⾃らの理解を他者に
伝える」スキルを向上させ、⾃らの意⾒
や知識を明確かつ効果的に表現でき
る。・研究に必要な基本的能⼒を⾝につ
け、インターネットや図書館などから効
果的に資料を検索し、集めた資料を整理
できる。・収集した情報をもとに、論理
的かつ体系的な⽅法でレポートを作成す
る能⼒を習得し、⾃らの考察や意⾒を明
確に表現できる。

〇 〇

62500 近現代の⽇本 2 Ⅰ 近現代⽇本の経済発展とそのメカニズム
について、歴史上の事実にもとづいて説
明できる。

〇 〇 今⽇の社会・経済における諸問題につい
て、歴史的な分析視⾓から考察すること
ができる。

〇 〇

62510 近現代の中国 2 Ⅰ 近現代中国に関する歴史の事象について
理解し、説明することができる。

〇 〇 近現代中国史の特殊性を、同時代の⽇本
の歴史や、現在の中国や⽇本の問題と関
連づけて説明することができる。

〇 〇 〇

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

グローバル社会を⽣き抜くために英語⼒に磨きをかけ、さらにもう⼀つの⾔語に挑戦して実⽤的な語学⼒を⾝につけている。グローバル社会系諸
理論、多⽂化共⽣系諸理論を総合的に習得するとともに、表象⽂化系科⽬群の学びを通じて⽇本⽂化を相対的かつ客観的に理解して⾃らのアイデ
ンティティを確⽴している。

国際理解に関わる様々な領域の理論を学際的に修得し、国内外特定地域の特質を深く探求する積極性と⾏動⼒をもち、さらにデータサイエン
ス系科⽬の学びを活⽤し、専⾨的な⼿法によって深く考察し、判断し、簡潔に他者に伝える⼒を⾝につけている。

国内外社会におけるグローカルな課題を意識しており、⼈と協働しながら課題解決を⾏う能⼒を⾝
につけている。

到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5
配当年次

学科名 国際⽂化学科
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

学科の「基礎科⽬」の履修によりグローバル社会論、多⽂化共⽣論、表象⽂化論の各学問領域の概要を知り、「専攻科⽬」として段階的に配置さ
れたそれらの発展科⽬やグローバルスタディーズ科⽬の履修を通じて国際理解⼒を⾝につけるとともに、⽇本⽂化の国際発信⼒を磨くことができ
る。専攻科⽬には英語によって教授される「英語展開科⽬」群、英語⼒向上科⽬と外国語科⽬からなる「実践外国語科⽬」群が配され、そこから
⼀定単位以上の履修が求められる。英語で学ぶ科⽬と英語を学ぶ科⽬の履修により英語⼒を⾝につけることができる。

基礎演習や導⼊演習ではアカデミックな情報収集の⽅法と表現⼒の基礎を学び、少⼈数編成の研究演習、卒業研究では、集めた資料やデータ
を適切に処理し、説得的に表現するプレゼンテーション能⼒を⾝につける。データサイエンス系科⽬群の学びによってデータ利⽤の基礎的能
⼒を⾝につけることもできる。

国内外研修プログラムや国際交流現場体験プログラムの履修により実地での⾒聞を広めるととも
に、学修中盤期以降での国際地域情報Ⅰ〜Ⅸの選択的履修により、志を同じくする仲間とともに⽇
本を含む国内外の特定地域を深く学修し、研究演習Ⅰ・Ⅱ、卒業研究を通じ、グループワークを実
践し、課題を発⾒し、解決する能⼒を培うとともに、協働活動能⼒を修得することができる。以上
のカリキュラムを提供する学⽣については、以下のアドミッション・ポリシーを適⽤する。

単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1 到達⽬標2

1



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性
到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5

配当年次単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1 到達⽬標2

62520 近現代の欧⽶ 2 Ⅰ 欧⽶の近現代史に特有のいくつかのテー
マについて歴史学の⼿法を通じて多⾓的
な知⾒を獲得する。

⽂書や図像の資料を歴史的な脈絡に即し
て読解することができる。

62530 近現代の韓国朝鮮 2 Ⅰ 近現代の韓国朝鮮について、歴史・政
治・経済・社会の各⽅⾯における諸現象
の背景を⼤枠で理解し、説明することが
できる。

〇 韓国・朝鮮半島に関する総合的な学びを
通じて、⽇本を相対的かつ客観的に理解
して⾃らのアイデンティティを確⽴でき
る。

〇 韓国・朝鮮半島の特質を深く探求する積
極性と⾏動⼒をもち、専⾨的な⼿法に
よって深く考察し、判断し、簡潔に他者
に伝えることができる。

〇 国内外社会におけるグローカルな課題を
意識しており、⼈と協働しながら課題解
決を⾏うことができる。

〇

62540 近現代の東南アジア 2 Ⅰ 東南アジアの歴史・社会・経済に関する
基本的な知識を⾝につけ、説明すること
ができるようになる。

〇 〇 東南アジア諸国の形成過程を理解し、国
⺠国家の本質やナショナリズムについて
の概念を説明することができるようにな
る。

〇 〇 東南アジアにおける現在の諸問題を歴史
的な観点から考察し、その原因や解決を
提⽰することができる。

〇 〇 〇 東南アジアとの⽇本の関係構築につい
て、考えを提⽰することができる。

〇 〇 〇

63500 Studies of Globalization 2 Ⅰ グローバルな視点で社会を捉えるために
必要な基本的な概念や理論を説明でき
る。

〇 〇 〇 グローバル社会を分析するための基礎的
な概念や枠組みを⾃分⾃⾝で⽂章にまと
めることができる。

〇 〇 〇 学問分野ごとのグローバル社会の捉え
⽅・分析⽅法の違いを挙げることができ
る。

〇 〇 〇

63510 Studies of Multiculturalism 2 Ⅰ ⾔語や⽂化背景の異なる⼈間の理解およ
び協働する⼒の獲得

〇 〇 〇 グローバル社会を分析するための基礎的
な概念・知識の習得および枠組み・多⾓
的視座の獲得

〇 〇 〇 国内外のグローバル社会における具体例
の理解

〇 〇 〇 国内外のグローバル社会が抱える課題を
⾃ら探し出す⼒および解決する能⼒を養
う

〇 〇 〇

64000 Practical English 2 Ⅰ 様々なジャンルや話題の英語を聞いて／
読んで、⽬的に応じて情報や考えなどを
理解することができること。

〇 〇 〇 様々な話題について、⽬的や場⾯、状況
等に応じて英語で話すこと［やり取り・
発表］ができること。

〇 〇 〇 様々な話題について、⽬的や場⾯、状況
等に応じて英語で書くことができるこ
と。

〇 〇 〇 複数の領域を統合した⾔語活動を遂⾏す
ることができること。

〇 〇 〇 チームワークができること。 〇 〇 〇

65000 情報数学II 2 Ⅰ 集合、数列、⾏列、ベクトル、確率の記
法について説明することができる。

〇 集合、数列、⾏列、ベクトル、確率を例
題に適⽤することができる。

〇 〇 簡単な課題に対し、集合、数列、⾏列、
ベクトル、確率を使ってモデル化するこ
とができる。

〇 〇

65010 情報数学III 2 Ⅰ 関数、微分、積分、多変数関数、偏微分
の記法について説明することができる。

〇 関数、微分、積分、多変数関数、偏微分
を例題に適⽤することができる。

〇 〇 簡単な課題に対し、関数、微分、積分、
多変数関数、偏微分を使ってモデル化す
ることができる。

〇 〇

65020 プログラミング⼊⾨I 2 Ⅰ プログラミングの基本的な考え⽅を説明
できる。

〇 〇 プログラミングを⽤いて簡単な処理を実
⾏できる。

〇 〇 〇 ツールとしてのプログラミングの可能性
を説明できる。

〇 〇

65030 プログラミング⼊⾨II 2 Ⅰ プログラミングの基本的な考え⽅を説明
できる。

〇 〇 プログラミングを⽤いて簡単なCGを制
作できる。

〇 〇 〇 ツールとしてのプログラミングの可能性
を説明できる。

〇 〇

65040 プログラミング演習 2 Ⅰ プログラミング⾔語Pythonの⽂法に関し
て概要を説明できる。

〇 〇 プログラミング⾔語Pythonの基本的な制
御構造、データ構造の利⽤⽅法などに関
する技術を説明できる。

〇 プログラミング⾔語Pythonのライブラリ
を⽤いて簡単なプログラムを実装でき
る。

〇 〇 〇

2



カリキュラムマップ 情報デザイン学科のディプロマ・ポリシー

学部名 情報デザイン学部

情報デザイン学科のカリキュラム・ポリシー

各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

70000 情報数学I 2 Ⅰ 離散数学の学習した概念や⼿法につい
て説明することができる。

〇 離散数学の学習した概念や⼿法を例題
に適⽤することができる。

〇 〇 簡単な課題に対し、離散数学の観点か
らモデル化することができる。

〇 〇 離散的にモデル化された課題に対し、
離散数学を運⽤して解を導出すること
ができる。

〇 〇

70010 情報数学II 2 Ⅰ 集合、数列、⾏列、ベクトル、確率の
記法について説明することができる。

〇 集合、数列、⾏列、ベクトル、確率を
例題に適⽤することができる。

〇 〇 簡単な課題に対し、集合、数列、⾏
列、ベクトル、確率を使ってモデル化
することができる。

〇 〇

70020 情報数学III 2 Ⅰ 関数、微分、積分、多変数関数、偏微
分の記法について説明することができ
る。

〇 関数、微分、積分、多変数関数、偏微
分を例題に適⽤することができる。

〇 〇 簡単な課題に対し、関数、微分、積
分、多変数関数、偏微分を使ってモデ
ル化することができる。

〇 〇

70030 アカデミックスキル 2 Ⅰ 相⼿に伝えたい内容を正確に、論理
的・効果的に⽂書やプレゼンテーショ
ンを通じて、相⼿に伝えることができ
る。

〇 〇 インタネットやメディアを利⽤して、
必要な情報を効率的に収集し、整理す
ることができる。

〇 〇

70040 ICTリテラシ 2 Ⅰ デジタル社会の状況を説明できる。 〇 PC（パーソナルコンピュータ）の基
本的な操作ができ、簡単な⽂書作成、
表計算、プレゼンテーション資料を作
成できる。

〇 コンピュータとネットワーク、イン
ターネットの基本的な構成要素と仕組
みを説明できる。

〇 電⼦メールやSNS（Twitter、
Facebook、WhatsAppなど）を、社
会的な影響を考慮しつつ活⽤すること
ができる。

〇

70050 デジタル社会と倫理 2 Ⅰ デジタル社会の特⻑を説明することが
できる。

〇 情報セキュリティの基本的な概念と構
成要素を説明できる。

〇 デジタル社会の倫理として社会的規範
や法制度を説明できる。

〇 ⾃らの⾏動を倫理や法制度の観点から
その是⾮を説明することができる。

〇

70060 プログラミング⼊⾨I 2 Ⅰ プログラミングの基本的な考え⽅を説
明できる。

〇 〇 プログラミングを⽤いて簡単な処理を
実⾏できる。

〇 〇 〇 ツールとしてのプログラミングの可能
性を説明できる。

〇 〇

70070 プログラミング⼊⾨II 2 Ⅰ プログラミングの基本的な考え⽅を説
明できる。

〇 〇 プログラミングを⽤いて簡単なCGを
制作できる。

〇 〇 〇 ツールとしてのプログラミングの可能
性を説明できる。

〇 〇

70080 プログラミング演習 2 Ⅰ プログラミング⾔語Pythonの⽂法に
関して概要を説明できる。

〇 〇 プログラミング⾔語Pythonの基本的
な制御構造、データ構造の利⽤⽅法な
どに関する技術を説明できる。

〇 プログラミング⾔語Pythonのライブ
ラリを⽤いて簡単なプログラムを実装
できる。

〇 〇 〇

71000 情報システム⼊⾨ 2 Ⅰ 情報システムの全体像と要素技術の概
要を説明できる。

〇 〇 システム構築に必要な技術を説明でき
る。

〇 〇 利⽤者視点で情報システムを効率的・
効果的に利⽤するための諸技術を説明
できる。

〇 〇

71500 データ解析⼊⾨ 2 Ⅰ データ分析の各種⼿法の概要を説明で
きる。

〇 〇 社会や企業でのデータの利⽤、経済
学・経営学等の周辺領域を説明でき
る。

〇 〇

71510 統計学I 2 Ⅰ データの特徴を洞察し、適切な表⽰⽅
法を選択できる。また逆に表⽰⽅法が
らデータの特徴を理解する能⼒をも
つ。

〇 基本的なデータ分析⼿法について理解
し、分散、相関、回帰について適切な
利⽤と結果の判断ができる。

〇 確率の基礎を理解する。 〇 データの収集から処理とそこから導か
れる結論と検証についての⼀連の⼿順
を理解する。

〇

年度 2024年度
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

デジタル社会を⽣き抜くIT リテラシと情報倫理、情報技術およびデータ分析技術の専⾨知識を⾝につけている。具体的には、データを扱い、
分析するための専⾨知識と技能を修得し、分析だけでなく、その原理を理解して、データから価値を抽出し、利活⽤する能⼒を⾝につけてい
る。また、次世代のIT システムを構築・利⽤するための、基本的な知識や情報技術を⾝につけている。さらに、それらを有効に社会に応⽤す
るための社会科学の知識を⾝につけている。

組織や社会における諸問題を、データ分析やソフトウェア開発により客観的に問題解決に向けて論理的に考え、そのソリューションの
多⾓的評価に基づき妥当性を判断し、それを第三者に分かりやすい形で表現する能⼒を⾝につけている。

多様な⼈々との調査や議論を通じて発⾒したデジタル社会の課題を、グループワークを通じて
解決し、それを問題提⽰者にフィードバックしていくPBL(Problem-based Learning)を通じ
て、⼈と協調、協働しながら課題解決を⾏う能⼒を⾝につけている。

到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5
配当年次

学科名 情報デザイン学科
＜知識・技能＞ ＜思考・判断・表現⼒＞ ＜主体性＞

専⾨教育では基礎科⽬と専⾨科⽬を設置し、専⾨科⽬では、情報系科⽬、データ系科⽬、両者の基礎となる共通科⽬を設置する。基礎科⽬で
は、数学、専⾨教育に必要なリテラシーと情報倫理を習得する。データ系科⽬では、データ収集と各種データモデリング・解析技術の原理と
応⽤⼒を習得する。情報系科⽬では、IT システムを構築する基盤技術、それを実社会等で利活⽤するための技術、IT 技術の安全な利活⽤に必
要な知識と技能を習得する。社会科学系科⽬では、データ分析、IT システムを実社会に適⽤するための基本知識を習得する。

Problem-based Learning、研究演習、卒業研究などの演習科⽬において、組織や社会における諸問題を、データ分析等を通じて分析
し、ソフトウェア開発によるソリューションの創出など論理的に考え、そのソリューションを多⾓的に評価し、ソリューションを第三
者に分かりやすい形で表現する、課題解決・プレゼンテーション能⼒を取得させる。

専⾨科⽬を習得しながら、Problem-based Learning、演習科⽬、卒業研究などグループワー
クや学外の⼈との協働、共創作業を通じて、コミュニケーション・協働活動能⼒を取得させ
る。

単位数授業科⽬
授業

コード

到達⽬標1 到達⽬標2

1



各授業科⽬の到達⽬標と学科のディプロマ・ポリシーとの関係

到達⽬標１ 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 2 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 3 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 4 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性 到達⽬標 5 知識・
技能

思考・
判断・
表現⼒

主体性

到達⽬標3 到達⽬標４ 到達⽬標5
配当年次単位数授業科⽬

授業
コード

到達⽬標1 到達⽬標2

73070 Intensive English 2 Ⅰ 英語4 技能（Listening, Speaking,
Reading, Writing）を総合的に伸ばす

〇 〇 〇 TOEIC ・IELTS・ TOEFL などの検定
試験でのスコアアップを⽬指す

〇 〇 〇 特に⽇本⼈学⽣が苦⼿とする
Speaking⼒をつける

〇 〇 〇

73090 Practical English 2 Ⅰ 様々なジャンルや話題の英語を聞いて
／読んで、⽬的に応じて情報や考えな
どを理解することができること。

〇 〇 〇 様々な話題について、⽬的や場⾯、状
況等に応じて英語で話すこと［やり取
り・発表］ができること。

〇 〇 〇 様々な話題について、⽬的や場⾯、状
況等に応じて英語で書くことができる
こと。

〇 〇 〇 複数の領域を統合した⾔語活動を遂⾏
することができること。

〇 〇 〇 チームワークができること。 〇 〇 〇
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